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第一章　終わりは新たな始ま尻じり







「終　わ　っ　た　ー　ッ　！」

　皆みなさんご機き嫌げん麗うるわしゅう。十じゆう王おう正まさ人とです。

　悪の組織おしり団の参さん謀ぼうにして運営責任者。主人公にしてそれなりの地位と権能をもっている人なのです。

　……で、そんな俺おれが開始早々から何を叫さけんでいるのか？　何が終わったのか？

　意味がわからぬまま俺のテンションは見ての通りにうなぎ上りだ！

「おはようございます正人さ……、って、どうしたんです上じよう機き嫌げんで？」

　居間に出ると、既すでに美み夜やが朝ゴハンの支し度たくを済ませていた。相変わらずよく働く娘むすめさんだ、将来きっといいお嫁よめさんとなるだろう！

「よし美夜、結けつ婚こんしよう！」

「え!?」

　朝一番のプロポーズ。まあ俺と美夜は、前回の騒そう動どうでほぼ公こう認にんの夫ふう婦ふ関係となったのだから今さら問題ないけどね！

「ま、正人さ……！　え!?　あのその……!?　わわ、私はいつでもと言うか……！　既に身も心もと言うか……!?」

「正人中ちゆう尉い、おはようございます」

　美夜がアタフタとしている脇わきから、今度はスカディさんが登場。銀ぎん髪ぱつにキリリと引き結んだ表情が凜り々りしい軍人娘さんだ。

「そうだ！　スカディさんも結婚しよう！」

「何を仰おつしやっているのですか正人中尉？」

　スカディさんから冷静に呆あきれられた！

「何度も申し上げておりますが、小官は正人中尉の副官となることを望む者です。人並みの幸せなどは既に捨て去っております。つまり、正人中尉と六月の教会で挙式し、白い一いつ軒けん家やに自家用車と大型犬、子供は二人、休日は家族と庭でバーベキューをするような未来などは………………！」

「わははははは！」

　俺はおもむろに、美夜とスカディさんを両手に抱だき寄よせた。

「きゃあ!?」

「わふっ……!?」

　右手に美夜、左手にスカディさんを捕つかまえて、これぞまさに両手に花！

　あー楽しい！　二人を抱かかえたままヘリのローターのごとくグルグル回る。このまま回転力でお空を飛べそうだ！

「うわー、なんですか!?　正人さんがリミッター解除してますです！　皆のハートへ見境なしにレベル３貫かん通つう弾だんです！」

「団長！　団長じゃないですか！」

　そこにおわすは悪の組織おしり団の長おさ、団長こと伊い佐さ波なみ美みさんだ！

　俺は美夜たちを下ろすと、今度は団長の体をキャッチ＆フライ！　高校生なのに小学生みたいに小ちっちゃい団長は、軽々と抱き上あげることができるぜ！

「団長！　団長！　終わりました、終わりましたよ！」

「なんですかなんですか!?　うわぁい正人さんがブッ壊こわれました!?」

　たかいたかーい！　と団長を抱え上げ、そのままあっちこっちへと連れ回す。

「団長！　見てください山ですよ山！」

「はい！　窓の向こうにヨロレイヒーなお山が連なってます！」

「団長！　見てくださいテレビですよテレビ！」

「はい！　目覚ま汁しるテレビを惰だ性せいで放映中です！」

「団長！　見てください天てん井じようですよ天井！」

「正人さん！　これ床ゆかです！」

　室内を一通り踊おどり狂くるって、団長を下ろす。……さすがに息切れした。ちょっと倒たおれて体を休ませる。

「……オイ、落ち着いたか参謀？」

「昨夜も徹てつ夜やしたんだろ？　無む茶ちやしやがって……」

「むしろ徹夜明けだからこそのテンションでしょ、これは」

　シャーウッド古参組であらせられる佐さ藤とうさん、鈴すず木きさん、田た中なかさんが、俺のことを心配してくれる。

　ええい！　俺をそんな憐あわれむような目で見るな！　俺は勝利者なのだ！　徹夜明けたら美少女まみれで大勝利なのだ！

「終わったんです！　終わったんですよ！」

「だから、さっきから何がオワタの？　人生？」

「おしり団の組織再編成作業が終わったんですよ！」

　それは、俺が敵組織シャーウッドを落としてからずっと取り組んでいた一大事業だった。

　団長が立ち上げ、俺とスカディさんとで始動させた悪の組織おしり団。弱小組織からスタートした俺たちは、その発展途と上じようで最強組織シャーウッドを打だ倒とうして取り込み、規模を拡大させる。

　そのシャーウッドとおしり団、二つの組織を統合し、一つの組織として再生させることが、今日まで俺をずっと悩なやませてきた難事業だった。

　人員の刷新、命令系統の再編、資金運用の見直し。それらに知ち恵えを絞しぼると同時に、日常的な組織運営も並列して行っていかねばならない。

　これらによって俺の生活は、分刻みの超ちよう過か密みつスケジュールに追われていたわけだが、その重量級作業がこのたびついに終わった！

　俺は、いつ終わるともしれない大事業に見事ケリをつけたのだ！

「おぉー、それはおめでとう。参謀、その作業のせいでずっと徹夜してたからねぇ。頑がん張ばりが実を結んだか」

「徹夜じゃないですよ！　毎日三十分は寝ねてますよ！」

「前から思ってたんだけど、なんで参謀はかたくなに徹夜したこと認めないの？」

「というわけで、俺は一仕事やり遂とげたんですよーー！」

　おわかりいただけただろうか？

　これが現在俺がハイテンションたる理由なのだ。組織の再編作業と運営作業という二つの重要任務を背せ負おっていた俺は、ここ最近カンヅメ生活だった。

　しかしその二つのうち一つが完かん遂すいした以上、単純に言っても俺の仕事量は半分に軽減される！

　俺の達成感はマックスハート！　　ピカピカぴかりん、じゃん、けん、ポンだ！　アナタのドキドキ取とり戻もどしてみせたわ！

「お願い参謀、落ち着いて」

　気づいたら田中さんに後ろから羽は交がい締じめされていた。どうやら内面のハイテンション同様に引きずられ、体も相当フレキシブルに稼か働どうしていたらしい。

　それよりもだ。

「これで俺も、やっと時間にヨユーをもてるってーわけですよ！　今までは忙いそがしすぎて部屋から一歩も出られなかったし、仕事以外は何一つできなかったけど、今日から俺は自由です！　ストライクフリーダムなんですよ！」

　既に発言が自由すぎた。

　とにかく、やりたいことは色々あるぞ！　今までずっと仕事漬づけだったわけだから、その間できなかったゲームや、観みられなかったテレビ番組、読めずにいた本など、色々……！

　…………アレ？

「…………ない、です」

「え？」

　ないのであった。積みゲーも、撮とり溜ためしてたアニメも、未読ラノベも、何一つ。

　だって俺は、悪になる以前は正義の組織ＭＩＮＯＳミノスへ入隊することを目指していた。東大より難しいと言われていた無能力者用ＭＩＮＯＳ入隊試験に受かるため、猛もう勉べん強きようの毎日。

　日常の大半が勉強に費やされ、趣しゆ味みなど一つとしてなかった。

　おしり団に入ってからも仕事のために似たような生活が続き、ここにきてやっと余よ暇かができたというのに、その余暇を過ごす手段が何一つとして思おもい浮うかばぬ。

「…………どうしよう、俺仕事以外にやることが何もない」

　この年ねん齢れいにしてワーカーホリックと化していた俺だった。

「はいはいはーい！　ならば私にジャストアイデアがありますです！」

　団長が元気よく手を挙げた。

「つまり！　正人さんのライフに潤うるおいを与あたえるアメージングな趣味をご紹しよう介かいすればいーのですよ！　趣味とはホビー、すなわちホビーステーションです！」

　団長、そこは素す直なおにホビージャパンで。

「そこで正人さんが修得すべき新たなホビーは……！」

「……街に出てお尻しり観察とか、よいお尻に特とつ攻こうして頬ほおずりするとかなら却きやつ下かですよ？」

「どうしてわかったのですか!?」

　わからいでか。おしり団が結成されて数週間、世界一お尻好きすぎる団長の人となりは理解できすぎている。

　お尻ウォッチとかお尻特とつ攻こうとかは、見た目可愛かわいい女の子である団長がやるからギリギリ犯罪にならない行こう為いであって、俺がやったらガチ犯罪なのである。

「それじゃー、スカディちゃんやミャーさんから、ご意見、ごよーぼーを伺うかがいますです」

「え？　私たちですか？」

　いきなり話を振ふられ、美夜とか戸と惑まどいがちだ。

「左様なのですよ！　今こそ正人さんに優すぐれた意見で、好感度アップ大作戦です！」

「それでは、小官より献けん策さくさせていただきましょう」

　スカディさんが勇ましげに名乗りを上げる。

「体を動かす趣味などはいかがでしょうか？」

　スポーツ尻たるスカディさんらしい発言だった。そんな感想自体、団長に毒されてる俺末期だが、趣味としてのスポーツは至し極ごく真っ当な意見だ。

「小官はフィンランド生まれの母より複数の競技を叩たたき込まれました。テニス、ラクロス、スキー、スケート、水泳、陸上競技、新体操、携けい帯たい電話投げ、等々です」

　……携帯電話投げ？

「小官はＭＴ能力者ですので正規の大会には参加できませんが、それでも他者に最低限のルールや技術を伝授するだけの経験は備えております」

　なるほど、いいかもしれないな。

　スポーツなら暇ひまを潰つぶすと同時に体も鍛きたえられて一石二鳥だし、書類仕事で体も鈍にぶってたから合理的だな。俺も悪の組織に所属している以上、筋トレぐらいはしておかないと。

「それでは、まず腕うで立たて伏ふせ二千回、腹筋五千回、スクワット四千回にダンベルストレッチ七千回。これを一セットとして毎日朝夕に三セットずつ。それからランニングを五十キロ……」

「ちょっと待って!?」

　なんか気づいたら殺人的なトレーニングメニュー勧すすめられてた!?

それもう趣味の段階ぶっちぎってるよね!?　さすがスカディさんは軍人家系出身、オーバーワークが美徳すぎる！

「ス、スカディさん？　出来ることならもう少し軽めの運動がよいのですが……？」

「承知しました、では、このようなものはいかがでしょう？」

　なかば哀あい願がん気味に俺が他の意見を求めると、スカディさんは自身のポケットから、あるものを取り出だして俺に差し出した。

　それは首輪とリール。

「……おさんぽです」

「大却下！　スカディさんその首輪は誰だれにつけるの!?　そのリールは誰に繋つなぐの!?　それは人間に使うものじゃないって前から口を酸すっぱくして言ってるよね!?」

　軍人のサガとして、主人と定めた俺に対して忠犬のごとく仕えてくれるスカディさん。

　しかし最近、忠犬の『忠』の部分を忘れて犬そのものになりきってませんか!?　女の子に首輪つけておさんぽとか高校生の俺にはレベル高すぎますよ！

「お気きに召めしませんか…………」

　心なしかションボリとしながらスカディさんが引き下がった。

「お次はミャーさんですよ！　ここで一発、正人さんのハートをグシャリと掴つかむ良プレゼンをかますのです！」

　俺のハート握にぎり潰してない？

　とにかくも団長に促うながされ、美夜がおずおずと前に出る。

「ええと……ですね？　でも私も、お祖母ばあさまから礼れい儀ぎ作法や家事を教わるばかりで、最近の流行などにはとんと疎うとくて。正人さんに紹介するには古ふる臭くさくて堅かた苦くるしい趣味ばかりなんですけど……」

　美夜は生きつ粋すいの大和やまと撫なで子しこお嬢じよう様さまだからなあ。そんな彼かの女じよが紹介するとしたら、和歌とか、茶さ道どうとか、花鳥風月的なモノと容易に想像がつく。

「……あ、そうだ正人さん。お花見なんてどうでしょうか？」

「花見？」

　やはり和モノ系か？

「アジトのお庭に咲さいてる桜の花がですね、散ったんですよ」

「散ったらダメじゃない？」

「そんなことないですよ正人さん。『葉ざくらや　人に知られぬ　昼あそび』って言いましてね、葉桜見物もなかなか風流なんです」

　そうなのか？

　ちゃんとした意見だったんだな。なのにさっきまでのボケてツッコんでの勢いに任せてしまった。すまない美夜。

　美夜に案内されて、南側の日当たりのいい縁えん側がわに出てみると、たしかに桜の枝に、青々とした葉を繚りよう乱らんに繁しげらせている。満開になった時には既に散り始める花に比べ、生命力の充じゆう溢いつのみを感じさせる、雄お々おしき風ふ情ぜいだった。

「そろそろ梅雨つゆに入りますから、見み頃ごろとしては今が一番ですかね。……はい、お茶です」

「ん、サンキュ」

　美夜の手から湯呑を受け取る。

「それから桜さくら餅もち。去年の桜の葉で巻いてあるんですよ」

「へぇ、美夜は和わ菓が子しまで作れるのか。凄すごいな……」

　食べると、桜の葉の塩味と、餡あんの甘あまみが絶ぜつ妙みようだ。コンビニの菓か子しパンだけで生きてきた俺が、美夜と出会ってからどんどん舌が肥えていってしまう。

「はー…………」

　茶が美う味まい。

「………………近くに座すわってもいいですか？」

「…………いいよー」

　……ずずっ。

　俺と美夜、二人並んで青々とした桜の木を見上げる。

「…………静かですね」

「……そうだなー」

　茶が美味い。

「…………」

「…………はー」

　……ずずっ。

　茶が美味い。

「「「そこまでぇぇぇぇぇぇぇぇッ！」」」

　うわっ、なんだ!?　急に佐藤さん、鈴木さん、田中さんから乱入された。

「ダメだよお前らもう熟年夫婦の風格だよ！　何十年間連つれ添そってんだよ!?　なんでそんな速そつ攻こうで人生たたもうとしてんの!?」

「じゅ、熟年夫婦……!?」

　美夜は今回そこにときめいた。

「これは深刻に受け止めた方がよさそうだな。美夜も含ふくめてなんか趣味でも覚えさせてやらないと、コイツらの人生、光こう陰いんアローのごとく過ぎ去っていくぞ」

「つかさあ、オレは思うんだけど……」

　三人組の中の一人、鈴木さんがボソリ、と一言漏もらした。

「……そういえば参謀って、学校行ってる？」

「「ん？」」

　佐藤さん田中さんが、それに反応する。

「イヤ参謀てさ、たしか高校一年生だろ。にもかかわらず参謀は仕事で部屋にこもりきりで、ちゃんと授業を受けているのか」

　たしかに俺も事実上高校生なのだから、普ふ通つうは学校へ行くべきだ。しかし最近は悪の組織に入団し、その仕事が忙しいという理由で学校をサボりがちになっていた。

　それでも俺はその件に関しては深刻に受け止めてはいない。

　そもそも俺は、ＭＩＮＯＳ入隊試験に挑ちよう戦せんする途上で、必要に迫せまられて高校卒業資格を通信制で取り、ついでに大卒資格も取っている。

　だから今さら学校へ行ったところで特に意味はなく、極論すれば退学になったところで痛くもかゆくもない。

　だったら最初から高校入学しなくていいじゃん、という話にもなるが、まあ、……そこにもやむにやまれぬ事情とかがあったりなかったり。

　当時、母さんのプレッシャーやら姉さんの粘ねん着ちやくやらから逃のがれるには、高校に入っての寮りよう生活しか方法がなかったということだ。

「参謀、学生なんだから余暇が何だと言ってる場合じゃないだろう。仕事がないなら学校行けよ。イヤ、本来は仕事より学校に行くべきなんだが」

「んー、そう言っても、せっかく悪の組織に入ったのに、真ま面じ目めに学校へ行くというのもおかしくないですか？」

「それとこれとは話が別だ。悪の組織だってそれなりに学歴を積んでおけば将来の役に立つんだし、行っておいたほうが絶対いい」

　なんだろう、この件に限って鈴木さんはしつこいな？

「おいおい鈴木さんよ、それは聞き捨てならねえセリフだね？　いい学校出ていい職場に就ついたって、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんの人生送れるわけじゃないってのは、お前自身が証明してるじゃんに……」

　そしたら佐藤さんが助け舟ぶねを出してくれた。その意味深な言葉に、鈴木さんは、うぐっ、と息いき詰づまる。

「ん？　どういうことですかそれ？」

「参謀はまだ知らなかったっけ？　鈴木は元・正義の組織ＭＩＮＯＳの隊員ぞえ？」

「え？」

　えぇーーー!?

　ＭＩＮＯＳって、それは正義の組織。国家権力をバックにもつ俺たち悪の宿敵だ。その隊員と言えば、数多くの試験を乗のり越こえてなれる超ちようエリート。鈴木さんは超エリートだったのか!?

　俺もかつてはＭＩＮＯＳ入隊を目指した身だから何とも言えないが、そんなエリートが何故なぜに今、アウトローの溜まり場ばというべき悪の組織へ!?

「まー、仕方ないんだよ。コイツ最初はＭＩＮＯＳ最エリートの機動部にいたんだけど、色々あってクビになってやんの。そんなヤツが真面目に学校行っとけば将来安心などと、よくぞ申したわドロップアウト君？」

「よし、佐藤くん。ちょっと息の根止まろうか」

「いいだろう。天に覇は王おうは二人と要いらぬ」

　なんか宿命の戦いが始まった。

　しかし、なんかエライ重い情報を得てしまったな。鈴木さんたちは俺の倍近くは生きている大人だし、それ相応に人生経験を積んでいるということなのか。

「断だん己こ相そう殺さい拳けんで死ねやぁぁぁ！」

「新しん血けつ愁しゆうで負けフラグじゃあぁぁぁ！」

　ああいうやりとりを見てると、とてもそうは思えんのだが。

　二人が仲良く臓物抉えぐりあいしているのを、俺と一いつ緒しよに三人組の残る一人、田中さんも生暖かく見守る。

「…………ま、あの二人はどうでもいいとして、参謀的にはどうしたいんだい？　学校行くの？　行かないの？」

「そうですね……」

　そういや、そういう話だったか。

　別に学校行くこと自体は吝やぶさかではない。別に俺は登校拒きよ否ひしてるわけでもないし。登校したら負けと思っている人種でもない。

　他ほかにやることがなくて困ってるぐらいだし、普通の学生らしく学校で青春の一ページを綴つづるのもアリか。

「……行ってくることにします」

「ん、それがいいよー。勉強とか、社会に出ても役に立たないとかよく言われるけどさ、学校で学べるのはそれだけじゃないからねー。でも本当に役立つことに限って、自分から学ぼーとしないと学べないけどねー？」

　ときに大人がウザかった。

「え？　え？　なんですか、今日は正人さんもゴートゥースクールですか!?」

　傍そばで聞いていた団長が異様な食いつきを見せた。

「わーいわーい！　正人さんと一緒に登校です！　学校に行きながらジャンケンポン！　パイルドライバー！　みたいな遊びができるのです！」

「なんですかその遊びは!?」

「グーならグーパンチ、パーならパイルドライバー、チョキなら超ちよう魔ま爆ばく炎えん覇はをかけて最後まで立っていた人が勝ちとゆー遊びです！」

　過か酷こくすぎる遊びだった。

「ご安心ください正人中尉。登下校中は、小官が全力をもって警護いたします。いかなる悪漢、暗殺者が攻せめ込もうと正人中尉に指一本触ふれさせません」

　俺そこまでＶＩＰじゃないですよスカディさん！

「あらあら大変！　それじゃあお弁当もう一つ用意しないといけなきゃですね。どうしましょう、ゴハンが足りなかったら炊たき直さないと。ちょっと待っててくださいね、絶対に間に合わせますから！」

　なんか美夜もノリノリだ。俺の久方ぶりの登校がそこまで一大イベントになってしまうと、ニートが社会復帰した記念みたいで、なんだか心が痛い。

「正人さーん、行きますですよー！」

　既に団長たちが玄げん関かんで靴くつを履はき始めていた。

　やれやれ、仕方ないな。俺は覚かく悟ごを決めて玄関へ向かった。

　あ、その前に制服に着き替がえんと。

「美夜ー？　俺の制服ってどこあるっけー？」

「お部屋に掛かけてありますよー。昨日のうちにアイロン掛けしておきましたから、すぐ着られますからねー」

　やりとりが完全に夫婦であった。

「正人中尉。正人中尉の草鞋わらじを懐ふところで温めておきました」

「スカディさんが変な対たい抗こう意識を!?」

　あと俺別に草鞋で登校しないんですが!?　普通にスニーカーで行きますが!?

「今朝も正人さんはモテモテリングなのです！」

　団長の妙みような一言で、状じよう況きようがまとめられるのであった。
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　こうして俺は、実に数週間ぶりに登校することとなった。

「正人さーん、ここでお別れですねー」

「正人中尉、ご武運を」

　別クラスである団長やスカディさんとは昇しよう降こう口ぐちで別行動となり、俺は一年の自分のクラスへ向かう。

「自分のクラス、か……」

　実感が伴ともなわない。俺は、入学してからおしり団に出会うまでの間をこの学まなび舎やで過ごしてきたが、その期間の記き憶おくが、まったくと言っていいほど抜ぬけ落おちていた。

　印象に残ることが何もなかったからだ。学校にいたころの俺は、その意識すべてがＭＩＮＯＳ入隊試験に向き、真っ当な高校生活を送ろうなどという気は微み塵じんもなかった。

　授業を受ける。クラスメイトと友好を深める。いずれも当時の俺にとって何の価値もなかった。そんな暇があるならＭＩＮＯＳ入隊試験に備えて勉強した方が遥はるかにマシだと決めつけ、クラスにまつわるすべてのことを無視し続けてきた。

　そんな俺は、クラスメイトたちにとってもハレモノめいた存在だっただろう。俺は在学中、クラスメイトに話しかけられた記憶はないし、自分から話しかけた記憶もない。

　そして、おしり団に入ることによって発生した数週間の不登校期間を経へて、今に至る。

　超ちよう気きまずい。自分の教室に入ろうというのにアウェー感がハンパない。

　だがこれも俺みずからが招いた苦境。甘んじて受けようじゃないか。

　俺は覚悟を決めて教室のドアを開けた。

　ガララッ。

　教室内は、まだＨＲ前だからだろう、生徒はまばらで席も半分しか埋うまっていない。その中のさらに半分程度が、教室に入ってきた俺へ視線を向けた。予想通りというか、まるでツチノコかチュパカブラでも見るかのような視線だった。

「うわぁ、やっぱいづれぇ……！」

　ここは早いとこ席について風景に溶とけ込んでしまおう。そう思って自分の席へ向かおうとする矢先…………。

「ん？」

　…………俺の席どこだっけ？

　なんたることか、欠席期間が長すぎて自分の席の場所を忘れてしまうとは！

　不登校中に席せき替がえなんてイベントが発生していたら手の打ちようがない。

　下手に間ま違ちがった席に座って、そこが見知らぬ女子の席だったりしたら訴そ訟しようモノだし、致いたし方かたない。ここは一時の恥はじを忍しのんで一生の恥を回かい避ひしよう。

「ちょっと、ごめん」

　素直にヒトに聞いた。

「えっ？　はい、なに十王くん……!?」

「非常に言いにくいんだけど、俺の席ってどこかな？」

　俺に質問された女子生徒が、無言で一つの席を指さす。

　あそこか。

　俺は「サンキュ」と短く返し、そこへと向かった。「きゃー、十王くんに話しかけられたー♥」とか背中から聞こえてきたけど、なんだ？

　まあいいや。数週間ぶりに我わが席に座す。時の流れを感じるな。かつてここに座っていた俺は正しよう真しん正しよう銘めいただの高校生だった。それが今や悪の組織の参謀だと誰が想像しえよう。少なくとも周囲にいるクラスメイトたちは夢にも思わないだろうが……。

「………………よぉ」

　ん？

　突とつ如じよとして俺の眼前に、妙な男子生徒が立ちはだかった。

　何が妙かと言えばまず外見がぶっ飛んで妙だった。

　何十年前の不良だ？　って感じで。

　室内だというのに何な故ぜかサングラスをかけた不良は、まず頭がリーゼントでテカテカに固められ、前頭部が出っ張っていてまるで宇宙戦せん艦かんだ。着ているのは学ランではあるものの、その裾すそは異様に長く、股また下したあたりまでスッポリ覆おおっている。まるでコート。雨でもないのに何故かゴム長なが靴ぐつを履いて、しかもズボンの裾を長靴の中に突っ込んでいる。

　もう妙を通とおり越して珍ちん妙みようというべき出いで立たちだった。

　なんだコイツ？　こんなのウチのクラスにいたっけ？

　少なくとも俺が不登校になる前にはいなかったはずだ。いくら俺でもこんな珍妙なのがいたら記憶に残ってるはずだもの。

「……オメー、昨日までずっと休んでたヤツだよな？」

　生きた化石不良が不ぶ躾しつけに尋たずねてくる。変態的な意味で充じゆう分ぶんに警けい戒かいすべき相手だが、ここで無視するともっと厄やつ介かいなことになりかねないので、答えるしかないだろう。

「……そうだけど、それがなんだ？」

　しかし生きた化石不良は、俺の疑問に答えることなく、無ぶ遠えん慮りよに俺のことを見つめてきた、値ね踏ぶみするような視線だ。

「……まっ、合格ってしとくＺＥ！　一緒に来いよ」

「えっ？　ちょっ……？」

　不良は俺の手をガシッと握り、グイグイと歩き出した。俺は引っ張られる形で不良に続き、有う無むも言わさず連行される。

「え？　ええ？　なんだ!?」

　突とつ然ぜんの出来事に、居合わせたクラスメイトたちも唖あ然ぜんとしているようだった。俺は不良ともども教室を出て、校舎すら出て、校門からも脱出し、完全に学校からエクソダスしてしまう。

　俺の混乱など全く無視して不良はなおも進み、山を越え谷を越え、万ばん里りの波頭を乗り越えて……。とにかく大いに移動してたどり着いたその先は……。




　……まさに世紀末だった。




「え？」

　ドルルルン、とバイクの排はい気き音おん。それが数十と重唱する。

　廃はい工こう場じようとおぼしき古い建物の狭はざ間まに、改造されたバイクがひしめいていた。それに跨またがる搭とう乗じよう者しやたちは、全員異様な出で立ちに身を包つつんでいる。

　ある者は難解な漢字が刺し繍しゆうされた特攻服、またある者はエンブレム付きの革チョッキ。酷ひどいのになるとモヒカンに棘とげの付いた肩かたパットなんぞを装備していた。
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　そして何より、全員が険悪な目つきをしている。ケンカがしたくてたまらない、誰でもいいから殴なぐりたい。そんな危険な輝かがやきをしている。

　何この世紀末暴走集団？　これから何処どこの修しゆ羅らの国へ渡と航こうですか？　と問いかけたくなるような人々に、俺はただただ度ど肝ぎもを抜かれるのだった。

　一体なんだここは？

「驚おどろいたろ。ここにいるヤツら全員、泣く子も黙だまる最強の悪人なんだＺＥ！」

　俺をここまで連れてきた張本人である生きた化石のような不良は、意外にも人懐っこげな笑え顔がおを浮かべ、言った。

　……俺は傲ごう慢まんだった。

　どこにでもある普通の高校のクラスの一室。そんな中で、アウトローである悪の組織と関かかわり合あいをもつような人間は、俺たちぐらいなものだろうと特別意識をもったのは傲慢だった。

　特別なんてそこらじゅうに転がっているのだ。俺の目の前に拡ひろがっているこの景色のように。

「喜べよ。今日からお前も仲間に入れてやるＺＥ！　悪の組織マッドエンペラーのな！」

　生きた化石不良は、臆おく面めんもなく言った。

　俺おれの余暇は、予想をはるかに上回るイベントでもって消化されるようだった。







第二章　因いん縁ねんのライバル尻じり







　悪の五大組織。

　という概がい念ねんが俺たちの世界にはある。

　人の信念を物理的な力に変へん換かんする異能、ＭＴ能力。そのＭＴ能力を取り締しまるために国が組織した公的機関ＭＩＮＯＳミノス。それは俗ぞくに正義の組織と呼ばれ、先天的なＭＴ能力者たちを管理支配してきた。

　そのＭＩＮＯＳに抵てい抗こうする形で生まれた悪の組織。それらは結成理由、活動目的などから様々に分かれ、現在公こう認にんされているだけでも百近くの組織が確かく認にんされている。

　その中でも特に狂きよう暴ぼう、強大とされる精せい鋭えい組織が五つ。




　シャーウッド。

　アザゼルバンク。

　ＭＴＣメイソン。

　マッドエンペラー。

　黒こく援えん隊たい。




　それら五つは俗に悪の五大組織と呼ばれ、いずれは自分こそが唯ゆい一いつ最強の悪たらんと、自分以外の四つを蹴け落おとす機会を窺うかがっている。

　そのうちの一つ、五大組織においてもっとも義と勇に優れたシャーウッドが、とある新興組織に壊かい滅めつさせられたのはつい最近の話だ。

　まあその犯人が、俺たちおしり団なわけですが。

　悪の世界を支える五つの柱、そのうちの一本が折れたことは、当然ながら今までとれていた均きん衡こうの崩ほう壊かいを意味する。

　崩くずれたパワーバランスの中から、新たに生まれてくるものは何か？

　その回答が、頼たのんでもいないのに向こうから俺の眼前へやってきた。
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「オイ新入り！　オレ様の愛車に油差しとけっつったろ！　クソトレェなオメーはよぉ！」

「オイ新入り！　鉄パイプの数足りてねぇぞ！　オレらに素手喧嘩ステゴロやれってか!?」

「オイ新入り！　肩かた揉もめ！　それからジュース買ってこい十秒以内だ！」

　ハイハイハイハイただいま！

　何故か俺は今、悪の組織マッドエンペラーの皆みな様さまからパシリとしてコキ使われていた。

　マッドエンペラー。

　泣く子も黙る悪の五大組織の一つだ。俺もかつて正義の組織ＭＩＮＯＳへ入ろうとした人間として、敵を知れば百戦なんたらの法則で、悪のことも勉強してきた。

　その範はん囲いで知ること。マッドエンペラーは五大組織における、もっとも凶きよう暴ぼうな組織ということだった。

　かつて俺たちが戦い、今は仲間であるシャーウッドが悪の最強組織だとすれば、マッドエンペラーは悪の最凶組織。

　その歴史は五大組織の中ではもっとも浅く、結成されてから一年に満たない。にもかかわらず五大組織の一角となるまでに台頭できた理由は、その短い活動期間が彼かれらの凶きよう暴ぼう性せいで埋め尽つくされているからだ。

　たった一年という短い期間で、彼らが他組織と起こした抗こう争そうは百を越える。その戦法は無む秩ちつ序じよにして苛か烈れつ。イナゴの群れのごとく襲おそい掛かり、通った後にはぺんぺん草も残らない。その襲しゆう来らいを支えきれず消しよう滅めつした中小組織は九十九にも及およぶと聞く。

　その凶暴さにシャーウッドを始めとした他の五大組織も多大な被ひ害がいを受け、正義の組織ＭＩＮＯＳも、その危険性を熟知しながら容易に取り締まることができない。

　触れる者すべてを噛かみ千切る狂きよう気きの皇こう帝てい。それが悪の組織マッドエンペラーだ。

　そして俺は、そんな恐おそろしいマッドエンペラーでパシリをやらされている。

　なんで？

　俺は今日、学校へ来たはずだった。おしり団での組織再編作業に一段落付けて空いた時間を使って学校に行けばいいと仲間から勧められた。

　それなのに気づいたら俺は、こんな「ヒャッハー！」とか「あべし！」とか言いそうな集団の新入り扱あつかいされてるわけだ。

　学校のＨＲ前に拉ら致ちられた俺が、馬車馬のように酷こく使しされ続けて今はもう夕方。その間、ヤツらの乗るバイクのメンテナンスをさせられたり、鉄パイプや金属バットといった武器の調達をさせられたり、ジュースやパンを買いに行かされたりして、さすがに疲つかれてダウン寸前だ。

「おう、がんばってるみてーだＺＥ！」

　聞き覚えのある声が掛けられた。

　あの生きた化石不良だった。俺をここへ連れてきた張本人。異様に前へ出っ張ったリーゼントは波は動どう砲ほうぐらい撃うてそうだ。

「初めて見たときはヒョロヒョロ細くて使えなさそーだったけど、意外に良く働くじゃねーかだＺＥ！　新入りで残ってるのはお前だけだＺＥ！」

　言われて周囲を見み渡わたしてみると、なるほど先ほどまで俺と一緒に働いていた素人しろうとっぽい人たちが今や全員ダウンしていた。

「ウチは他のヤワな悪とは違ちがうから、弱いヤツはいてもらわなくていーんだＺＥ！　そーいう意味で、お前はまぁ合格だＺＥ！」

　不良は笑顔とともに清せい涼りよう飲料を差し出してくる。その馴なれ馴れしさが鼻についたが、疲れ切きった俺の体は水分補給の誘ゆう惑わくに勝てなかった。

「…………」

　ペットボトルをひったくり、浴びるように飲む。旨うまい。

「……お前は、なんなんだ？」

　水分が体に染しみわたり、やっとこさ口が動くようになって、俺はかねてからの疑問をコイツにぶつけた。

「おお、そーいや自己紹しよう介かいがまだだったＺＥ！」

　リーゼントに長ランという数十年前の不良みたいなヤツ。ソイツがいきなり左手を腰こしに当て、右手を眼前に出してポーズを決める。

「オレ様の名は谷たに岡おか邦くに江え！　悪の組織マッドエンペラーのメンバーだＺＥ！」

　この不良ノリノリである。

　こうして谷岡邦江なる氏名が判明した不良であるが、依い然ぜんとしてコイツが何を考えているのかサッパリわからない。

「オイ、なに黙ってんだＺＥ？」

　物思いにふけっていると、不良＝谷岡に咎とがめられるように言われた。

「え？」

「『え？』じゃねーＺＥ！　ヒトに名乗らせたら自分も名乗るのが礼儀ってもんだＺＥ!?　保育園のせんせーがそー言ってたＺＥ!?」

　めんどくせーなコイツ。しかしこんな敵地のド真ん中みたいな場所で、イザコザを起こすのは賢けん明めいではない。ここは素直に、相手の希望に添うことにしよう。

「……十じゆう王おう正まさ人と」

「そっか！　よろしくだＺＥ正人！　オレ様のことはタピ岡おかって呼んでいいＺＥ！　オレ様の仇あだ名なだＺＥ！」

　何そのとろみの付きそうな仇名？　もしかして苛いじめられてる!?

　なんというか遠えん慮りよのないヤツである。それだけこっちのことを舐なめているのか、それともただバカなだけか。両方という可能性もある。

「ヨシ、お互たがい名乗りを済ませた後は、握あく手しゆで友情を確かめ合うんだＺＥ！」

　マジ面めん倒どうくさい。しかし相手に合わせた方がやはり得策だろう。差し出された右手を握り返す。男のクセに何だか細くて華きや奢しやな手だった。

　互いに手を握り合い、タピ岡とやらは満足げに「ヘヘッ」と笑う。

「ま、これでオメーも今日からマッドエンペラーの一員ってこったＺＥ！　せいぜいがんばるこったＺＥ！　名前が売れたら、幹部入りだって夢じゃねえんだＺＥ！」

　そう言うタピ岡の態度は堂々として影かげがなく、爽さわやかさすら感じられる。

　……コイツは、マッドエンペラーの中ではどれくらいの位置にいるのだろう？　上位か、下位か？　この風格で下位メンバーということはなさそうだが……。

　そんなことを考えていると、さらに外から野太い声が。

「オイコラ、タピ岡ァ！　グズグズしてんじゃねぇー!?　下したっ端ぱがサボりやがるとブチ殺すぞぉー！」

「す、すんません先せん輩ぱいぃー!?」

　下っ端なのかよ!?

　とんだ見けん当とう違ちがいだった。俺をこの組織に引き込んだことから、人材集めを任される、それなりのポストの人物かと思ったのに。

「ま、忙いそがしいのは仕方ないんだＺＥ！　これから戦争やるってんで、ニャンコの手も借りたいくらい慌あわただしいんだＺＥ！」

「戦争？」

　俺はタピ岡と並んで、ばらしたバイクの調整を再開する。しかし本当に何をやってるんだろうね俺は？

「おお！　ウチはいつもどっかと戦争してるんだけどよ！　今度のはちっと大きくなりそうなんだＺＥ！　そこでだＺＥ！　激戦に備えて頭数揃そろえろって総長からお達しが来て、オレ様はお前に目を付けたわけだＺＥ！」

「何な故ぜ俺おれ？」

「だってお前、何日も学校来てなかったＺＥ？　登校拒否なんかするヤツなら不良に違いねえ！　有望だＺＥ！」

　やはり学校は毎日ちゃんと行くべきものなのですね。

　仕事にかまけて学校をサボったことが、こんな結果をもたらすとは。学生の本分を忘れた俺への罰ばつか？

「しかしお前、仲間を集めるにしても、もう少し考えろよ？」

「ん、どゆことだＺＥ？」

「だって、一応ここも悪の組織なんだから、メンバーにするのはＭＴ能力者じゃないとダメだろ」

「ん？　ああたしかにそうだＺＥ」

　オイコラ。

　この不良の迂う闊かつっぷりを責める前に。

　ＭＴ能力とは何か？　それは現社会の人々の一部が先天的にもつ、一種の超ちよう能のう力りよくのようなものだ。人の信念を物理的な力に変え、常識では考えられない様々な現象を引き起こす。

　ＭＴ能力を使える人間をＭＴ能力者と言い、その才能の有無は完全に先天性。つまり、ＭＴ能力が使えるか使えないかは生まれたときに決まっているわけだ。

「……ちなみにさ、正人はＭＴ能力者なんだＺＥ？」

　恐る恐る尋ねてくるリーゼント。俺は無言でスマートフォンを取り出だすと、その中にインストールされているＭＴ値計測アプリを、自分自身に向けて起動させる。

「ん」

　見れ、とばかりにタピ岡に対して突つき出す。

「何コレ？　…………ギャハハハハハハハハ！　なんだコレ、ゼロだＺＥ!?」

「そぉい！」

「ぎゃふッ!?」

　そのリーゼントへ向けて唐から竹たけ割を叩たたき込む。

「お前な、爆ばく笑しようするのはかまわんけど、そんな無能力者をスカウトしてきたお前も責任問われるってことを忘れんなよ？　連れてきた人間が役立たずとか、この世界なら小指詰つめなきゃなんないんじゃないか？」

「なんで？　お前役に立ってんＺＥ？」

　え？

「だってフツーにバイクのメンテはできるし、あっちこっちパシらせてもヘタばらないし。さすがオレ様！　見る目があるＺＥ！　って思ってたんだＺＥ！　それに心配すんな正人！　お前が無能力者でも、オレ様は立派なＭＴ能力者だＺＥ！　オレ様がＭＴ値を上げてゆくゆく幹部になったときは、オメーも取り立ててやんＺＥ！」

「………………」

　自信満々に宣言するタピ岡に向けて、俺はＭＴ測定器を向けた。

　ＭＴ値一二六。

「ザコレベルじゃねーか!?」

　思わずスマホを投げつけそうになった。どんだけ期待外れなんだよこの不良!?

　ちなみにＭＴ能力者の強さは一いつ般ぱん的てきに一〇〇〇が上限。六〇〇以上が高位能力者とされ、一〇〇台とかはマジでザコだ。

「まーまー待て待て。ＭＴ値ってのは成長するもんなんだＺＥ！　今は一〇〇そこそこでも、いずれは『千オーバー越・サウえザンド』になれる可能性だって、なきにしもあらずだＺＥ!?」

　大きく出たなこの不良。

「……それによ、ＭＴ値は小さくても、オレ様にはスゲェＭＴスキルがあるんだＺＥ！」

「へー」

　イヤもう驚くことはないと思う。俺の心はガッカリしすぎた。

　ＭＴスキルというのは、ＭＴ能力者がＭＴエネルギーを原動力として発現させる固有能力のことだ。ある者は筋力を強化、ある者は五感を鋭えい敏びん化、またある者は肉体以外のモノにＭＴエネルギーを通して自由自在に操あやつる。

　ＭＴスキルは各能力者によって千せん差さ万ばん別べつであり、このタピ岡というヤローがたった一二六程度のＭＴ値でどんな能力を編み出したのかわからぬが……。

「よく聞くんだＺＥ！　オレ様のＭＴスキルは、髪かみ形がたを自由に操れるんだＺＥ！」

「想像以上にガッカリだ！」

　つーことは何か？　お前のその砲ほう塔とうみたいなリーゼント頭は整せい髪はつ料りようじゃなくてＭＴエネルギーで固めてるってか!?　超能力の無む駄だ遣づかい過ぎる！

「んなことねえＺＥ！　コレのおかげで整髪料がどれだけ節約できるかわかったもんじゃねえＺＥ！　コレ覚えるまでは毎朝ムース一本使ってたから、一本七百八十八円として、一ヵ月だと土日は除いて二十日×七百八十八で…………いくらだ？」

　知らねえよ!?　あーもー、なんで俺こんなアホに巻き込まれちゃったかな!?　もう帰りたい！

「オイ何やってんだソコ！　堂々とサボってんじゃねえ！」

　俺とアホが不毛な言い争いをしていると、組織の中ちゆう堅けんっぽい人から怒ど鳴なりつけられた。黒い革かわジャンを着て、いかにもヤンキーといった風ふう体ていをしている。

「テメェらよぉ、舐めてんじゃねえゾ？　ウチはマッドエンペラーなんだぜ、そこらのお遊び組織とは違うんだよ。テメェらが使えねえんならな、ブッ殺してサンドバックとして再利用してやろうか、アン？」

「っっしゃーすッ！　っっませっしたァッ！」

　中堅メンバーの剣けん幕まくに、タピ岡は棒立ちになって応答する。その反応の速さは脊せき髄ずい反射の域だ。

　しかしこのガラの悪い先輩は、粘ねん着ちやく質しつなのか、なかなか俺たちを解放してくれない。

「それからなぁ。……テメェ、なんだその能力はぁ？」

「……は、なんスか？」

「髪かみの毛けを操るだぁ？　そりゃシャーウッドの魔ま女じよモリガンみてぇじゃねえかよ！」

　どうやらこの中堅メンバーは、さっきまでの俺たちのやりとりを見ていたらしい。タピ岡の髪の毛を掴つかむと地面に叩き付つける。

「きゃあっ!?」

「おいカス。オレたちゃマッドエンペラーだろ？　それが他の組織のマネすんのか？　それがよりにもよってシャーウッドたぁ舐めすぎだろお前。女なんかが仕切ってる腑ふ抜ぬけ組織をよぉ！」

　もがくタピ岡をその上から、力ずくで頭を地面に押おし付ける。俺たちの足元はアスファルト。そんなものにグリグリ擦すり付けられたらおろし金で擦られる大根おろしのように鼻も目ま蓋ぶたもなくなっちまうぞ。

「ぐえっ、……すいまっ、せっ！」

「テメェはよぉ、自分がマッドエンペラーだって自覚が足りねーみてーだな。だからシャーウッドみてえなハナクソ組織の猿さるマネしちまうんだよ！　このふざけた髪の毛丸まる刈がりにしてやる！」

　そう言って取り出したのはカッターナイフ。しかも錆さびまみれで相当切れ味が落ちていそうだ。

「やっ、やめてっ！　お願いですから！」

「動くんじゃねえよ。頭の皮ごと剃そっちまうぞ」

　このまま放置しておけば、間違いなくタピ岡は頭皮もろとも丸刈りにされてしまうだろう。手加減するだけの知能は、あの中堅メンバーには備わっていなそうだ。

　……クソ、別に放っておけばいいんだろうけど。

「おい、やめろ」

「ああっ？　……えっ、なに!?」

　カッターナイフは、俺の手に移っていた。

　ナイフを奪うばわれた瞬しゆん間かんを気づけなかった中堅メンバーは、標的を俺に替かえて詰つめ寄よる。

「んだテメエ！　先輩に逆らうたぁいい度胸じゃねえか！　マッドエンペラーのルール教えてもらいてぇか!?　オイコラ！」

　周囲が、騒そう然ぜんとしだす。当然だろう、さっきまでパシリとして使われたガキが、中堅メンバーに逆らったのだ。血を見ずには収まらない、誰だれもがそう思っていることだろう。

「吠ほえるなよ」

　チキチキと、ナイフの刃はを仕し舞まい、ポケットに収める。

「そいつはマッドエンペラーの中でも下っ端なんだろ？　下っ端のやることにいちいち目くじら立てるなよ。器の小ささが知れるぞ？」

「……んだと、ざけんじゃねえよ？　オレは聞いてたんだゼ、テメェはＭＴ値ゼロの無能力者だろ？　そんなクズが、マッドエンペラー副総長の戸ど袋ぶくろ様に楯たて突ついていいと思ってんのか!?」

　オイオイ、中堅メンバーだとばっかり思ってたら、これが副総長なのかよ？

「はあああああぁぁぁッ！」

　中堅メンバー改め、実は副総長だったヤンキーから陽炎かげろうのようなものが立ち上る。ＭＴ能力の発動。筋力強化能力か。

「今さら謝あやまっても遅おせぇぞ。オレのＭＴ値は三四二だ！　テメェは下っ端のくせに副総長のオレに逆らった。二つ折りにして他のバカどもへの見せしめにしてやるぜ！」

　力任せに殴りかかってくるヤンキー。

　多少ヤバい。ＭＴ値三〇〇といえば、そろそろ能力者としての振ふる舞まいが超ちよう人じんじみてくる域だ。筋力強化においては何の訓練もしていない人間でもプロレスラー並みの腕わん力りよくを得る。それくらいの数字。

　しかし、だからこそ能力者自身にリスクも出る。ＭＴエネルギーで筋力を強化しても、その力を万ばん全ぜんにコントロールできるとは限らない。

　強力なエンジンをもつ車ほど運転が難しいのと同じ。本来あり得ないパワーを筋肉に付加させれば、ありふれた日常的動作ですら勢いを御ぎよしきれず、失敗してしまう危険を孕はらむ。

　車の運転と同じように、人じん智ちを越こえた能力を使うにもそれ専用の訓練がいるのだ。高位のＭＴ能力者は皆みなそうした訓練を経てＭＴ能力を使いこなすのだが、今俺の目の前にいるヤンキーは見た目通り、勤勉なヤツではないらしい。

「がわふっ!?」

　俺の仕し掛かけた大おお外そと刈がりが綺き麗れいに決まった。湧ゆう出しゆつするＭＴエネルギーに任せただけの荒あら削けずりな筋力強化。両手両足にジェットエンジンを付けたような無む茶ちや力ぢからは、ちょっと力の方向を狂くるわせただけで簡単にバランスを崩す。

　地面に叩き落おとされたヤンキーは、それでも大したダメージは負っていなかった。硬かたいアスファルトへの投なげ技わざなど本来は命に係かかわる危険さだが、ＭＴ能力で強化されたコイツに効果は薄うすい。

　だからこそ追い打ち。

　今度は筋力強化能力におけるもう一つのリスクを突く。それはＭＴ強化の不均等だ。

　超能力とはいえ人間のやること、すべての力をまったく均等に配分するなど事実上不可能だ。それはＭＴエネルギーによる筋力強化も同様で、体の各所によって強化の強いところ、弱いところの不均等が生ずる。それはＭＴ能力において避さけることのできないムラというものだった。

　そういうムラがあることを理解し、筋力強化の強い部分と弱い部分を見み抜ぬくことができれば、無能力者の俺でも能力者にダメージを与あたえることは充分可能。

「ぐわげぶッ!?」

　佐さ藤とうさん直伝のヤクザキックが、倒たおれた副総長ヤンキーの顔面にめり込む。強化のムラによって生じる弱点は、傾けい向こうから元々の人体急所に即そくしている。筋肉の薄い箇か所しよ、大事な血管や神経が集まっている箇所、そういうところはデリケートであるだけに、無理な強化が本能的に避けられているようだ。

　軟なん骨こつで形作られた鼻も、ＭＴエネルギーの強化が薄い場所の一つ。そこ目め掛がけて、ヤクザキックをもう一発！

「ぶふふッ!?」

　情けない悲鳴が再び上がった。副総長ヤンキーの鼻は見事にひしゃげ、鼻血がとめどなく溢あふれ出している。ピクリとも動かなくなったのを見届け、俺は顔面から足をどけた。

　生まれもった異能に振り回まわされ、粋いきがっているだけのバカでしかなかったな。信念が力の源となるＭＴ能力では、こういう手合いが一番自分の力を腐くさらせる。

「俺を倒したかったら、ＭＴ値四〇〇の能力者を連れてこい」

　シンと静まり返る周囲。そりゃあ、ＭＴ値ゼロの無能力者が、三四二の中位能力者を撃げき破はしたんだから、そうなるわな。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　いまだ地面に転がっていたタピ岡を立たせる。幸い救出が早かったために目立ったケガはないようだ。

「……正人、やべぇ、やべぇＺＥ……！」

　タピ岡が涙なみだ声ごえで訴うつたえることは俺にも理解できた。沈ちん黙もくの周囲から、ふつふつと敵意が湧わき上あがる。

　それもそうだろう。下っ端が副総長を倒してしまった。そんなことは組織の秩ちつ序じよを揺ゆるがす大変事だ。

「…………確かにヤバいな」

　この変事を正し、組織の秩序を取とり戻もどすには、反逆者を可か及きゆう的てき速すみやかに処分することが肝かん要ようだ。

　俺たちを取り囲む人数は三十強。デッドエンドの予感プンプンだが……？

「静まれっ……！」

　その時、穏おだやかだが、聞く者の魂たましいを押し潰つぶすかのようなズッシリとした声が響ひびいた。

　誰だ？　正体不明の声に俺は動どう揺ようせざるをえないが、俺を取り囲むマッドエンペラーたちはそれ以上に動揺していた。

　人ひと垣がきがサッと左右に分かれる。まるでモーセが海を割ったかのような道をジャリ、ジャリと足音をたて、異様な人物が現れた。

　侍さむらい？　いやバイクレーサーか？

　そのどちらとも判別しがたい格好だった。全身をすっぽり覆うのは真っ黒なライダースーツであるものの、その端はし々ばしに装着されているのは脛すね当あて、籠こ手て、喉のど輪わといった戦国甲かつ冑ちゆうのパーツたち。

　左手には太た刀ちまでもち、頭全体をすっぽり覆うヘルメットも、バイク乗りが愛用するフルフェイスであるようで、鎧よろい武者の兜かぶとのようなデザインを折せつ衷ちゆうしている。

　そして極めつけとばかりに首下で棚たな引びく、特とく撮さつヒーローみたいなマフラー。

　全身をスーツとヘルメットで覆った、正体不明の人物。

　この侍とライダーの合成体。サムライダーとでもいうべき人物は何者だ？　見てくれの奇き怪かいさはともかく、俺が今倒した副総長とは比べ物にならないほどの覇は気きを発している。

「総長……!?」

「総長だ……！」

「総長がなんで……!?」

　周囲の荒あらくれ者ものたちがザワザワとざわめきだす。

「正人……。マッドエンペラー総長のシヴァだＺＥ……！」

　俺に肩を担かつがれたタピ岡が、今にも泣きだしそうだ。

「鬼き人じんシヴァまで出てくるなんて……。もうオレ様たち終わりだＺＥ。簀す巻まきにされて東とう京きよう湾わんに沈しずめられちゃうＺＥＥＥ……！」

　総長……つまりはマッドエンペラーのトップか。そう紹しよう介かいされて納なつ得とくできるほど、サムライダーは威い圧あつ感かんが溢れ出でている。

　鬼人シヴァなる異形は、ビビる周囲のメンバーを一いつ顧こだにせず、俺が倒した副総長へと歩み寄る。いまだ地面に倒れたままのソイツを、力任せに蹴けり飛とばした。

「!?」

　多分まだ意識を失っていただろう副総長は、それでも「げぶぼらっ!?」とよくわからない悲鳴を上げてアスファルトを転がる。

「……恥はじさらしが」

　シヴァは冷れい酷こくに呟つぶやくと、それ以上は時間の無む駄だとばかりに副総長への興味をなくし、代わりに俺へと視線を向けた。

「……貴様、名は何という？」

「は、はひッ!?」

　俺だってやっぱりビビります。そりゃそうだろう、こんな威圧感たっぷりのサムライダー。これでビビるなと言う方が無理ってもんだ。

「あ、は、十王正人と申します」

「正人か……。あの戸袋は、マッドエンペラーでもそれなりの強さを有していた。ゆえに拙せつ者しやは、アレに副総長の称しよう号ごうを許していた」

　いまだ倒れ伏ふしている副総長を一いち瞥べつする。

「しかし正人、貴様はその戸袋を一いつ騎き打うちにて仕留めた。ＭＴ能力もなしにあれほどの技を魅みせるとは見所のあるヤツ。あのような闘法をどこで覚えた？」

「ただのマグレです！　大たい安あん吉きち日じつが重なっただけです！　サー！」

　何な故ぜか敬語で軍人口調になってしまう俺。元々正義を目指していた人間だけに権けん威いには弱いのだ！

　まあ、それを言えば俺があの戸袋とかいう副総長を倒したのも、正義の組織ＭＩＮＯＳへの入隊を志した際、対ＭＴ能力者の戦せん闘とうを研究した成果だ。無能力者でも正義の組織で充分活躍できると信じていたあの頃ころ。

「フン、なんにせよ強い男は好ましい。拙者にとってもマッドエンペラーにとってもな。戸袋を倒した以上、今日から貴様がマッドエンペラーの副総長だ。その栄えい誉よに相応ふさわしい振ふる舞いを心こころ掛がけよ」

「え？　ちょっと!?」

　なんかいきなり副総長に任命されちゃいましたよ!?

「貴様らもだ！　よく聞け！」

　シヴァは俺との会話を一方的に打ち切り、そこに居合わせた全員へ檄げきを飛ばす。

「我らマッドエンペラーは中ちゆう途と半はん端ぱな悪ではない！　シャーウッドのように調和だ義理だとぬかす腑抜けではない！　悪は力だ！　強さだ！　だからこそ力なき者に幹部の資格はない。力ある者によってその座を追われるのだ！　……それは拙者とて例外ではない。我こそはと思う者はいつでもかかってくるがいい。拙者を倒すことができた者が、明日からマッドエンペラー総長だ！」

　シヴァの主張は、いかにも悪の定理だった。

　言い終わるが早いか、数人の荒くれ者たちが人垣から飛び出し、躊ちゆう躇ちよもなくシヴァへと襲いかかった。何コノ決断の速さ？

　しかしソイツらが振り下おろす鉄パイプや角材は、シヴァに届くことはなかった。異形のサムライダーは軽々とそれらをかわすと、手にした太刀を鞘さやぐるみのまま、荒くれ者たちの頸けい椎ついやみぞおちに叩き込む。

「おげっ!?」

「ぐぶっ!?」

「ほげらっ!?」

　彼らの総長昇しよう進しんの夢は、すぐさま頓とん挫ざすることになった。

「拙者の地位は、まだまだ安あん泰たいらしい」

　言葉とは裏腹に、どこか残念そうな感情が、口調から読み取れた。

　荒くれ者たちを倒した流りゆう麗れいな動き。体系化された格かく闘とう技ぎ……イヤ武術か？　とにかく何かしらの手て練だれであることは一目見てわかった。

　シャーウッドやＭＩＮＯＳの他にも、ＭＴ能力の強きよう豪ごうはまだまだいるということか。

「よいか貴様らッ！」

　シヴァが再び、マッドエンペラーのメンバー全員に対し吠える。

「何度でも言う！　我らマッドエンペラーは正しよう真しん正しよう銘めいの悪だ！　それ以外は紛まがい物ものの悪にすぎぬ！　紛い物は、我らマッドエンペラーの名の下もとに、すべて潰してくれる！　本物の悪が我らのみであることを天地に知らしめてやろう！」

　シヴァの声は、大きく鋭するどい。男性にしてはやや高く、ボーイソプラノを連想させる声こわ音ねだったが、それが逆に若々しいカリスマを伴ともない、荒くれ者たちを惹ひきつける。

「我々は、その信条の下にこれまで九十九の組織を潰してきた！　そしてこれより記念すべき百回目の狩かりに出かける。その獲え物ものは皆も知っていよう。五大組織だなどと娑しや婆ばで語られ、身みの程ほど知しらずなことに我らマッドエンペラーと同列扱いされている腑抜け組織、シャーウッドだ！」

「ええっ!?」

　突とつ如じよ耳にする聞き覚えのある名に、俺は驚おどろきを隠かくせない。

「ヤツらは、悪にありながら義理だの自由だの綺き麗れい事ごとを抜ぬかす。我ら悪の真価は、ただ斬り合いにこそのみあるというに。かような腑抜けが、我らと同列に置かれることを許容できるか貴様ら!?」

「できるかぁー！」「くたばれシャーウッド！」「モリガンなんかブッ殺しちまえーッ！」

　シヴァの檄に、荒くれ者たちも呼応する。

「……しかし、残念なことに最近、そのシャーウッドが潰れたという。本来なら我らこそがシャーウッドの首を落とすに相応しかったのだが……。今こ宵よい我らの標的は、我らの愉ゆ悦えつを横から掠かすめ取った者たちだ。我らに断りなくシャーウッドを潰した者たちに、我らを無視した報むくいをくれてやろうではないか！」

　え？　それって……？

　俺おれは、改めて今日自分がここでやらされてきたことを思い返してみる。バイクの整備、武器の調達。それらはつまり抗争の準備。

　そしてシヴァは、かつて悪の最強組織だったシャーウッドを一方的にライバル視し、そのシャーウッドが壊滅したことで行き場を失った破は壊かい衝しよう動どうを、シャーウッドを壊滅させた新興組織へ向けようとしている。

「その組織って、つまり……！」

　俺たちおしり団のことじゃないか？

「そやつらが、シャーウッドの代わりに我らを楽しませてくれる強豪ならよし。否いなというなら、我らの楽しみを奪った罪を償つぐなってもらおうではないか。ヤツらの血と悲鳴でな！」
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　なんてこった、俺は自分の組織を窮きゆう地ちに陥おとしいれる手伝いをしていたってことか。

　悪の組織同士が抗争を起こすのは日にち常じよう茶さ飯はん事じ。正義の場合、志が同じなら手を取り合うこともあろうが、悪が協調することなど絶対にない。

　俺たちおしり団だって、戦って撃破することでシャーウッドを自勢力に組み込んだのに、自分たちが襲われる立場になることを想定しなかったとは、不覚だ。

　ともかくも今は、過去を反省するより未来への対策を立てるべきだ。俺は戦争準備でゴタゴタするマッドエンペラーどもの目を盗ぬすみ、スマホの発信ボタンをタップした。

　とぅるるるるる。

　とぅ～るるるるるる。

『はいもしもし、悪の組織おしり団でございます』

　電話口での対応の仕方を考えた方がいいな。

「その声は美み夜や？　俺だよ、俺。俺俺。……詐さ欺ぎじゃないよ？」

『正人さんですか!?　一体どちらにいらっしゃるんです!?』

　俺が電話を掛かけたのは、おしり団のアジト。その目的は当然マッドエンペラーの襲来を伝えるためだ。

　しかし通話相手の美夜は、何故か電話口に動揺の色がありありと見えて、そして同時に、俺が電話を掛けてきたという事実に安心してもいるようだった。

『みんな大おお騒さわぎしてるんですよ……！　団長さんたちから聞いて、正人さんが学校から突とつ然ぜんいなくなっちゃって。皆、アジトに集まって話し合いをしていたところなんです。この前のホーア・エゲスさんのこともありますし、またＭＩＮＯＳがよからぬことを始めたかと……！』

　そうか。そういえば俺、タピ岡に拉致同然に連れて行かれたから、団長たちに行先を告げる暇ひまさえなかったよな。美夜たちに要いらぬ心配をかけてしまった。

「……それはさておき、美夜に聞きたいことがあるんだけども」

『はい？』

「マッドエンペラーについて何か知ってる？」

『――なんですって？』

　ゾワリ。なんか一いつ瞬しゆんで美夜の放つ気配が変わった。電話越ごしでも余よ裕ゆうでわかる。美夜がかつて魔女モリガンと呼ばれていたころの妖よう気き。美夜は気を付けないと、時々とても怖こわいんだ！

「……いや、あのね？」

　俺は大いにビビりつつ、我わが身に降りかかった数すう奇きな出来事を説明していった。最大の重要事じ項こう、マッドエンペラーがそちらに向けて侵しん攻こう準備をしているということも。

「……というわけで、俺はもうしばらく潜せん入にゆうして動向を窺うかがうつもりだ。この状じよう況きようを利用しない手はないからな。そっちも迎げい撃げき準備を進めてくれ。大丈夫、佐藤さんたちに任せておけば何の問題もないから」

『そんなことになっていたんですか……。正人さん、あまり無茶はなさらないでくださいね。正人さんの素す性じようが知れたらどんな目に遭あわされるか……。マッドエンペラーなんて狂きよう犬けん病びようにかかった野犬集団みたいなものなんですから』

「お、おう……」

　魔女モードならいざ知らず。美夜が素でヒトの悪口を言うのは珍めずらしいな。そういえばさっきのシヴァも、その語り口からシャーウッドのことをやたら目の敵かたきにしていたのが窺えたし。

　シャーウッドとマッドエンペラー。この二組織の間に、どんな因いん縁ねんがあるというのか。そのことを聞いてみようとした矢先……。

「おお正人！　こんなところにいたんだＺＥ！」

　にゅるり、と砲塔みたいなリーゼント頭が俺の眼前に生えてきた。

　タピ岡!?　一体何しにきやがったコイツ!?

「お前のこと捜さがしてたんだＺＥ！　もうお前マッドエンペラーの副総長なんだからよ。こんなところでサボってないで、……ん？　電話してたのかだＺＥ？」

　マズイ、どこにかけてたか知られたら即そつ刻こくＧＡＭＥ　ＯＶＥＲだ！　何か、いい誤ご魔ま化かしの手段はないか!?

「…………フッ、愛する女の声を聞いていたのさ」

「えぇッ!?」

『えぇぇーーーーッッッ!?』

　何故か電話口からも素すっ頓とん狂きような声がした。

「いいかタピ岡よ。俺たちはこれから他組織との抗こう争そうに出るんだ。激しい戦いになるし、万が一にも帰ってこられない可能性もある。そうなったとき悔くいが残らないよう、愛する女へ想おもいを伝えておくべきではないのか？」

「うおぉー！　なるほどだＺＥぇー！　正人かっけぇ！　マジかっけぇＺＥ！」

　だんだんコイツの扱あつかい方かたがわかってきた。適当にカッコつけておけば、コイツは満足してくれるのだ。これで電話のことは誤魔化せたと思うのだが……。

『まっ、ままま、正人さん！　そんなこととは露つゆ知らず、アナタのお気持ちを察せぬ至らぬ女でごめんなさい！　でも待って、まだ心の準備が！　……え!?　なんです団長さん!?　……そ、そうですねパンツ！　パンツを穿はき替かえないと！』

　なんか電話の向こうが騒さわがしいが、今はタピ岡を誤魔化すことが最優先だ。

「さすがは副総長は言うことは違ちがうＺＥー。オレ様も早く偉えらくなって、違いのわかることを言ってみたいＺＥー」

　タピ岡の、どこか方向性のズレた発言だった。

「……でもお前、なんというか、これでいいと思ってんの？」

「へ？　何がだＺＥ？」

「イヤだって、俺が副総長だぜ？　今日入ったばっかの、しかもＭＴ能力のない俺が副総長なんて、普ふ通つうは納得しないだろう。お前らだって、ずっと前からマッドエンペラーで上を目指してたんだろうに……」

「あ、そういうことなら問題ナッシンだＺＥ！」

　タピ岡があっけらかんと言った。

「前の副総長の戸袋って人、偉いからって皆に威い張ばり散らして、実を言うと人気なかったんだＺＥ！　ソイツを蹴け落おとしてくれて、嬉うれしいヤツがけっこー多いんだＺＥ！」

「え？　そうなの？」

「それにオレ様なんかお前に助けられたから、妬ねたむなんてするわけないＺＥ！　あんときゃ、ありがとよ正人！　お前チョー強つえぇんだＺＥ！　無能力者だからってバカにして悪かったＺＥ！　お前みてーなヤツと友だちになれてオレ様鼻高々だＺＥ！」

　タピ岡の屈くつ託たくのない笑え顔がおは、今言ったことに裏の意味がないことの何よりの証しよう拠こだった。

「……」

　だが俺は、この手の屈託のなさに応こたえる言葉をもたなかった。それは多分、俺にその資格がないからだ。

「そんなことより何か用があるんじゃないのか？　それで俺を捜してたんだろう？」

「そうそうそうなんだＺＥ！　総長から伝言でよ、そろそろ敵のアジトに進軍するから顔出せってＺＥ！」

「それ先に言わないかな!?」

　あのお侍さま遅ち刻こくとかマジ許してくれなそうなんだけど!?　俺は駄だ弁べってた分全速力でシヴァの下へ駆かけつけねばならなかった。

　ちなみに俺のスマホは、まだ美夜との会話を繋つないでいた。

『……えっと、勝負パンツを穿いて、これで支し度たくは整いました！　正人さん、不ふ束つつか者ものですがどうぞよろしくお願いします！』

「あ、ゴメン美夜、立て込んできたから切るね？」

　ピッ。

　ツー、ツー。
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「……なんか美夜怒おこってる!?」

　マッドエンペラーの集会場を出発して一時間弱。俺はマッドエンペラーの陣じん営えいからおしり団の仲間たちと再会することになった。

　おしり団の仲間たちは、俺の密告によって迎撃態勢を整え、予想される侵攻経路にてマッドエンペラーと睨にらみ合あう状態になっていた。

　場所は、古い市道。既すでに時刻は深夜に入り、通行人も車も皆かい無む。住宅地からも離はなれているため、カタギさんへ迷めい惑わくかけることなく悪の二組織は睨み合うことができた。

「正人とか言ったな。見ろ、あれがシャーウッドどもだ」

　副総長、という肩かた書がきによってシヴァの隣となりにいることを義務付けられた俺は、その位置から本当の仲間たちの布ふ陣じんを見る。

　おしり団とは言っても、その母体は以前に吸収したシャーウッドそのものだ。今マッドエンペラーに対して臨戦態勢を取っている精せい鋭えいも、かつて俺が大いにビビったシャーウッドの鎧よろい騎き士しだったりする。

「どこぞの組織に潰されたと聞いたが。その組織の傘さん下かに入り、尖せん兵ぺいとされているか。まるで飼い慣らされたオオカミだな。かつての最強組織もこうなると哀あわれなものだ」

　と鬼人シヴァは嘲あざけるように言った。

　現在マッドエンペラーvsおしり団の両陣営は、開戦前の睨み合い状態。かろうじての均きん衡こうを保っているが、何か小さなきっかけでもあればすぐさま戦せん端たんは開かれ、血で血を洗う戦いが始まるだろう。

　まさに嵐あらしの前の静けさ。しかしそれよりも俺の注意を引いたのは……。

「……美夜やっぱ怒ってる？」

　おしり団側の布陣、最前線に立つ美夜の姿は、俺の位置からも遠目で確かく認にんすることができた。

　美夜は元シャーウッドのリーダーにして、現おしり団においてもスカディさんに並ぶトップランクの実力者。だから前線に出張っていたとしても何の不思議もないのだが、一つ、俺の不安を誘さそう気がかりな点が、彼かの女じよの表面にあった。

　美夜は、黒ドレスを着ていた。

　彼女が魔女モリガンとして戦うとき必ず着用していた、ゴスロリ風の黒装束だ。それはＭＴ能力の見地から優すぐれた機能をもつ戦闘装束。だから一戦交えるこの状況で、あのドレスを着るのは戦術的に当然と思えるが、今となってはそうでもない。

　あの黒ドレスは、もう美夜には必要ないものなんだ。実用面でも心理面でも、もう美夜はあのドレスに袖そでを通す意義なんて微み塵じんもない。

　なのに何故美夜は、今さらあの黒ドレスを着ているんだ？

　とぅるるるる。

　とぅるるるる。

　俺の懐ふところでスマホが鳴った。

「……はいもしもし？」

『もしもし佐藤です。金返せやオラ』

　佐藤さんが消費者金きん融ゆうの取り立て屋を装よそおって電話をかけてきてくださった。俺は気づかれぬようシヴァやタピ岡と距きよ離りを取る。

『参さん謀ぼう、美夜から話は聞いたよ。敵陣営にいるお前の姿もこっちで確認済み。……つか何やってんの参謀？　スパイ大作戦なの？　ダブルオーセブンなの？　ヒマを持て余してるとか言いながらなんでそんなに勤勉なのっ？』

「イヤ、これも数奇な運命の巡めぐり合わせと言う他なく……。とにかく、俺の要よう請せい通りに迎撃態勢を整えてくださってありがとうございます。これで、奇き襲しゆうを受けるっていう最悪の開戦状況はなくなりましたね」

『まあ、マッドエンペラーのヤツらが攻せめ込んでくるのはある意味日常茶飯事だがな。参謀も、余計な欲出ださないで適当なところで抜け出してこいよ。今お前の周りにいるヤツらは狂犬病付きの野犬集団みたいなもんだからな？』

　美夜と同じことを言ってる。このシャーウッドの人たちに共通するマッドエンペラーへの悪感情はなんなのだろう？　何か根深いものを感じる。

「あの佐藤さん。一つ聞いていいですか？　なんで美夜、黒ドレス着てるんです？」

『ん？　ああ……』

　先ほどの疑問を思い切って尋たずねてみると、電話口の向こうで気まずい沈黙が流れた。

『あれはまあ、美夜なりのケジメみたいなもんだな』

「ケジメ？」

『参謀はさ、マッドエンペラーについてどれくらい知ってる？』

「……五大組織でもっとも凶きよう暴ぼうなチーム。他の組織に対して片かたっ端ぱしから抗争を吹ふっかけてるんでしょ？」

『世間の認にん識しきじゃそれくらいだな。アイツらはな、なんかケンカ＝自分の価値って思っててな。ＭＴ能力は戦いの力。だから戦えば戦うほど、ＭＴ能力者である自分らの存在も輝かがやくと思ってるらしい』

　それでマッドエンペラーは、誰だれ彼かれ構わずケンカを仕掛けてるっていうのか。

『そんなアイツらにとって、オレたちシャーウッドは目め障ざわりな上にイケ好かねえ相手だったらしい。オレたちは、ＭＴ能力者の自由を守るってお題目で結成されただろ？　正義に付け入る隙すきを見せないために、悪同士の抗争にも積極的に介かい入にゆうして、事を収めてきた。そういうのを繰くり返かえすうちに悪のまとめ役みたいなポジションになっちまってな』

　佐藤さんによれば、そうしたシャーウッドの姿勢が、ケンカ上等のマッドエンペラーには大層癇かんに障さわったのだという。

　悪の最強組織として武名を鳴らし、他組織からすら頼たよりにされるシャーウッド。それと同様武力で覇はを唱え、なおかつ自分以外のすべてを敵とみなすマッドエンペラーの二組織は、相あい性しようから言って不ふ倶ぐ戴たい天てんとなるしかなかった。

『ヤツらとは何度もやりあったな。初代リーダーのロビンなんかウンザリしてたけど、そのロビンが逮たい捕ほされてからの攻こう勢せいが一番激しかった。アタマを失った混乱に乗じて、一気に攻め落おとしちまおうってな。それを防ぐために、二代目リーダーになった美夜はホントに頑がん張ばってくれた』

　シャーウッドの二代目リーダー・モリガン。それが初めて出会った時に美夜が名乗っていた名だ。態度や性格も今とはまるきり違っていて、今にして思えば、彼女は相当無理をしていた。

『自然、二代目リーダーの美夜と、あっちのリーダーである鬼人シヴァは数えきれないほど戦い合った。お互たがいの組織の存続を懸かけてな。度たび重かさなる戦いは語り草になり、いつしかシャーウッドの魔ま女じよモリガンとマッドエンペラーの鬼人シヴァはライバル関係、みたいな認識になっちまった』

　美夜が魔女になったのは、存続の危機に立たされたシャーウッドを守るためだ。

　そのシャーウッドも今はなく、美夜がシャーウッドに入るきっかけとなった家族とのわだかまりも先日解消された。

　その美夜が、いまだ魔女モリガンであることに拘こだわりをもつとしたら……。

「……美夜は、シヴァとの決着をつけようとしてるんですね」

『だな、それが美夜にとって、モリガンを卒業するための最後の儀ぎ式しきなんだ。スカディちゃんもそれを納得して下がってくれてる』

　それで前線にスカディさんの姿が見えないのか。本当なら美夜と並んでおしり団のツートップなのに。

「オイ正人！　そんなところで何してんだＺＥ!?」

　タピ岡が、緊きん迫ぱくした空気もわきまえずに大声で呼ばわる。

「総長が出るＺＥ！　一いつ緒しよに応おう援えんするんだＺＥ！」

　ザッ。

　ライダーブーツが、アスファルトを削けずる。殺気溢れるマッドエンペラーの戦せん陣じんから、一人抜き出るサムライダー。

「……貴様ら、手出しするなよ」

　振り向むかぬままにシヴァが言った。その語気は、その部下の動きを制止するに充じゆう分ぶんな威い厳げんがあった。

　既におしり団側の最前線に出ている美夜と、相打つ形となる。

　魔女モリガンと鬼人シヴァ。

　長きにわたる悪の抗争を彩いろどったライバル二人が、今日もまた激げき突とつする。

「―――――」

　鬼人が動いた。シヴァは帯びた太刀を鞘から抜き、弓ゆん手でにもった柄えに馬め手てをも添そえる。

　構えは上段。美夜へと狙ねらい定めた切っ先が、裂れつ帛ぱくの気合いとともに振り下ろされる。

「――――ッッ！」

　音無くして空気が震ふるえた。シヴァは剣けんを振るときに掛け声ごえを一いつ切さい発しなかった。なのに震える空気は、この場に居合わせた全員の頬ほおをしたたかに叩たたく。この震えは、シヴァの剣気によって起こされたものなのか。

「……くッ！」

　黒ドレスを着た美夜は、バックステップで敵の攻こう撃げきをかわすと、すぐさま黒くろ髪かみをムチのようにしならせ、シヴァ目掛けて叩き付つける。

　美夜のＭＴスキル『鴉羽衣バイブ・カハ』だ。ＭＴエネルギーによって強化された黒髪は、鋼を越える強度で、美夜の意志で自在に動く。

　それを数千本も束ねた黒髪のムチは、それこそ鉄骨すら両断する破は壊かい力りよくをもつが……。

　ザン、と。
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　すれ違いざまに斬きり落とされたのは、美夜の黒髪鞭むちの方だった。シヴァの太刀によって両断された黒髪はＭＴエネルギーの供給を失い、黒い粉雪となって虚こ空くうに散る。

　……そんなバカな、美夜の『鴉羽衣バイブ・カハ』が破られるなんて。

　人間の毛もう髪はつというのは、常識で考えられる以上の強度をもつ。たった一本で百グラムの物質を釣つり上げ、束ねれば巨象だって持ち上げることができるという。

　ただでさえ丈じよう夫ぶな髪かみの毛けをＭＴエネルギーで強化するがゆえに、美夜の『鴉羽衣バイブ・カハ』は恐おそろしい。そんな美夜の髪をシヴァは一刀に斬り裂さいた。一体どういうことなんだ!?

「アレが、総長のＭＴスキル『鬼人十具マハー・カーラ』だＺＥ！」

　俺の隣にいるタピ岡が興奮気味に説明する。

「……『鬼人十具マハー・カーラ』？」

「そうだＺＥ！　普通のＭＴスキルは能力者のカラダを強化するけど、総長の『鬼人十具マハー・カーラ』は、総長のもつ武器を強化するんだＺＥ！」

　武器を？　つまり現在の状況で言えば、シヴァはあの手にもっている太刀を強化しているということか？

　そもそも武器というのは、使用者である人間の攻こう撃げき力りよくを底上げするために作り出されたものだ。

　人体より硬く、人体より重く、人体より切れ味鋭く。それら凶きよう悪あくな特とく徴ちようを手にもつことで、人間は素す手でで砕くだけないものを砕き、素手で斬り裂けないものを斬り裂いてきた。

　ただでさえ凶悪な武器の力を、ＭＴエネルギーでさらに凶悪にする。それが鬼人シヴァのＭＴスキルということか。

「総長のＭＴ値は八四〇、魔女モリガンと同数だＺＥ！　チョー凄すげぇんだＺＥ！」

　まさに攻撃特化を突つき詰つめたスキル。防ぼう御ぎよに優れた美夜の『鴉羽衣バイブ・カハ』に対して、シヴァの『鬼人十具マハー・カーラ』は攻撃だけを重視し、他ほかは眼中にない。

　最強の盾たてと矛ほこ。それこそが魔女モリガンと鬼人シヴァのライバル関係を、もっとも適当に表現するものだった。

　最初の激突を済ませた魔女と鬼人が、再び静かな睨み合いに入る。

「……………………安あん堵どした」

　うっそりとした声でシヴァが呟いた。

「……貴様らが、名も知らぬ新興組織によって滅ほろぼされたと聞き、当初は随ずい分ぶんと落らく胆たんした。長い間つけることのできなかった決着を、つけられぬまま終わるのか、とな。しかしこうして健勝なる貴様とまみえしこと、嬉しく思う。武器たる髪の毛が短くなったようだが、その強さに遜そん色しよくはないな」

「…………」

　美夜は沈黙したままだ。シヴァの語りに応えることなく、黙だまって睨みつけるのみだ。

「魔女モリガン。貴様は、拙者がこれまで刃やいばを交えてきた者の中でもっとも強い能力者だ。拙者は、この世でもっとも強き男、天下無む双そうの武人を目指す。それゆえに強き貴様を破ることは、我が武を完成させるために必要なものとなる。……者ども！」

「「「「「しゃあっ！」」」」」

　シヴァの呼びかけに応じ、マッドエンペラーのメンバー数人が、決けつ闘とう場じようへ向けて何かを投げ込む。

　それは武器だった。槍やりや槌つち、鎖くさり鎌がまに鉤かぎ爪づめ。それから、俺には名前もわからない異国風の武器など、様々なものがシヴァの周囲に突き立たてられる。

「手にする物すべて名刀、神器と化す。それが我がＭＴスキル『鬼人十具マハー・カーラ』。その真しん髄ずいを存分に味わうがいい魔女モリガン。我が武勇の彩りとなるその前に、死力を尽つくして拙者を愉たのしませろ」

　悪の世界を代表するシャーウッドとマッドエンペラー。それらを牛ぎゆう耳じってきた二人のライバル関係が、ここに結実を迎むかえようとしていた。

　でも、俺から見ればそんなものはバカらしいとしか思えなかった。

「……愉しませろ、と仰おつしやいましたね」

　今までだんまりを決め込んでいた美夜が、ついに口を開く。

「……ですが、それは無理な相談です」

「なんだと？」

　シヴァと、そしてマッドエンペラー陣営に俄にわかに戸と惑まどいが広がる。

「鬼人シヴァ。アナタと私は、随分と長い間戦ってきました。私たち二人を指して宿命のライバルと呼ばれたこともある。アナタはそれを愉しい、と思っていたようですが、もはや私は、アナタを愉しませることはできません。…………何故なら私はもう、アナタと同じ目線には立てないのですから」

　そうだ、さっき俺も言った通り、もはや美夜とアイツがライバル関係などと言うのはバカバカしいものでしかない。

　何故なら美夜は、もう以前の彼女とは別物になってしまったからだ。鬼人シヴァと互ご角かくに戦う魔女モリガンは、もうこの世のどこにも存在しない。

「…………な、なんだ？」

　シヴァがそんな狼狽うろたえた声を出したのは、美夜の体から白い光が放たれたからだ。黒ドレスの隙すき間まから漏もれ出る白光が、美夜を包つつみ込む。

　やがて、美夜の体から黒は消え去り、代わりに処女雪のような白が彼女を包み込んだ。

　和風の花はな嫁よめ衣い装しようを思わせる。純白の花嫁衣装。




「――――ＭＴアームズ『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』」




「……ば、バカな!?」

　鬼人シヴァを始め、マッドエンペラーの全員が美夜の着る白装束に目を奪うばわれた。

　ＭＴ能力者の強さは、一いつ般ぱん的てきにＭＴ値一〇〇〇が上限とされる。しかし例外がいる。ＭＴ値一〇〇〇以上の、驚きよう異い的てき能力値を誇ほこる超ちよう越えつ能力者。

　そんな世界に数えるほどしかいない超ちよう人じんの中の超人。彼女らは、自分たちの叩き出す膨ぼう大だいなＭＴ値から、畏い怖ふと驚きよう嘆たんを込めてこう呼ばれるのだ。

『千オーバー越・サウえザンド』と。

　そして『千オーバー越・サウえザンド』だけが発揮できるＭＴスキルを越えた高位ＭＴ能力、それがＭＴアームズなのだ。

「……私の今のＭＴ値は五二九〇。かつてとは比べものになりません。アナタは、私と互角の勝負をすることによって愉しみを得ていた。だからもうアナタは愉しむことはできません。今の私は、アナタを一方的にねじ伏ふせるだけなのですから」

「――――ッ！」

　再び、鬼き人じんシヴァの裂帛の気合いが唸うなる。シヴァは疾しつ風ぷうの速さで美夜との間合いを詰つめ、その肩かた口ぐち目め掛がけて真っ下しに太た刀ちを叩き付ける。

　美夜はそれを避よけようともしなかった。

　シヴァのもつ太刀は多分真しん剣けん。しかもＭＴスキルで切れ味を格段に強化されている。肩かたに触ふれれば、そのまま鎖さ骨こつを切断し、肺を輪切りにし、肋ろつ骨こつを次々断たち割わって、総身を真っ二つにしてしまうだろう。

　しかし、そうはならなかった。シヴァの鋭い太刀は、いかにも柔やわらげな美夜の白装束を斬り裂くこともできず、生き地じの上で止まっていた。

「ＭＴアームズ『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』の特性は、あらゆる力を吸収すること。ＭＴエネルギーも、運動エネルギーも、すべて。どんな名刀であっても、力を加えることなくモノを切断することはできません。アナタの剣では、私を断つことはできない」

「くっ!?」

　シヴァは一足飛びに後退すると、先ほど部下に投げ入れさせた槍を掴つかみとる。

「――セイッ！」

　恐らくアレもＭＴエネルギーをこめたものだろう。突き出した槍の穂ほ先さきは見事に美夜の胸に命中するが、それだけだった。刺さし貫つらぬくことなどできない。白しら鷺さぎの名をもつ白い衣ころもが、すべてを吸収し、止めてしまうから。

「……ぬ、ぬあああああぁぁぁぁぁぁッッ!?」

　シヴァは、投げ入れられた武器を片っ端から拾い、拾った傍そばから美夜へと叩き付けた。槌、鎖鎌、鉤爪、手て斧おの、月げつ牙が、ブーメラン、チャクラム、カタール。……俺思ったより武器の名前言えるな？

　しかし武器の名前に大した意味はなかった。何故なら、どれ一つとして美夜に通じないからだ。

　すべては美夜の体に触れた途と端たんエネルギーを吸収され、地面に落ちる。美夜の鉄てつ壁ぺきを崩くずすことは不可能だった。

　かつて黒いＭＴスキル『鴉羽衣バイブ・カハ』によって最高防御を誇った美夜。しかし今は白いＭＴアームズ『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』によって絶対防御を実現させている。

「かつて互角だったアナタをここまで一方的にいたぶることになるなんて、あまりいい気分ではありません。でも手加減はしません。アナタたちは、私の大切なシャーウッドを何度も脅おびやかしてきた。そして今、私の新しい場所をも脅かすなら、私はアナタを徹てつ底てい的てきに叩きのめします。二度と愚おろかな行こう為いができないように」

　美夜のまとう白装束『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』。その両りよう袖そでが、白鳥を思わせる翼つばさへと変わる。翼は目も眩くらむような白光を放っている。それは美夜が今まで吸収し続けた鬼人シヴァのＭＴエネルギーだ。

「――――ＭＴアームズ『白しら鶴づる報ほう恩おん』！」

　吸収したエネルギーを攻撃用に転じ返す。それが美夜の攻撃用ＭＴアームズ『白しら鶴づる報ほう恩おん』。

　敵の攻撃によって敵が滅ぶという、まさしく因果応報の技わざ。

　鬼人シヴァは、迫せまる白光を避けることも防ぐこともできず、まともに浴びて吹き飛とばされた。

「がああぁぁぁぁぁぁッッ!?」

　勢いに耐たえきれず、地面を転がるサムライダー。幾いく度どもアスファルトに叩き付けられ、相手から十メートル以上も離れた場所まで吹っ飛ばされ、そして鬼人はもう起き上がることはできなかった。

「……え？」

「あ？」

「ウソだろ……？」

　あまりに一方的な総長の敗北を目まの当あたりにして、マッドエンペラーの荒あらくれ者ものたちも表情を凍こおらせる。先ほどまでの粋いきがりようは影かげも形もない。

「撤てつ退たいだ。もう勝負はついた」

　俺は、マッドエンペラー副総長を任された人間として断を下した。総長があれだけメタメタに敗れた以上、そう指示できるのは俺しかいない。

「ふっ、ふざけんじゃねえ！　総長があんだけ酷ひどくやられたのに、仇かたきも取らずにケツ捲まくって逃にげろってのか!?」

「そうだ！　シャーウッドのヤツらに目にもの見せてやれぇ！」

　どこからか、まだ血の気の残っているヤツらの怒ど号ごうが響ひびいてくる。

「なら戦うか？　総長が手も足も出なかった相手に。団体戦になれば元シャーウッドの精鋭たちも加わる。そんなヤツらに、俺たちだけで戦うか？」

　それだけで、残り火のようなマッドエンペラー陣営の敵意もすぐさま鎮ちん火かしてしまった。

　もはやここに屯たむろするのは敗残兵だ。敗北を認める潔いさぎよさと、敵への恐きよう怖ふによって、暴走族は誰だれに率いられるまでもなく元来た道をＵターンしていく。

「……タピ岡、俺たちも行くぞ。総長を回収して撤退する」

「正人ぉ……。なんかこれヤバくねぇＺＥ？」

　実はずっと俺の傍かたわらにいたタピ岡も、この大敗北に動どう揺ようしている。

　壊かい乱らんするマッドエンペラーの集団の中、いまだコイツらの一員であることを装う俺もまた流れに身を任せてこの場を去らなければならなかった。

　倒たおれて気絶しているシヴァを抱かかえ、バイクの後部座席に乗せる。なんで俺がこんなことをと思わないでもなかったが、一応は副総長の肩かた書がきを貰もらっている以上、俺がやらねばならぬことだ。

　…………ふと後ろを振ふり返る。

　そこには白装束の美夜が、追つい撃げきするでもなくただ敵の逃とう走そうを眺ながめていた。しかしその視線はたしかに俺に向けられていた。

　俺は、周りに気付かれぬように、美夜へ向けて親指を立てた。『よくやってくれた』という意味を込めて。

　すると美夜が応えるように何かしらを呟つぶやいた。声を聴ききとれる距離でもないが、読どく唇しん術じゆつの嗜たしなみもあったりする俺は、美夜の可愛かわいい唇くちびるの動きから、たしかにあるメッセージを受け取ることができた。

『あ　と　で　お　は　な　し　が　あ　り　ま　す』

　俺おれホントに何か美夜を怒らせることした!?




　　　　＊　＊　＊




　俺がマッドエンペラーに退たい却きやくを促うながしたのは、ある意味で不自然かもしれない。

　あのままマッドエンペラーを暴発させ、『千オーバー越・サウえザンド』となった美夜及および元シャーウッドの精鋭とぶつけてやれば十中八九勝利を掴むことはできたろう。

　だが、それでも損害はそれなりに出る。正面同士でぶつかれば、自じ暴ぼう自じ棄きになったマッドエンペラーの残党から思わぬ逆襲を食くらう可能性もある。

　そんなものにおしり団の仲間を傷つけさせたくない。勝つと決まった戦いで損害を出すなどナンセンスだ。一応参謀なんて呼ばれてる俺ですし。スマートな勝ち方をしたいのです。そのための絶好の立ち位置にいるのだしね。

　ただ遺い憾かんなのは、そうした絶好の立ち位置にいるのは、単なる偶ぐう然ぜんによってということだが。




　　　　＊　＊　＊




「正人ぉ、オレ様たちどうなっちゃうんだＺＥ？」

　集会所に戻もどってから、タピ岡はそればかり繰り返している。タピ岡だけじゃない。集会所は今やお通つ夜やのような重苦しさだ。

　最凶最悪の呼び声高い集団の、そのリーダーの敗北。それもいいとこ一つもなしの惨ざん敗ぱい。その事実はコイツらの活力を根こそぎ奪い取とったらしい。

　元々自分たちが最強だと信じることで暴れまわっていた集団だ。その信念を打うち砕かれれば、再起どころか現状を維い持じすることすらままなるまい。

　かつて魔女モリガンと呼ばれた美夜は、自分自身の強さをもってシャーウッドの求心力にしたが、マッドエンペラーではその傾けい向こうがさらに顕けん著ちよだ。彼かれらにとって鬼人シヴァの強さだけが、彼らを集団としてまとめる固着剤ざいだった。

「………………」

「あ、あれ？　正人何処どこに行くんだＺＥ？」

　タピ岡を無視して、俺はある場所へと向かう。

「…………なあタピ岡。総長がいる部屋ってあっちだったか？」

「え？　そうだけど正人？　総長のところへ行くのかだＺＥ？」

　マッドエンペラーが拠きよ点てんにしている廃はい工こう場じようは、同じアジトでも旧シャーウッドの元民宿に比べると不潔でガラクタまみれ、生活空間としては最悪だ。

　しかしその中で一室だけ、かつて従業員が休きゆう憩けい所じよとして使っていたとおぼしき部屋が比ひ較かく的てき小こ奇ぎ麗れいだった。そこを総長特権で鬼人シヴァが占せん有ゆうしている。

　許可がなければ近づくことすらできない。つまり、そこは鬼人シヴァの完全なプライベートスペース。いるのは鬼人シヴァ一人のみ、ということだった。

　迷うことなくシヴァの私室へ向かう俺に、タピ岡はしつこく付いてくる。

「なあなあ正人、総長に何の用だＺＥ？　あんなのの後だから、下手に刺し激げきしない方がいいＺＥ？」

「……鬼人シヴァを倒す」

「ええっ!?」

　そう、鬼人シヴァを倒す。実に単純極きわまりないが、それがマッドエンペラーを壊かい滅めつさせる一番効率のいい方法だ。ここでの惨さん状じようを見て確信した。鬼人シヴァさえなんとかしてしまえばマッドエンペラーは自然に瓦が解かいする。

　今はまだ、シヴァの名望はかろうじてメンバーの心を繋ぎとめている。どんな惨敗でも今のところはたった一度の敗北だ。次への希望はまだ捨てきれないだろう。

　しかし二度続けての敗北ならどうなる？

　縋すがり付くような期待を裏切られた時、それでも人は同じ対象を信じられるだろうか？

　イヤ、別に倒せなくてもいい。美夜との戦いで傷ついたとはいえ、高位のＭＴ能力者であるシヴァを無能力者の俺が倒せるなんて、そこまでムシのいいことは考えない。

　だがそれでも、誰かがシヴァを狙ったという事実が残れば、力がすべてなんていう狂きよう犬けん組織のことだ、マネするバカは際限なく出てくるだろう。『自信があるならいつでもかかってこい』とはシヴァ自身が言ったことだし、美夜との敗北で絶対性を失ったシヴァにそれを止めることはできない。反逆者の無限増ぞう殖しよくに追われるうちに、組織自体が瓦解してしまうだろう。

「…………タピ岡、お前だって、上を目指してマッドエンペラーに入ったんだろ？　だったら今こそチャンスじゃないか。無様に負けたシヴァを倒して、俺たちがマッドエンペラーの頂点に立つんだ」

　などと言っておくのも工作の一つだ。こうしておけば俺がシヴァの襲しゆう撃げきに失敗したとしても、その後にコイツの口から悪わる知ぢ恵えが頭の軽いヤツらに広まるだろう。

「お、おう……。そ、そうだけど正人。それってなんか卑ひ怯きようっていうか、せっかく副総長にしてもらったのに……」

　コイツ意外に義ぎ理り堅がたいな。

　まあいいや、もはや俺の成功不成功は、目的の達成に影えい響きようしない。行動を起こすことが目的だから、あとはもうテキトーに……。

「その意気やヨッ○ーアイランドです！」

「でっていうっ!?」

　いきなり俺の背中に覆おおいかぶさってくる何者か。何かと思ってオバリヨンしてきたヤツの正体を確かめると……。

「団長!?」

「ハイです！　グッモーからグッナイまでおしりを見み詰つめる団長、伊い佐さ波なみ美みです！」

　俺におぶさっているのは、たしかに小こ柄がらなロリっ子の団長だった。

　でもなんでこんなところに？　ここは敵組織の本ほん拠きよ地ちだ。こんなところで奇き遇ぐうだね、なんて言える場所じゃないぞ!?

「ご無事でしたか正人中ちゆう尉い」

「スカディさんまで!?」

　団長に続いて現れたのは、全身引ひき締しまったプロポーションで健康美にあふれたスカディさんだ。団長原理主義の彼女は、団長あるところどこにでも現れる。

「正人中尉、小官は忸じく怩じたる思いに囚とらわれています。このような危険区域に単身潜せん入にゆうなさるとは。こういうときに正人中尉をお守りするのが小官の務めでありますのに」

　イヤ俺も潜入したくて潜入したんじゃないですけどね！

　つまり何か？　君らはマッドエンペラーに俺が潜入したことを知って、その後を追ってきたっていうのか!?

　そういえばさっき対決時にまったく姿が見えなかったけどこの二人。それも退却するマッドエンペラーの隊列に紛まぎれ込む機会を窺うかがってたのか!?

「正人中尉が目指すのは敵将の首とのこと。勇者に相応ふさわしき目標です。小官も微び力りよくながら支し援えんいたします」

「皆みなでみっしょん・こんぷりーとですー！」

　団長はしゃぎすぎです。ああ、そういえば、いつだったかマッドエンペラーとの対戦を希望していたなあ。だからテンション高いのか？

「よかったですね団長、念願かなって」

「え？　何のことです？」

「団長マッドエンペラーと戦いたいって前に言ってたでしょ」

「そんなこと言いましたっけ？」

　アレ？　捨てギャグなんか覚えてても何の得にもならないという証左だった。

「え？　あ？　ええ……？」

「タピ岡、考えるな。感じろ」

「あ、うん……」

　タピ岡への調教は順調に進んでいた。

　まあ、どっちにしろここでスカディさんが合流したのは心強いか。失敗でもいいと思っていたが、これならシヴァ打だ倒とうの成功率もグンと上がる。

　そうこうしているうちに着きました。ここが総長・鬼人シヴァのプライベートスペース。

　周囲に人の気配はない。やはり誰も近づけないという事前情報は確かなようだ。

「……おはよーございます。ただいま、きじむなーさんの部屋の前に来ております」

　団長、寝ね起おきドッキリみたいな進行しなくていいです。あと相手は鬼人です。沖おき縄なわ産の妖よう怪かいじゃないです。『キジ』しか合ってませんよ。

「正人中尉。とりあえず中の様子を窺ってみましょう」

　そうですなスカディさん。俺たちは周囲に人の気配がないか留意しつつ、出入り口のドアをほんの少し開けて、その隙間から中を窺う。

　……カラン、カランと金属の擦すれあう音が聞こえる。

　これはサムライダーの格好をした鬼人シヴァが、その身に着けていた戦国甲かつ冑ちゆうのパーツを外している音だろうか？　次いでシュルシュルと衣きぬ擦ずれの音も聞こえてくる。

「…………!?」

　そういえばシヴァは、さっきの美夜との戦いで手て酷ひどいダメージを受けていた。体のあちこちに傷も負っていることだろう。ケガをしたなら治ち療りようしないといけない。そして治療のためには着ている服を脱ぬがなければならないとして……。

「……団長とスカディさんは、ここで待っててください」

「どういうことでしょう正人中尉？　敵の喉のど元もとまで迫っておきながら待機命令とは。好機を失することにもなりかねません」

　お黙りなさい！　中ではシヴァが裸はだかで治療をしてるんだぞ？　そんなところに女の子二人を突とつ入にゆうさせたら親おや御ごさんに顔向けできません！

　俺はドアから忍しのび込む。息を殺しつつ、一歩一歩、薄はく氷ひようを踏ふむ思いでシヴァへと接近する。

「…………………………クソッ！」

　ガシャン！

　何かがハデに砕け散ちる音を、俺は聞く。物もの陰かげに隠かくれる俺の面前へ、やたらキラキラ光るものが細かい破は片へんとなって飛び散ってきた。

　……これは、鏡か？

　さっきの破は砕さい音おんは、シヴァが鏡を叩き割った音か？

　治療中であることを考えれば、患かん部ぶを確認するため鏡に身を映しもするだろうが……。

「……こんな体のせいだ！　こんな体のせいで拙せつ者しやはモリガンに負けたんだ！　もっと逞たくましい、男らしい体なら……ッ！」

　聞こえてくる声は、間ま違ちがいなくシヴァのものだ。ただ表で聞いた時はヘルメット越ごしでくぐもった声だったのに対し、今はずっとクリアになっている。やはり治療中で裸なのか、ヘルメット着用時より一層高いハスキー声だった。

「こんな体に生まれた不ふ遇ぐうを帳消しにするためにもシャーウッドを倒さねばならぬのに！　何な故ぜモリガンはあんなに……!?　たった数週間、イヤ数日前まで、我らはまったくの互角であったはずなのに!?」

　やはりシヴァにとって今夜の敗北は相当に堪こたえるものだったらしい。相当な荒あれようだ。これは注意して接近せねばならないな。

　家具の陰かげに隠れながら、ジリジリと襲撃の機会を窺う。

「……不平を言っても仕方ないか。傷の手当てを済ませてしまう」

　しかし独り言の多い鬼人シヴァだった。ゴソゴソと、薬箱を漁あさっているらしい音がする。




「薬は、液体○ヒしかないな。これでいいか」

「いいわけあるかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッッッッッ！！！！！！」




　かゆみ止めじゃねーか！　そんなの切り傷擦り傷きずに塗ぬったら染しみる！　染みて泣く！　想像しただけで俺が絶ぜつ叫きようするレベルだよ！　何マジボケで言ってんの!?

「誰だっ!?」

　しまった気づかれた！　団長やらのおかげですっかりツッコミ体質となってしまった自分が恨うらめしい！

　ことここに至っては仕方がない。一気に目的を遂とげてしまおうと、俺は物陰から飛び出す。今まで遮さえぎられた視界が明めい瞭りようとなる。

　やはり室内にいるのは鬼人シヴァだけだ。脱ぎ捨すてられた戦国甲冑のパーツや、全身を覆っていたライダースーツが無む秩ちつ序じよに脱ぎ散らかしてあり、鬼人シヴァはその中心で、白くて華きや奢しやな裸ら身しんを無防備にさらしていた。

「え？」

　鬼人シヴァは、その白くて華奢な裸身を無防備にさらしていた。

　大事なことだから二回言った。俺は目の前にある予想だにしなかった事実に、硬こう直ちよくせざるを得なかったのだ。

　俺の目前にあるもの、白い裸。狭せまい肩かた幅はば、鶴つるのように細い首、柳やなぎのようにしなやかな腰こし。しっとりとした長い黒髪。そして控ひかえ目めながらも、明らかに膨ふくらみをもった胸部を、二本の腕うでが隠している。

　……俺が、そこに鬼人シヴァがいるに違ちがいない！　と予測していた位置には、何故か女の子が座すわっていた。ではシヴァ本人は何処にいる？

　…………イヤ、現実を受け入れよう。想像と現実を重ねれば、答えはおのずと出てくる。




　鬼人シヴァは女の子だった。




　しかも、思わずその裸身に見入ってしまうほど可愛げな。
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第三章　ふんどし尻じりは世界を変える







「見たな……！」

　シヴァが、鼻び梁りように深い皺しわを寄せて俺のことを睨にらみつける。

「正まさ人とか……！　何人たりともここへ近づいてはならんのは知っているはず。副総長の位を与あたえてやった恩も忘れ、拙者の首を狙いに来たか!?」

　っていうかシヴァなのか？　これが鬼人シヴァなのか!?

　この全体的に細身の女の子が？　ケガの治療のために甲冑もライダースーツも脱ぎ捨て、美しい、というより可愛い裸身を惜おしげもなく晒さらす女の子が!?

　年のころは十代前半。質の硬かたそうな髪の毛を無理やり後ろ手に結んでいる。髪かみ形がた的にはポニーテールと呼ぶべきスタイルだが、印象から言って浪ろう人にんのチョンマゲと言った方がしっくり来る感じだ。

　プロポーションもあちこち引き締まっていて。美み夜やのような大ボリュームではなく、スカディさんのスリムに近い感じがする。その胸も、俺の知ってる中では小さい方…………イヤイヤイヤイヤ！

　何凝ぎよう視ししてんだ俺!?　女性に対して不ふ謹きん慎しんな行為禁止！

「……鬼人シヴァ。お前女だったのか!?」

　まずこの驚きよう愕がくの事実を確かく認にんせざるをえなかった。

　出会ったときは、全身を珍ちん妙みようなサムライダースーツで包んでいたために正体不明で性別不ふ詳しようだった。

　俺もまあ、シヴァの正体よりは強さの方に興味が行っていたため、……いざ対面したらこのザマだよ！　予想だにしていなかったから混乱して退くも進むもできんわ！

「……違う！」

　そんな無様な俺へ、鬼人シヴァが噛かみつくように叫さけんだ。

「拙者は男だ！」

　……へ？

「イヤイヤイヤイヤイヤ…………。何を仰るお嬢じようさん。お前は、どっからどう見ても、女ではないか！」

「違う！　拙者は男だ！」

　まだ言うか!?　そんな男を惑まどわす裸身を晒しておきながら！　その細い腰も、なだらかな太ももも、そして両手でしっかり隠したおっぱいも！　全部女性のそれじゃねえか！

　衣服を取り去った裸だから、隠しようもなく確認可能だぞ！

「ジロジロ見るな！　変態！」

　えぇ!?

「拙者は男だ！　……男だが、とにかく見るなぁ!?」

　どうしたらいいのかな、この娘むすめさん!?

　自分は男だとか言うし、それなのに見るなとか言うし！

　この女子の扱あつかいがわからずほとほと困り果てたその瞬しゆん間かん、

「巡めぐり合あい・おしりーーーッ！」

「ひゃっ!?」

　いきなり団長がどこからともなく飛んできた!?　地面と平行な直線軌き道どうで、どうやってあんな飛び方ができるのか甚はなはだ疑問だが、それよりも問題なのは、そんな団長の着ちやく弾だん点がよりにもよって半はん裸らになった鬼人シヴァのお尻だということ！

　さすがはおしり団団長の面めん目もく躍やく如じよということか。

「ひゃわわわわ……！」

　鬼人シヴァは意外にも可愛い戸惑い方をしている。……いや、今気にすべきはそこじゃない。早く団長を引っぺがさないと！

「団長！　何やってるんですか！　見知らぬ人を襲おそっちゃいけないって、いつも言ってるでしょうに!?」

「すみませんです正人さん！　でもヒトには避さけてはいけない勝負がありんこですよ！　こんなに素す晴ばらしい、こんなに素晴らしいおしりを前にして待てステイなんてできませんです！」

　大事なことだから二回言われた!?　団長は、そこまで鬼人シヴァのお尻に惹ひかれたということか!?　そこまでの魅み力りよくが、鬼人シヴァのお尻に!?

「これをルックしてください正人さん！」

　団長は、鬼人シヴァの体ごと、そのお尻を俺の眼前に突き付つけた。

　これはっ!?

　鬼人シヴァが、治療するために半裸となっているのは先ほど言った通りだ。だからこそその正体が少女であることが判明したのだが、すべての衣服を脱ぎ去ったわけではない。

　彼かの女じよがたった一枚、その身に残した衣服とは……！

「ふんどしッ!?」

　そうだ、鬼人シヴァの股こ間かんを包む最後の着衣はふんどしだった。かつて日本に黒船が来らい襲しゆうする以前に使用されていたもっともポピュラーな下着だ。

『ふんどしは男の最後の着衣だ！　己おのれの心のように輝かがやく白であるべきだ！』と昔の人が仰ったように、彼女のふんどしも輝く白で、小こ振ぶりなお尻をキュッと引き締めている！

「でも何故ふんどしなんか締めてるの!?」

「理由など今はどうでもいいのです正人さん！　今喜ぶべきことは！　ついに我々はふんどし尻との遭そう遇ぐうを果たしたのです！　これはおしり史に刻まれる大変重要なことがらなのですよ！」

　変なレジェンドが刻まれようとしていた。

　しかし何故団長は、ふんどしに遭遇してここまでテンションを上げているのだろうか？

「たしかに珍めずらしいことは珍しいですが、そこまでお祭り騒さわぎになるほどのもんですか？」

「この素人しろうとがっ！」

「へぶおっ!?」

　殴なぐられた!?　何故!?

「ことのじゅーだいさがわからないのですか正人さん！　ふんどしの素晴らしさがわからんのですか正人さん！」

「そんな『信じらんねコイツ！』みたいな言われ方されても!?」

「いいですか!?　ふんどしとは女の子のおしりの新境地！　本来男性が着る物を女性が装着するという倒とう錯さく感かんと、ふんどしそのものがもつストイックさ。そしてＴバックもかくやと言うほどにおしりに食い込むビジュアルなど、ふんどしは様々な美点に溢あふれているのです。そのため昨今では様々なメディア作品にも取り上げられ、『ク○ーンズブレイド』『クイー○ズブレイド・リベリオン』『いちばんうしろの大○王』『百花○乱』など、多くの超ちよう人にん気き作品に登場し……！」

「わかりました！　わかったからもうやめてください！　ふんどし凄すごい！　ふんどしハラショー！」

　なんか必死になって団長を止めてしまった。

「貴様ら、拙者を無視するにゃーーー!?」

　世の喧けん騒そうを忘れてしまっている俺たちへ、ふんどし一丁のシヴァが白はく刃じん煌きらめかせて斬きりかかってきた。

　当たり前か。半裸の治療中に襲撃してきながらターゲットそっちのけでアホな談義に花はな咲さかすのだもの。キレる気持ちもわからんでもない。

「正人中尉、お下がりを……！」

　スカディさんが、シャフトをもって躍おどり出でる。

　ガキィンッ、と金属のぶつかり合う音。シヴァの剣けんとスカディさんのシャフトは鍔つば迫ぜり合い状態で膠こう着ちやくする。

「……なんだ、なんなんだ貴様らはっ!?　そんなに拙者を侮ぶ辱じよくして楽しいか!?　拙者が女の体をしているのがそんなにおかしいか!?」

　なんか変な被ひ害がい妄もう想そうに囚われている？　シヴァが捻じ込むように自分の肩を前進させ、その分スカディさんが一歩二歩と後ろに下がる。

　シヴァの気き迫はくがスカディさんを圧倒している？

「……くっ、ＭＴ……アームズ……！」

　不利を悟さとったスカディさんが、奥おくの手てを出だそうとした、その時だった。

「待ってくださいだＺＥ！　総長！」

　さらに降ふって湧わいた闖ちん入にゆう者しやの声に、皆が思わず注目する。

　それはタピ岡おかだった。

　巨きよ大だい戦せん艦かんリーゼントに長ランまとった、半世紀前の不良みたいなタピ岡が、部屋の中央に仁に王おう立だちする。

「総長、話は聞かせてもらったＺＥ！　総長が女の子だったことにはビックリだけど、皆そんなこと気にしないんだＺＥ！　男でも女でも、強くてカッケー総長には変わりないんだＺＥ！」

「うるさい！　大体何者だ貴様!?　拙者の部屋に勝手に入ってくるとは！」

　オイ、メンバーの顔は覚えとけよ総長。

「押忍オス！　オレ様は谷たに岡おかと言いますだＺＥ！　総長のツッパリには惚ほれこんでますＺＥ！」

「……おためごかしなど沢たく山さんだ。貴様とて、本当は拙者のことをバカにしているのだろう。宿敵であったはずのモリガンに惨敗し、小こ娘むすめだという正体も暴あばかれた。鬼人シヴァなどとんだ見みかけ倒だおしだと、心の底でバカにしているのだろう!?」

「そんなことないＺＥ！」

　タピ岡はサングラスを外して投げ捨て、次にヤツを象しよう徴ちようする、頭部のリーゼントヘアがひとりでにパラパラと崩れる。

　……そういえばアイツ、髪かみのセットを整せい髪はつ料りようじゃなくてＭＴ能力でやってるとか言ってたな？　髪に通わせていたＭＴエネルギーを切ることで、リーゼントが崩れるということか？

　リーゼントでなくなったタピ岡の髪は、ありていに言って普ふ通つうのロングヘアに変へん貌ぼうしていた。アレだけの巨大戦艦を形成していただけあって、けっこうな長さの髪だ。

　しかし、そのロングなお姿は……？

「総長が女だったからって、バカになんか絶対にしねえＺＥ!?　何故なら、オレ様だって、女だからだＺＥＥＥＥーー!?」

「「「「えぇーーーー!?」」」」

　タピ岡が、長ランの前をガバリと開ける。そこにはサラシにギュウギュウ巻きにされたふくよかな胸部が!?　圧あつ迫ぱくされながらも男性のものとは明らかに違うおっぱい的ふくらみが!?

「しかと見ろだＺＥー!?」

　しかもタピ岡はそれだけにとどまらず、自分の胸部から勢いよくサラシを引き抜ぬく、窮きゆう屈くつに締め付けられていた正しよう真しん正しよう銘めいのおっぱいが、その拘こう束そくから解放されてボロン、と。

　ボロン！　と……!?

「正人中尉は閲えつ覧らん不可です」

「ほぎゃぁぁーーーー!?」

　スカディさんの二本指が俺の両目に突つき刺さった!?　目が、目がぁーーー!?

　一通り天空の城大好き大たい佐さみたいなことを満まん喫きつして、復活する。

「タピ岡！　まさかお前まで女の子だったの!?　何な故ぜ隠かくしてた!?」

　俺の視力が回復するころには、タピ岡は既すでにお胸を長ランの中に戻していた。しかしサラシを外したせいで長ランは不自然に膨らんでいた。
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「べ、別に隠すつもりとかなかったんだＺＥ？　マッドエンペラーに入るとき、ワルらしーカッコしたいなー、って色々調べて、一番カッコよかったのがコレだったんだＺＥ？」

　みずからの長ランを指さす。

「頑がん張ばって自作して着て来たら、皆が勝手に男だって勘かん違ちがいしたんだＺＥ。だから別にオレ様のせいじゃないＺＥ？　そ、それより正人、オレ様のおっぱい見たんだＺＥ？」

「お前が勝手に見せたんだろうが!?」

「キャー！　正人スケベだＺＥー!?」

　両手を頬ほおに当ててイヤイヤするタピ岡。だからお前が勝手にだな！　そしてそれ以前に見てねえよスカディさんに目潰つぶしされたお陰で！

　……しかし、総長に続いて下したっ端ぱまで実は女の子だったとは、どういうチームなんだマッドエンペラーは!?　俺の性別に関する固定観念が崩れそうなんだけども!?

「……はっ、もしかしたら正人さんも女の子？」

「そうなのですか正人女史？」

　違うよ！　俺は正真正銘男だよ！　Ｍａｎだよ！　雄ゆう性せい体だよ！　ＸＹだよ！

　なんというあらぬ疑い。そんな疑いを掛かけられたのも、紛らわしいことをしているコイツのせいだ！

「オイお前！」

「は、はい!?」

　俺から呼ばわれてシヴァがビクリと反応する。

「それもこれもお前が女なのに男だとかわけわからんこと言うせいだ！　とにかく説明してもらおうか。何故女だってことを隠して、男のフリなんかしてた!?」

「イヤ拙者は男だし……。そもそもの発ほつ端たんは、貴様らが拙者の部屋に断りなく……！」

「せ・つ・め・い・し・ろ！」

「は、ハイッ!?」

　ブルブルと震ふるえあがる鬼き人じんだった女の子だった。

「わー、正人さんの理り不ふ尽じんさがバーストリンクですー」

「さすが悪ですね正人中尉」

　団長とスカディさんから不ふ名めい誉よな評価が来るのだった。
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　こうして俺たちは、驚おどろくことにその正体が女の子だった鬼人シヴァの話に耳を傾かたむけることになった。

　俺と団長とスカディさん、リーゼントでなくなったタピ岡、そしてシヴァはいつまでもふんどし一丁でいさせるわけにもいかないので、現在は浴衣ゆかたのようなものを肩かたから羽織っていた。そのしおらしい姿はますます女の子以外の何者でもない。

「……拙者の真の名は、岸がん我が緩ゆる花やかと申す」

　鬼人シヴァ改め、緩花が自己紹しよう介かいから始めた。

「で、その緩花ちゃんは、なんで男のフリなぞしていたの？」

「フリではない、拙者は正真正銘の男だ！」

　まだ言うかこの婦女子が。

　何故この子はこうまでして自身の性別を否定しようとするのか？　すべてはそこから始めなければならぬようだった。

「拙者は、男であれば……、男であったなら乱らん征せい大だい武ぶ連れんから追い出されることもなかった！」

　らんせいだいぶれん？　突とつ如じよまろび出てくる聞き慣れぬ言葉。

「乱征大武連とは、日本発はつ祥しようの武術スポーツ連盟というべきものです正人中尉」

　スカディさんが解説を入れてくれた。しかし、武術スポーツ連盟とな？

「日本には、江え戸ど時代以前から連綿と伝わる剣けん術じゆつ、柔じゆう術じゆつといった様々な格かく闘とう技ぎ術じゆつが存在します。そうした武術全ぜん般ぱんの保存、発展のため、戦後になって諸流派が結束、組織化したものが乱征大武連です。主な活動は、武連主しゆ催さいによる格かく闘とう大会で、その規模は全国クラス。北は北海道、南は沖縄までの猛も者さたちが、天下無む双そうの強つわ者ものを決めんとする天王山だと聞きき及んでいます」

　やけにスケールの大きな話になってきたな。しかしその乱征大武連とやらと今俺たちの目の前にいる緩花には、いかなる関係があると言う？

　たしかに日本刀など帯びて、剣術少女という趣おもむきたっぷりの彼女ではあるが。詳くわしいところは彼女の口から語られなければ、何もわかるまいて。

「ときに正人中尉、小官に発言をお許しいただけますでしょうか？」

　はい？　何スかスカディさん？　発言も何もアナタ今さっきから喋しやべりまくりではないですか。

「その乱征大武連ですが、とある異才が現れたと小官の耳に入っております」

「異才？」

「肯こう定ていです。その剣けん鬼きは、無名の小流派の使い手ながら大会常連の大流派を破り、無差別トーナメントで全国優勝を果たしたとか。しかもそれが中学生の少女剣けん士しということでさらなる話題となり、一時は時代の寵ちよう児じとなって持もて囃はやされました。しかし翌年の大会、彼女は出場しませんでした」

「え？　なんで……？」

「彼女がＭＴ能力者であることが判明したからです」

　淡たん々たんと語るスカディさんが、話の核かく心しんめいたものに掠かするたび、緩花の両りよう肩かたがビクリと震える。

「なんでだＺＥ!?　どうしてＭＴ能力者だったら何とか大会に出場できなくなるんだＺＥ？　おかしいＺＥ!?」

　尋たずねるタピ岡に、スカディさんはやはり淡々と説明する。

「ＭＴ能力は、公式なスポーツ大会において反則とみなされるからです」

　至し極ごく単純明快な回答だった。

「ＭＴ能力は、競技の公平さを著いちじるしく阻そ害がいします。ＭＴ能力によって筋力を何倍にも強化した者、感覚を拡張した者。無能力者と対戦すればどちらが勝つかなど明らかです。現在、ＭＴ能力はドーピングと同じ扱いをされています。存在そのものが反則とされてしまうのです」

　しかも薬物ドーピングと違い、ＭＴ能力による肉体強化は競技中の使用を見破るのは極めて困難。そのためスポーツ界でのＭＴ能力への対策は、完全なシャットアウト以外に術すべがなく、ＭＴ能力者はそれが判明した時点でスポーツ界から永久追放されてしまう。

　スポーツ尻としてキャラ性を確立しているスカディさんの言うことだから間違いない。

「……そうだ……」

　緩花の口から、地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような声が漏もれ出た。怨えん嗟さのこもった声。

「その少女剣士とやらが拙者のことだ。乱征大武連無差別の部、全国優勝を果たし、多くの者どもが拙者に擦り寄よってきた。しかしほとんどのヤツらが、女だから、女だからと拙者の剣けん技ぎには目もくれなかった。拙者の修める剣術、正せい伝でん多た木ぎ水すい明めい流りゆうには、誰だれ一ひと人りとして触ふれようとしなかった……！」

「うーむ……」

　それは、周囲の連中の気持ちもわからないでもなかった。

　今目の前にいる緩花は、改めて言うのもなんだが可愛かわいい。サムライダースーツを着ていたときには想像もしなかったが、緩花の幼い容よう貌ぼうには、剣術家としての泥どろ臭くさい荒こう涼りようさに混じって、野に咲さく花のような愛らしさがよく映はえている。

　こんなに可愛い女の子が全国一という剣術の腕までもっている。ちょっとでも宣伝技術を齧かじった者なら、彼女を前面に押おし出しアイドル化させ、乱征大武連とやらの広こう告こく塔とうに仕立て上げたくもなるだろう。

「ところがそれも、ＭＴ能力のせいでオジャン……。か？」

　なんとなく話が見えてきた。

　ＭＴ能力のせいで大武連を追われる緩花。汚きたない手段で勝ち上がった卑ひ怯きよう者ものといわれ、無差別級制せい覇はという栄えい冠かんも剥はく奪だつ。そして永久追放。

　頂点を極めた天才剣術少女の、あまりにも屈くつ辱じよく的てきな転落。

　緩花は、ＭＴ値八四〇を誇ほこる高位ＭＴ能力者。だからこそ悪の組織マッドエンペラーの総長として君臨できているのだが。それが別の方面では、足あし枷かせとなって彼女の人生を拘束していたというのか。

　ＭＴ能力は、完全な先天性。努力しても得ることができず、逆に努力して発現を回かい避ひすることもできない。スポーツを志す人間にとっては、当たるか外れるか運うん次し第だいの悪あく魔まのルーレットと言える。

　自じ暴ぼう自じ棄きになった緩花は、街に出て荒あらくれ者ものと野試合するようになった。それ以外、道を閉ざされた彼女の鬱うつ屈くつを晴らす手段がなかったということだろう。そうして戦って、勝って、勇名を轟とどろき渡わたらせた結果、いつの間にか彼女の周囲にはならず者が集つどい、一つの集団を形成していた。

　それが……。

「マッドエンペラーということか？」

　暴ぼう虐ぎやく非道、あらゆる悪の組織の中でもっとも凶きよう暴ぼうなマッドエンペラーの誕生秘話を覗のぞいてしまった。

「ＭＴ能力のせいでスポーツの世界から追われた屈くつ辱じよくを、悪の世界の頂点に立つことで晴らそうってことか……」

「違う！」

　アレ？　真っ向から否定された？

　なんだよ？　お前のわかりにくい説明をこちとら頑張って噛み砕くだいて要約したというのに、何が違うというんだ？

「拙者が大武連を追われたゆえは、拙者のことを誰だれも男だと認めぬからだ！」

　えぇぇぇーー？　否定するのそっちか!?

「だからこそ拙者は、マッドエンペラーの総長となった！　男とは強きもの。敵する者を薙なぎ倒たおし、郎ろう党とうを率いる。それらを成せば、大武連のヤツらも拙者のことを強き男だと認め、復帰を要よう請せいしてくることであろう！」

「総長スゲえＺＥ！　格好かつこういいＺＥ！」

　豪ごう語ごする緩花のことを、タピ岡がキラキラした瞳ひとみで仰あおぎ見るのだった。

　その横で、俺おれとスカディさんは、なんとも言えない表情をせざるをえない。

「……乱征大武連は、数百年前より続く古流武術の連盟であるために、他ほかのスポーツ競技に比べ、旧ふるい考え方が支配的であるようです。いわゆる男だん尊そん女じよ卑ひという思想も、あちらの世界ではまだまだ根強いのでしょう」

　スカディさんが説明を入れてくれる。

　緩花が、そうした前時代的風潮の中で、才能豊かな女性であるゆえに受けてきた風当たりの強さは、想像するに易しい。

　それらの経験が、ＭＴ能力云うん々ぬんという事情より、自分が女だからという単純明快な差別を、自分が追放された理由として選ばせたのか。

「でも、負けちゃったからダメですよ？」

　……と今まで黙だまっていた団長が、唐とう突とつに呟つぶやいた。

　負けたからダメ。その主語もはっきりしない一言は、しかし効こう果か覿てき面めんに緩花の動きを止め、彼女を床ゆかにへたり込ませた。

「……そ、その通りだ。拙者は今こ宵よい、かつてないほどの敗北を喫きつしてしまった。シャーウッドの魔ま女じよモリガン。先日までまったく互ご角かくだと思っていたあやつが、信じられぬほどの強さを身に付けて……！」

「そうですよー。負けちゃって情けなくね？　ゆるニャンさん、やっぱ本当は女じゃね、ププッ。ってなります」

　団長の指し摘てきに、緩花も茫ぼう然ぜんとならざるをえなかった。これまでの大おお騒さわぎで忘れかけていた敗北感を思い返させられたのだから。

「それでは……、拙者の道は、ここでまた潰ついえるというのか？　大武連に戻もどる望みも、水すい泡ほうに帰すというのか……!?」

　緩花は、見ていて哀あわれになるぐらい項うな垂だれてしまった。

「……あと一つ、シャーウッドさえ倒せば拙者の望みは叶かなうというのに。大武連に戻れるのに……ッ！　あのモリガンの新たなる強さ、尋じん常じようなものではない。あんなものにどうやって勝てば……！」

　美夜の『千オーバー越・サウえザンド』としての強さ。その規格外ぶりは、実際に戦ってみて肌はだで感じ取れたのだろう。緩花がひとかどの武術大会で優勝できるほどの使い手なら、敵の強さを推おし量れることは当然の嗜たしなみだ。

　……だが俺はそれよりも、さっき緩花が言ったセリフの、ある一部分が引っかかった。

　どういうことだ？

　シャーウッドさえ倒せば望みが叶うというのは……。

「その意気やヨッ○ーアイランドＤＳです！」

　団長がスパークした途と端たんにすべてがどうでもよくなった。また唐突に、緩花のお尻にダイブする団長。

「ひゃわわわわッ!?」

　団長の度たび重かさなる狼ろう藉ぜきに、緩花はまたも可愛げな悲鳴を上げる。

「ゆるニャンさんの、おしりの骨こつ盤ばんのよーに固い決意はしかと伝わったのですよ！　安心してくださいです！　ゆるニャンさんには正人さんがいるのですよ！」

「え？」

　何故そこで俺の名が出るんです団長？

「正人さんは仲間を強くするめーじんなのです！　歩くインフレと呼ばれているのです！　ゆるニャンさんも正人さんのしどーを受ければ、明日辺りには超ちよう野や菜さい人じんのごとく強くなること請うけ合いなのですよ！」

　無責任にテキトーなこと言うな!?

　待ってくださいよ団長。なんで俺がこんなヤツを指導してやらねばならんのですか？　コイツが強くなろうとしているのはモリガン＝美夜を倒すためですよ？

　それ以前に、俺が誰かを指導してパワーアップさせた例れいなんかもない……。

「………………」

「……なんですか、スカディさん？」

　スカディさんは俺の面前でこれ見よがしに『ジークの魔ま剣けん』を素す振ぶりしていた。

「そ、そうか……！　たしかにこやつは無能力者でありながらＭＴ値三〇〇の戸ど袋ぶくろを倒していた。……正人!?」

　何か緩花までその気になってきたし!?

「正人に問う！　拙者がモリガンに敗れた理由とは何ぞや!?」

「そ、そりゃ純じゆん粋すいにＭＴ値の差としか言いようがないぞ？　緩花のＭＴ値は八四〇だっけ？　それに比べて美……モリガンのＭＴ値は五二九〇にまで上がっている。単純に六倍の差だ。普通に考えても勝てるわけがない」

「……しかし、お前は先ほど、ＭＴ値三〇〇の戸袋を倒したではないか。つまり無能力者のお前は、戦力が三〇〇倍の相手を倒したことになる！　それに比べれば六倍など……！」

　……ちげーよ。俺は無能力者でＭＴ値は〇だから三〇〇÷〇は割り切れねーよ。

　三〇〇÷〇＝三〇〇だと思われがちだけど、そうでもないらしーよ。

「ＭＴ値三〇〇の能力者なんて、実際にはアマチュア格闘者かそれに毛が生えた程度だしな。戦略の組み立てによってはどうとでも……」

「では！　その戦略を教えてほしい！　三十六計逃にげるにしかずという！　その計略を拙者に伝授してほしい！　頼たのむ正人！　イヤ正人殿どの！」

　お前その言い方、戦略練るより逃げる方がいいって結論になってるぞ！　知ってる格言テキトーに言ってみただけだろ！

　大体、ＭＴ値三〇〇と無能力者の差はそうでもないけど。『千オーバー越・サウえザンド』とそれ以下の通常能力者の差は逆にとんでもない開きがあるんだぞ？　六倍どころの話じゃない。それこそ、戦略なんかで埋うめ切れるわけが……。

「正人、オレ様からも頼むんだＺＥ！　総長に一花咲かせてやってほしいんだＺＥ！　俺でよければいつでも一ひと肌はだ脱ぬぐんだＺＥ！」

　とタピ岡が、本当に一枚下は素す肌はだ装備の長ランを脱ぬいでしまったので、俺はまたスカディさんに両目を潰されて目が！　目がァーッ!?　ってなった。

「正人さん！　ダイジョーブイですか!?」

「そろそろ眼球がへこみそうですよ……！」

　まったく一体何なんだ？　敵組織のヘッド鬼人シヴァのとどめを刺さすために敵てき陣じん深くへ忍しのび込んだというのに。

　鬼人シヴァ……イヤ岸我緩花という自じ称しよう男な女の子を、倒せばいいのか、助ければいいのか。結局俺はどうすればいいのだ？
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　そして翌朝。

「正人ーーッ！　言われたとおり、メンバーに通達出してきたＺＥ！」

　タピ岡がお使いを済ませて戻ってきた。

「マッドエンペラーのメンバーは、この特訓スペースには一いつ切さい近づかないＺＥ！　総長と副総長の連名指示だから、逆らう命知らずはまずいないＺＥ！」

　ここはマッドエンペラーの集会場である廃はい工こう場じようの裏手。恐おそらくは駐ちゆう車しや場じようとして使われていたのだろうスペース。広大で暴れるにはもってこいだ。

　現在緩花は、昨晩のふんどし一丁のスタイルをやめ、代わりに稽けい古こ用なのか藍あい染ぞめの剣けん道どう着ぎを着ている。

　唯ゆい一いつ首に巻いているマフラーだけがサムライダースタイルから引き継がれた意い匠しようだが、思えばあの全身を覆うサムライダーのコスチュームも、自分が女の子だという事実を包み隠しておきたいという意識の表れであったのだろう。

　何にしろ、誰かが覗きに来るという不安を一切排はいして初めて、彼女は素顔を晒すことができるのだった。

「正人殿！　それではお願いする！」

　アスファルトの上に立つ緩花が、気合もたっぷりな声で俺に告げた。

　結局俺は、彼女の願いを聞き届けてやることになってしまった。何やってんだろう俺？　と思わないでもない。

「んじゃまあ、緩花の修しゆ行ぎように俺がコーチする、って感じでいいのかな？」

「然しかり！　拙せつ者しやはどんなに厳しい試練も耐たえてみせよう！　モリガンを越えられるためにも生半可な試練を課してくれるなよ!?」

　緩花のモチベーションがＭＡＸに近かった。まあそういうことならこっちも遠えん慮りよすまい。

「スカディさん、お願いします」

「了りよう解かいいたしました正人中ちゆう尉い」

　俺の傍かたわらに控ひかえていたスカディさんが進み出る。

「小官が、アナタの訓練官を拝命したスカディ・Ｗヴアイスマン・東とう郷ごうです。小官はこれから貴様を徹てつ底てい的てきにしごき、痛めつけ、泣いたり笑ったりできなくしてやります。訓練課程が終しゆう了りようするまでアナタは虫です、地球で最下等の生き物です。しかし訓練に耐え抜いたとき、アナタは地上最強のソルジャーとなるのです」

　軍人キャラとしてテンプレ挨あい拶さつ。

「よ、よろしくお願いいたす」

　緩花もその口上に多少ビビっているようだった。

「それでは訓練を開始しましょう。――ＭＴアームズ『ブリュンヒルデの鎧よろい』」

「え？」

　緩花がツッコむより速く、オーロラの光をまといながらスカディさんが飛ひ翔しようした。

　その身にはエメラルド色に輝く西洋風の甲かつ冑ちゆうを着用している。

『ブリュンヒルデの鎧』。現存するたった三種のＭＴアームズの一つだ。その三つの中でも最高の推進力と飛行能力を有する最速のＭＴアームズ。そしてＭＴアームズの中で最速ということは、全ＭＴ能力の中でも最速ということでもある。

　スカディさんが一度あの鎧を装着すれば、彼女の姿はもう目で追うこともできず、うねる烈れつ風ぷうとしか認にん識しきされない。

「ちょっ、ちょちょちょちょちょちょーーっ!?」

　金属の削けずれる音をたてながら緩花は後退した。スカディさんの見えざる一いち撃げきをすんでのところでガードしたのだろう。それも手中の武器を強化するあの子のＭＴスキルだからできた芸当だ。普通だったら武器ごと吹ふっ飛とばされている。

「なんなんだ!?　なんなんだアレは!?」

　緩花が、度ど肝ぎもを抜かれた表情で俺の方を向く。俺は、スカディさんの飛行による衝撃波ソニツク・ブームが届かない安あん全ぜん圏けんから、のんびり見物しているのみだ。

「ＭＴアームズを使う美……モリガンを倒したいんなら、同じＭＴアームズで特訓するのが一番効果的だろ」

「なんとぉーーーーー!?」

　緩花が絶ぜつ叫きようする間にも、スカディさんは一秒間に十回襲い掛かる。

　そうした猛もう攻こうの矢や面おもてに立ちながら緩花は意外に粘ねばる。防戦一方だが『千オーバー越・サウえザンド』が相手であることを考えればそれだけでも大だい健けん闘とうだ。私見では五秒もたないと思ったんだが。

「……さすがは最凶組織の統とう率そつ者しやってとこか」

　ＭＴ能力の世界では鬼人シヴァとして善悪双そう方ほうから恐れられ、それ以前に身を置いていた剣術の世界では無差別級制覇を果たしたという。

　そこまで積み上げた経験が、スカディさんの度を越えた速さを先読みさせ、なんとか動きについてきているのだろう。

　それに加え、一度は閉ざされた剣の道をなおも突き進すすもうとする信念。それが彼女の八四〇という、通常能力者の中では屈くつ指しのＭＴ値の支えとなっている。

　高位能力者に属するＭＴ値と、剣の天才。その二つを併あわせもっているというのは伊達だてじゃないらしい。

「けっぱれ総長！　……そこだ鉄てつ拳けんロケットナックルだＺＥ！」

「今だ出すんだおしりファイヤーです！」

　俺の隣となりでは、タピ岡と団長がそれぞれ修しゆ行ぎよう中の緩花のことを応おう援えんしていた。

　……タピ岡は、昨夜までの巨大戦艦リーゼントを解いて、髪をロングに垂らしている。着ている服こそ昨日同様、時じ代だい錯さく誤ご的な長ランだが、不思議と髪を下ろしただけでもう女の子にしか見えない。

「…………」

　なんとなくやりにくさを感じてしまう俺へ、タピ岡はクリクリッとした人ひと懐なつっこげな瞳を向ける。

「オイ正人！　総長凄すげえＺＥ！　あんな滅め茶ちや苦く茶ちやな攻こう撃げき耐たえ切ってるＺＥ！」

「あ、ああそうだな……」

　こっちが戸と惑まどっているというのにタピ岡の方は距きよ離り感かんにまったく変化がない。

　顔が近いんだよ。もう殴って離はなさせることもできんし。

　そうこうしている間も、緩花はいまだスカディさんの猛攻に防戦一方。しかしさっきも言ったが、『千オーバー越・サウえザンド』相手に防戦しているだけでも凄いことだ。

　五秒もてば充じゆう分ぶんなどと思っていた、己の目の節穴さを恥はじねばなるまい。この緩花の能力と技術なら、三十分は耐え凌しのげる…………。

「きゃんっ!?」

　……と思ってたら、緩花がいきなりスカディさんの一撃に吹き飛ばされた!?

「そっ、総長ォーー!?」

　タピ岡が慌あわてて緩花へと駆かけ寄っていく。

　どういうことだ？　俺の予想また外れちゃったじゃねえか!?

「スカディさん、本気出しました？」

　エメラルド色の輝きをまといながら降下してくるスカディさんに尋ねる。

「いえ、小官は事前の正人中尉の指示通り、二十％の出力で緩花二等兵の訓練相手を務めました」

　じゃあ、やっぱり俺は緩花を過小評価したのち過大評価して、やっぱり過小評価の方が正解だったのか？

　イヤ、俺の見る限り緩花の体捌さばきは完かん璧ぺきだった。素人の俺が言うのも何だが、まさに剣けん聖せい、と呼んでも不足のないモノだった。

　想像と噛かみ合あわぬ結果に戸惑う俺を尻しり目めに、タピ岡が緩花を介かい抱ほうしていた。

「総長、大だい丈じよう夫ぶかだＺＥ？」

「胸が……」

　そう言って緩花は、自分の胸を押おさえる。

　どうしたんだろう？　まさか今のでケガでもしたか？

「胸が擦すれて……」

　ん？

　緩花は不快そうに、生き地じの厚い、ゴワゴワとした剣道着の、その胸むな元もとを開く。その隙すき間まから、俺の瞳に飛び込んでくる肌はだ色いろ。オンリー肌色。それはつまり。

「のーぶら？」

「正人中尉、ご無礼を……！」

　スカディさんに両目を潰された!?　またか！

「目が！　目がァーーー!?」

　こうして俺が何度目かのム○カごっこをしている隙すきに、スカディさんが緩花へ詰つめ寄る。

「緩花二等兵、何な故ぜブラジャーをしていないのです？　これは質問ではなく尋じん問もんです」

　緩花はノーブラだったのか!?

「これでは動きに隙ができるのも無理なきことです。こんなタオル生地かと見み紛まがうような剣道着の布地を素肌に接していたら、その、乳ち首くびが擦れるのは必至。注意力が散さん漫まんとなり、パフォーマンスの低下は避さけられません。それを解決するために、何故ブラジャーを装備せぬのですか……!?」

　スカディさんの声こわ音ねに、照れが混じっているのを感じた。

「バ、バカを言うな……!?」

　緩花の戸惑ったような声。ちなみに俺の視力はまだ回復してません。どんだけ強く目ェ突いたのスカディさん？

「拙者は男だぞ！　そんな、ぶ、ぶらじゃあなどという婦女子の衣類を着られるわけがないではないか！　見み縊くびるな！」

　コイツはこの期ごに及およんでまだそんなことを言っているのか？　どっからどう見ても女の子のクセに！

「拙者は、大武連を追われ、剣の道を一度閉ざされた折に女であることを捨てたのだ！　だからこそ身に帯びる一切れの衣服すら男のものであればならん。だからこそ……！」

　緩花は剣道着の帯を解く。それに準じて袴はかまが万ばん有ゆう引力によって地面に落ちる。

「こうして股またにはふんどしを締しめている！　ふんどしこそ男の着衣！」

　知るかさっさと袴を戻せ！　またム○カごっこをやる羽目になるだろうが！

「正人中尉……」

　スカディさんの声が苦く渋じゆうに満ちていた。わかってますスカディさん。特訓はひとまず中止ですね？

　俺はスマホのアドレスを開き、発信ボタンをタップする。

「……あ、もしもし美夜？　お願いがあるんだけど。……その前に、なんで昨日からそんなに怒おこってるの!?」
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「…………それで？」

　街中のショッピングモールで落ち合った美夜は、やっぱりどこか不ふ機き嫌げんだった。

「私の乙女おとめ心ごころをもてあそんだ正人さんが、昨晩からどこをほっつき歩いていたかは知りませんが、今さら昔の女に何のご用でしょうか？」

「美夜さん、なんでそんなに怒ってらっしゃるんですか!?」

　ビビりで敬語になる。

「正人さん！　ミャーさんの乙女心をもてあそぶプレイボーイ毎週火曜日発売ですか!?」

　団長が便乗して騒さわぎだす。しかし今は俺も団長に構っていられない。何故なら面前には、美夜が魔女モード以上の妖よう気きをたたえて微ほほ笑えんでいるからだ。俺が美夜に何をしたのかイマイチ心当たりがないんだけど、ここは全力で謝あやまらねば！

「あの……、美夜、なんというかゴメンナサイ……」

「あら、正人さんは悪いことをした心当たりもないのに謝るんですか？」

　いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッッ!?

　どうすればいいの？　どうすればいいの俺!?　このグレートピンチに膝ひざがカタカタ震える。

　そんな俺を見て憐あわれんだのか、美夜はハァとため息をついて妖気を抑おさえてくれた。

「いいです。正人さんがいけずなのは知ってますから。……それで、正人さんは私に何をしてほしいんですか？」

「…………は、話が早くて助かる。まあ、説明するよりアレを見てもらえば一発でわかると思うんだが…………」

　俺は大量に噴ふき出でた汗あせを拭ふきつつ、背後のとある見苦しい集団を指さした。

「やぁだぁぁぁぁぁぁぁぁッッ！　拙者は男だぁぁぁッッ！　ぶらじゃあなんか着けたくないぃぃぃぃ!?」

「そ、総長、落ち着くんだＺＥ！　多分これは必要なんだＺＥ！」

　暴れる緩花とそれを抑えるタピ岡。そしてそれらの前でただオロオロするだけのスカディさん。それらが今美夜の目の前で展開されていた。

「…………ごめんなさい、よくわかりません」

　ですよねー。

「というか、誰ですあの子たち？」

「えーと、それはおいおい話すとして……」

　俺は緩花の肩を掴つかんで美夜の前にもってくる。

「美夜には、この子のブラジャーを買うのを手伝ってほしいんだ」

「はあ」

　美夜がキョトンとするのも仕方がない。

　何故それに自分が呼ばれたのかと。ブラなど勝手に買ってくればいいではないか、と美夜は思うかもしれない。しかし、ただの女性用下着といえども緩花にとっては初ブラジャー。どうやら緩花はマジでこの歳としになるまで一度もブラを着けなかったらしいのだ。

　そのため、不慣れな緩花のために適切なブラジャー助言者が必要だろうと思われるのだが、男の俺にはブラジャー知識など皆かい無むであり。団長はお尻しり以外に興味はない。タピ岡は昨日まで男だとばかり思っていたのだから下着について聞くのはなんかヤダ。

　こうなっては、外から増ぞう援えんを頼むしかないということになり、そして、こういう時頼たよりになりそうな女性を、俺は美夜しか知らないのだった。

　しかし待て、俺の傍そばにはもう一人、頼りになりそうな女性がいるのではないか、という意見もあるかもしれない。

　そうスカディさんだ。たしかに彼かの女じよも年ねん齢れい的てきには美夜と同じ。そっち方面の知識も豊富かと思われるが……。

「……どうしました、正人中尉？」

　俺の、スカディさんの特定の一部分に注がれる視線。極きわめて控え目めなそこへの視線に、スカディさん本人も気づいたようだった。

「……小官はいたく自尊心を傷つけられました」

「正人さんが、今度はスカディちゃんの乙女心をもてあそびましたですよ!?」

　団長、人聞きの悪いこと言わんでくださいな!?

　俺たちがギャーギャー騒いでいる横で、緩花と美夜は初対面であった。

　岸我緩花。悪人名、鬼人シヴァ。

　橘たちばな美夜。悪人名、魔女モリガン。

　悪の世界の看板ともいうべき二人がこんなところで出会ってしまった。それを仕組んだのは他ほかならぬ俺なんだけど、一体何をやってるんだろう俺？

「……お初にお目にかかる。岸我緩花と申す。よろしくお願いいたす」

「……はい、私は橘美夜と言います。よろしくお願いしますね緩花さん？」

　お互たがい気づいていなかった。

　さもあらん。緩花は戦せん闘とう時、全身をくまなく覆うサムライダースーツで味方にすら正体を隠かくしているし、美夜も黒ドレス→白しろ無む垢くと、戦闘時の服装は普ふ段だんとかなり印象が違ちがう。

　双そう方ほう普ふ段だん着ぎでの初顔合わせ。互いの正体など想像もできないのだろう。

「……えっと、それでは緩花さんは、今日初めてブラジャーを買われるんですよね？　失礼ですけど、緩花さんはおいくつですか？」

「じ、十四歳だが？」

「まあ！　ダメじゃないですか、その年ねん齢れいまで何も着けないなんて。女性の体はデリケートなんですよ！」

「……だ、だって拙者は、男だし……」

　美夜の剣けん幕まくにビビったのか、緩花の言い訳が尻すぼみになっていく。しかしそれでも美夜は容よう赦しやがない。

「関係ありません！　いいですか、女性にとってブラジャーは重要なんですよ！　着けないとプロポーションが崩くずれてしまいますし、胸を保護するという点でも必要不可欠なんです！　私なんて、ブラがなかったら痛くて一歩も歩けないんですから！」

「はあ……」

「それはまあだＺＥ……」

　スカディさんとタピ岡が、美夜の巨きよ大だいな魔ま乳にゆうへ注目する。

「何処どこを見てるんですかっ!?」

　慌てて胸を隠す美夜だった。

「……わかりました。そういうことなら不ふ肖しようこの私が責任もって緩花さんのブラジャーを選ばせていただきます。さ、行きましょう！」

「え!?　イヤあの拙者は……!?」
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　美夜は、緩花のことを有う無むも言わさず引っ張っていく。

　説明が遅おくれたが、ここは駅前のショッピングモール。緩花の下着購こう入にゆうを目的として来たわけだから当然っちゃ当然だが、その婦人服売り場へ俺たちは直進する。
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「……で？」

　着いた途端、売り場の店員おねーさんからメンチきられた。何故？

　このおねーさんには見覚えがあった。いつだったか俺と美夜がショッピングに来た時に、美夜にスキニ―ジーンズを勧すすめやがった人だ。

　そのおねーさんが、店員のクセに営業スマイルすらしてこねえ。

「……ちょっと彼かれ氏しクン？」

「え？　俺ですか？　……ぐぼっ!?」

　店員のクセに俺に腹パンかましやがった!?　どういうこった!?　これ訴うつたえたら確実に賠ばい償しよう金きん取れるよね!?

「ったくこの子は、やたら福縁えんに恵めぐまれてると思ったらナニ団体さん引き連れてんの？　こないだはたった一人だったっつーのに戦果目覚ましすぎるわ！　どんだけ撃げき墜ついマーク増やしてんのよこのリア王が！」

　酷ひどい誤解を受けていた。

　しかし誤解も仕方がないと諦あきらめるべきなのか？　俺の後ろには美夜、緩花、タピ岡、スカディさん、団長と五人の美少女が並んでいる。

「あの店員さん……、そのことはどうでもいいのですが……」

　と美夜。今回俺に対して厳しくない!?

　腹パンで悶もん絶ぜつしている俺を無視し、美夜は今回の来店の趣しゆ旨しを、店員のおねーさんに説明する。

「なるほど……、ないしょのつぼみ、初めてのブラ編、か！」

　このおねーさん何もわかっていないと見た。

「そーいうことなら、うら若き少女たちの健すこやかな成長を、お店側としてサポートさせてもらいましょ？　じゃあまずサイズを計ろーか。ちょっとー？　マリちゃーん？」

「ヘイ、ＢＯＳＳ」

　何故か店員のおねーさんは新たに別の店員のおねーさんを呼んだ。

「ちょっとこの子のおっぱい測ってくんない？　トップバストからアンダーバストまで正確に、一ピコメートルの誤差もなくねー」

「オーケー、ＢＯＳＳ」

　そして店員のおねーさん・其その二が、メジャーでおっぱいの周りをグルリと囲む。

「……あの、何故私を測っているんですか？」

　しかしメジャーは何故か美夜のバストを囲っていた。そして店員のおねーさん・其の二が表情をしかめる。

「…………こないだ測った時から二センチ増えてる」

「「「!?」」」

　一同に緊きん張ちようが走った。

「間ま違ちがいないッス。この巨乳っ子、前に来た時にもサイズ測らせてもらったから、記録がしっかり残ってるッス。この前は九十三センチだったッス」

　新しく現れたおねーさんの信しん頼らいある証言であった。

「美夜女史……」

　スカディさんから、それ相応の冷たい視線が美夜へ飛ぶ。

「ちょっ、違いますよ！　たしかに最近お胸が張って痛いなー、とか思いましたけど！　成長痛とかじゃないですよ!?」

　賑にぎやかだなあ。しかしこんな会話、男の俺からすれば耳に毒どころの話じゃない。居い心ごこ地ち悪さがハンパないので、一時離り脱だつして本屋で暇ひま潰つぶしでもしてようか。前回の美夜の時と違って今日は人が多いから、俺一人いなくても問題ないだろうし。

「正人さんどっか行くですか？　じゃあ私もご一いつ緒しよいたしますです」

　と言って団長がついてきた。意外だな、こんなに綺き麗れいどころが一堂に会しているのに、団長がそこから離れようとするなんて。

「………………おっぱいの話に興味はないですよ」

　ケッと、団長は女の子にあるまじきマジ舌打ちをした。さすがおしり団団長、団長にとっておっぱいは敵か。

「おっと逃がすまいぞー。アンタも測ったげるからこっち来なさい」

　旧い方の店員おねーさんが、目ざとく団長のことを抱だきかかえた。

「やーめーるーでーすーッ！　はーなーすーでーすーッ！　おっぱいなんか消えてなくなればいーんですーッ！」

「アンタのおっぱいは充分消えてなくなってるじゃない。小っさいからって気にしないの。言うでしょ？　貧乳は希少価値だ、バッドステータスだって！」

　毒や麻ま痺ひと同じ扱あつかいになっとる!?

「はーなーすーでーすーッ！　えーくー〇ーでーすーッ！　宇宙の法則が乱れるですーッ！」

　恐ろしや店員のおねーさん。歩く小型爆ばく弾だん低気圧と呼ばれる団長を完全に手玉に取っている。

　まあ、あっちも商売でやってるんだから。売り場に踏ふみ込んだ者は残らず客とみなすのは当然か。緩花のブラだけを買いに来たからって、それを鵜う呑のみにしてたら販はん売ばい員いんとして一流ではないのだろう。

「ふふふ、お客様は神様だからお恵みあれ、がモットーよー」

「さー、測るよー。今宵のメジャーはおっぱいに飢うえておるわ―」

　一人目のおねーさんが笑い、二人目のお姉さんのメジャーが唸うなる。そして、一通り計測した結果が……。

　美夜。

　タピ岡。

　緩花。

　スカディさん。

　団長。

「並べるなッッッッ!?」

　蚊か帳やの外の俺が思わず叫さけんでしまった。何故並べた!?　何順だソレッ!?　この店員のおねーさん、やることがいちいちフリーダムすぎるわ！

「あはははは、いーじゃない彼氏クン。乙女おとめの秘密を知ることができたんだから役得よん」

　バンバン背中を叩たたかれる。完全に店員ペースだ。

　……しかし、美夜が一番は納なつ得とくだが、まさかその次にタピ岡が来るとはな。あやつ隠れ巨乳だったのか。

「八十七センチのＦかー。日本人にしちゃ大きい方よね。それでもまだ一番の子には勝ててないってところが驚きよう異いだけど。胸囲だけに」

「へぇー、そうなんだＺＥ？　よくわかんないけどスゲェーＺＥ！」

　タピ岡はいつものようにあっけらかんだった。

　そして、そのタピ岡から大きく後退したところで、緩花とスカディさんが僅きん差さで争あらそっていた。軍配は、今回は緩花の方に上がったらしい。

「…………」

「…………」

　二人とも押おし黙だまってコメントを差さし挟はさみづらい。

「……小官には関連性のない話題です」

　スカディさんがボソリと言った。

「小官は兵士です。兵士とは軍務を達成するために使用される道具です。小官にとっては正人中尉の剣けんとなり盾たてとなることが至上の喜びであり、よって小官に胸の大きさなどは評価基準になどなりえない。まして大きすぎて動作の邪じや魔まになる可能性を考こう慮りよすれば、むしろネガティブな評価基準となりえるのです。小官は兵士ですので、その価値は任務の達成能力によって決まるのです」

　スカディさんもう喋しやべらないで！　なんかもう見てられない！

「にゃー！　もーヤですーッ！　せっかくふんどし尻でテンションＭＡＸだったのに、おっぱいのせいで台無しですーッ！」

　氾はん濫らんするおっぱい情報に団長もおかんむりだ。その態度に店員のおねーさんが商売人らしい目の輝かがやきを放つ。

「アラアラ、このチビッコはお尻の方がお好み？　マニアねー。ならこうしましょ」

　美夜。

　スカディさん。

　タピ岡。

　緩花。

　団長。

「並べ直すなッッッ!?」

　何を基準に並べ直した!?　なんかスカディさんが二位に浮ふ上じようしたんだけど!?　その理由を聞くのが怖こわすぎる！　何もなかったことにしてあげたい！

「スポーツ尻は意外に大きいのです！　おしりの筋肉である大だい臀でん筋きんは、短たん距きよ離り走などにおいて重要な役割を果たすのです！　スカディちゃんは百メートルを十三秒で走るんだから、おしりにたんまり筋肉があるのは当然なのですよ！　小さく引ひき締まっているのは、ミャーさんの巨尻と比べるからです！」

　あ、なんかスカディさんが無言で沈しずんだ。なんか色いろ褪あせてきている!?　スカディさんがセピア色になってきてるよ？

「私と比ひ較かくしたら誰だれでも小さいんですねー……」

　こっちでは美夜がダメージを受けてる!?

「よぉーーーし！　おかげでテンションＷ字回復ですよー！」

　団長、それを言うならＶ字回復ですよ。Ｗじゃ無む駄だにテンションが乱高下しとるじゃないですか。一回下がり上がりしただけじゃダメなんですか？

「正人さん！　この店ＧＪです！　最初はおっぱいのことばかり話してマジウゼーでしたけど、違いのわかるいいお店だったのですよ！　老し舗にせです！」

「あらー、嬉うれしいこと言ってくれるじゃない？　そんなにおだててくれるなら、こっちもいい気になってみようかしら。お望みの商品バンバン出だしたげるわよ？」

「それでは！　今回のテーマであるふんどしを倍プッシュなのです！」

「ふんどし？　だったら当店では六尺褌ふんどしから越えつ中ちゆう褌ふんどし、もっこ褌、黒くろ猫ねこ褌ふんどし、九尺褌など、豊富に取とり揃そろえておりますが？」

　どこに向かおうとしてるの、この婦人服売り場!?

　まずい、団長とこのおねーさんを出会わせたのは、どうしようもなく失敗な気がする。しかし悔くやんだところで人生にセーブポイントなどはなく、俺おれは真っ向からこの二人の暴走を止めなければならないのだった。

「まさにグッジョブです！　それではみんなで、ふんどしを試着してみるのですよーー！」

　あ、タピ岡と美夜とスカディさんと緩花が捕ほ食しよくされた。

「え？　あ、ちょちょちょ、ちょっと待てだＺＥ!?　ふんどしってことは、総長とペアルックだＺＥ!?」

「やめてください！　同じ衣類を着たらまた比較されるじゃないですか!?　もう大きいとか、大きいとか、大きいとか言われたくないんです！」

「ですから小官は兵士ですので……！」

「拙者もでござるかーーー!?」

　四人は団長にガッシリ掴まれて試着室へ引きずり込まれていく。こういうときの団長の腕わん力りよくは改造人間並みだ。

　やがて全員が試着室のカーテンに隠れ、見えなくなってしまった。

「………………」

「元気なチビッコねー」

　言葉をなくした俺の横で、店員のおねーさん・其の一がカラカラと笑った。

　試着室のカーテンの向こうで何が行われているかは俺にもわからない。しかし男の俺おれが絶対に覗のぞいてはならないことが繰くり広ひろげられているのは確かだった。

　少しして、カーテンの向こうから店員のおねーさん・其の二が出てきた。

「ねーねー、おにーさん？」

　なんか俺に話しかけてきた!?

「ちょっと聞きたいんだけどさ。君が最初に連れてきた彼女、そう巨乳の。もんのすごい勝負パンツ穿はいてたんだけど、心当たりない？」

「ないよ！」

　ないよ？　…………ないよな!?




　　　　＊　＊　＊




　それからなんとか軌き道どう修正に成功した。

　今回服屋にやってきた第一の目的は、緩花のブラジャー選び。その本来の目的を思いだして今、美夜が当人と一緒に頑がん張ばっていらっしゃる。

「おやめくだされ！　武士の情けでござる！　おやめくだされ美夜殿どの！」

「……緩花さんッ！　もう暴れちゃいけません！　お肉がカップから逃にげるじゃないですか！」

　試着室のカーテン一枚の向こうから、なんとも艶なまめかしい言い争いが聞こえてくる。

　現在試着室の中にいるのは、美夜と緩花の二人だ。緩花本人がかたくなにブラジャー着用を拒きよ否ひするため、美夜が一緒に入って無理やり着せている。

　っていうか何故なぜ俺は、それを試着室の真ん前でカーテン越ごしに見守っているんだろう？　ここに立ってるだけでＨＰがガリガリ削られるんだけれども！

「…………ふう、お待たせいたしました」

　着きせ替かえが終わったのだろう、美夜がカーテンを開けて試着室から出てくる。一仕事成なし遂とげた顔をしていた。

　その後に続いて緩花も出てきた。当然ながらちゃんと服は着ている。肝かん心じんのモノは、その下にキッチリ装備済みのものと思われる。

　あからさまに胸元を押さえ、口をもごもごさせていた。

「……お胸が、窮きゆう屈くつにござる……！」

　実際、緩花の声音はとても窮屈そうだった。

「すぐに慣れます。女であれば誰でも経験していることなのですから、緩花さんだけが耐えられない謂いわれはありません」

「そんなことないでござるよ！　脇わき腹ばらの肉までムリヤリ中に押し込んで！　窮屈でないわけがないのでござるよ！」

　美夜の世話焼きな様子は、なんだかお母さんのようだった。しかもちょっと躾しつけ厳しめの。緩花が見た目子供っぽいのも相まって、ますます母子に見えてしまうのは彼女らにとって幸なのか不幸なのか。

「仕方ないわよー、七十七センチのＢカップだったら、其そ処こ彼か処しこからお肉を集めてこないと谷間なんてできないし。……まあ何もしなくても胸元がマリネリス峡きよう谷こくな子もいるけど」

「私を見ながら言わないでくれますかッ!?」

　店員のおねーさんからの視線に、九十三センチから九十五センチにバストアップしたという美夜が身を竦すくませた。

　ちなみに団長ら他のメンバーも、別のところで自分たちの買い物に精を出している。

「……と、ゆーわけで！　ゆるニャンさんのふんどし尻をよりアメージングにするためには、やはり和装だと思うのですよ！　ふんどしコーディネートに、お祭り用ハッピをチョイスしてターンエンドです！」

「それでは基本に忠実すぎな気がするＺＥ！　オレ様のターンドローだＺＥ！　ここはあえて総長に少女風甘あまロリドレスをエクシーズ召しよう喚かんだＺＥ！」

「そんな邪じや道どうがアリだと思ってるのか!?　です！」

「うるさいＺＥ！　重力に縛しばられた旧人類めだＺＥ！」

「……波なみ美み、タピ岡女史、他の客の迷めい惑わくもありますのであまり煩うるさくしては……！」

　俺の目の届かない場所で楽しくやっているようだった。

　しかし今は緩花だ。

「承服しかねるでござる！」

　緩花は駄だ々だっ子このようにシャウトした。

「拙せつ者しやは誰にも負けぬ天下無む双そうの男児でござる！　このようなチャラチャラした場所で、チャラチャラしたものを買い求める所以ゆえんなどない！」

「お前は既すでにモリガンに負けてるじゃねーか天下無双」

「うぐっ!?」

　俺が指し摘てきしてやると緩花は覿てき面めんに押し黙るのであった。なんでこうすぐに反論が思おもい浮うかぶ不用意な発言をするかな。

「し、しかしでござるな。拙者が男であることと、モリガンに惜せき敗はいしたことは、無関係では……!?」

「男は天下無双で誰にも負けんのだろう？」

「うぐぐっ!?」

　またしてもツッコミ容易な発言だった。しかも昨日のモリガン＝美夜との勝負は惜敗じゃなく、惨ざん敗ぱいだろう。往おう生じよう際ぎわの悪いイメージ修正してんじゃねえよ。

「正人さん……。この子まさか……？」

　俺の隣に控ひかえていた美夜が、おずおずと俺に尋たずねてくる。

　まあ気づくよね、ここまで核かく心しん的てきなことを繰り返かえし騒ぎ立たててたら。

　というわけで、緩花がどこの誰なのかわかっちゃったらしい美夜。

「……この子しばき倒たおしていいですか？」

「なにゆえかッ!?」

　唐とう突とつかつ不ふ穏おん当とうな発言に、緩花は心から当とう惑わく。

「私は正人さんにすべてを委ゆだねていますので口出しいたしませんが。…………正人さん、一体何がどうしてこうなったんですか？」

「こっちが聞きたいくらいさ！」

　他に答えようのない俺は、せめて堂々と胸を張るくらいしかできなかった。

「長年の宿敵が、こんな可愛かわいい子だったなんて。こんな、機会さえあれば縊くびり殺そうと思っていた相手が、こんな、可愛い、愛らしい……」

「み、美夜……？」

「正人さん！　この子によもぎ餅もちを作ってあげてもいいですか!?」

「しっかりするんだ美夜!?」

　なんか美夜が、緩花の可愛さにやられた!?

　そして待つんだ美夜。よもぎ餅なんてなんかお婆ばあちゃんみたいだぞ!?　孫から「ケーキの方がいい」とか言われて敬遠されるのがオチなんだ!?

「……とにかく！　拙者はぶらじゃあなど御ご免めんこうむるのでござるよ！」

　緩花は、トップバストや肩かたや脇わきがムズムズするのか、妙みように総身をクネクネさせている。

「拙者は男にして、天下無双を目指す武士にござる！　その武士たる拙者がこんな破は廉れん恥ちなものを身に着けるわけにはいかぬのでござる！　剣の道の障さわりとなろう！」

　緩花の心はますます頑かたくなになって、聞かん坊モードに入ってしまった。俺も美夜も、これ以上どう説得していいのかわからずお手上げ状態だ。

　そこで、ここに居合わせるもう一人の人物。俺たちより数段大人で、しかもこうした手合いを丸め込むに打ってつけのスキルをもってるであろう人へ視線が集まる。

「…………え？　アタシ？」

　そうですよ！　こういう時こそいらないものまで買わせる店売員の腕うでの見せ所！

　お願い助けて！　という俺たちの期待に、店員おねーさんは仕方ないと、緩花に歩み寄った。

「ねぇお嬢じようちゃん？　アナタの心意気はよくわかったけど、その天下無双を目指す武士として、そうした頭の固い考え方はどうなのかしら？」

「どういうことか？」

　おねーさんからの問いかけに、緩花は反応する。

「かつて兵ひよう法ほうの偉えらい人はこう言った。『兵の形は水に象かたどる』と。固定観念に囚とらわれ、心も体も硬かたいまま戦えば、必ず敵に弱みを突つかれて負ける。だからこそ闘者は、心も体も自由自在でなくてはならない。水のようにどんな形にも変わり、高いところから低いところへ流れ、しかも誰もそれを堰せき止とめることはできない。無形で自在であるからこそ、水を砕くだくことは誰にもできない。それはつまり誰にも負けないってことよ？」

「……ううむ」

　今までひたすら煩く拒きよ絶ぜつするのみだった緩花が、黙り込んでしまった。

「たしかにそうした考え方は、我わが流派の極ごく意いにもある……」

「でしょー。大たい抵ていの武道には、そうしたもっともらしい文言が付いてるもんよ。固定観念にとらわれず。強くなるためなら男がブラジャー付けたっていいじゃない？　柳や生ぎゆう三みつ厳よしがブラを着けても、真さな田だ信のぶ繁しげがスク水を着ても、服はつ部とり正まさ成なりがメイド服でも、後ご藤とう基もと次つぐがふんどしでも……」

「ストップ！　ストップストップ！」

　話がヤバげな方向に行き始めたので、慌あわてて止める俺だった。

「自由すぎるのはいけないと思うんだ！　水が器うつわに注がれないと、飲んだり持ち運びしたりできないように！」

「あら、彼氏クンに上う手まいこと言われちゃったわ？」

　コロコロと笑うおねーさん。しかしこれで緩花の説得に成功したのだろーか？

「その話乗ったのですよ！」

　……と思ったら、今度は団長が乱入してきた!?　さっきまで向こうでタピ岡とデュエリストごっこしてたと思ったら！

「世界を革命する力をなのですよ！　今の正人さんたちのお話を総合するに、ゆるニャンさんに女の子な衣装を着せれば、ゆるニャンさんのぱわぁー・あっぷ！　に繋つながるのですね!?」

　え？　そういう話だったっけ？

「ならば私からは、このお祭り用ハッピをお勧めするのですよ！　ふんどし尻じりにもっともマッチする和の装いをオーバーレイです！」

「だからそーいう守りに入った傾けい向こうは承服しかねるんだＺＥ！　ここはオレ様の全力を懸かけて、清純無む垢くなヴィクトリア風ドレスをチョイスだＺＥ！」

　タピ岡まで!?　っていうかコイツのお勧めする服の傾向は、ふんどしとか関係なしに緩花に着せたい服な気がする。

「あっ、じゃあ私はこの夏のお嬢じよう様さま風ワンピースを緩花さんに着せてみたいです。私じゃ、こういうの似合わないんですけど、緩花さんは可愛いからきっと映はえます」

　美夜すら便乗しだした。

「小官は、この犬風着ぐるみパジャマを」

　となるとスカディさんも。ここぞとばかりに『自分でも着てみたいけど恥はずかしくて着れない』的なのをチョイスしてきやがった。

　様々なカワイイ（？）系アイテムに追おい詰つめられていく緩花。

「何を勝手に言っておるか貴様ら！　袖そでを通さぬぞ！　拙者はそんな柔にゆう弱じやくな衣服、絶対袖を通さぬぞ！　そんなことをしては拙者の男がすたるのでござる！」

　と、豪ごう語ごした緩花であったが……。
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　結果はこのザマだよ。

　買い物から帰ってはや三日、俺の眼下には打ちひしがれる緩ゆるや花かの姿があった。

　その格かつ好こうはワンピース。

　少女趣しゆ味みなデザインが、しかも緩花にとっては哀あわれなことに大変似合っている。

　対美み夜や……というか対モリガンのための修しゆ行ぎようを続ける緩花。その方法は同じ『千オーバー越・サウえザンド』であるスカディさんからの一方的なシゴキに耐たえること。しかしそんな超ちようハードな修行に心身が無事でいられるわけがなく、一息つくころにはズタボロになって指一本動かせない状態になり、そこを狙って団長が襲おそい掛かかり、強制的に少女な服にお着き替がえさせられるのだ。

　もちろん着替え中、男の俺はちゃんとアッチを向いてるよ。見よこの気配り。本当に気配りできるんなら着替え止めろって話でもあるが。

「なんで拙者がこんな目に……？」

　緩花は、不思議の国のアリス風ワンピースな服装で地に膝ひざを屈くつしていた。自身の無様さが余よ程ほど堪こたえているのであろう。

　だが、そんな萎しおれきった緩花であるが、正直言って可愛い。

　元々スラッとした体型だからワンピースがよく似合い、田舎いなかですれ違った純じゆん朴ぼく少女という風ふ情ぜいだ。素材も、いまだ幼さを残す美人顔。街中に放ほうり込めば大抵の男は振ふり返る可愛さだった。

「くそ……、何を見ている？」

　その涙なみだの溜たまった目め尻じりがまた充じゆう分ぶんにポイントが高い。

「……笑ってるんだな？　この無様な拙者の姿を心の中で笑っているんだろう。力及およばず、修行も不調で、こんな婦女子の格好をさせられた拙者を笑っているのだろう！」

　いかんなー、失敗が込んでかなり後ろ向きになっている。

　実際、修行が始まってからの三日間、緩花はスカディさんにコテンパンにのされまくり。

　そのたびに学校とかそっちのけの団長襲しゆう撃げき。「今はゆるニャンさんがマイブームなのですよー！」と言ってお祭り用ハッピ、洋風ドレス、ワンピース、着ぐるみパジャマ、色々強制的に着替えさせられているのだった。

　散々たる結果というべきだが、大体ＭＴ値一〇〇〇以下の通常能力者が、『千オーバー越・サウえザンド』を相手に連続スパーすること自体、無む謀ぼうな挑ちよう戦せんだと言わざるを得ないのだ。

　何度も何度も打ちのめされて、緩花の苛いら立だちは極限まで達しているようだ。

「総長！　落ち込まずにガッツだＺＥ！　パワフル魂たましいだＺＥ！」

　脇に控えていたタピ岡おかが駆かけ寄よってくる。

「総長なら絶対強くなってシャーウッドのモリガンを倒せるＺＥ！　諦めないでスマイルハッピーだＺＥ！」

「うるさい！」

　差し伸のべられようとしたタピ岡の手を、緩花は叩き落おとした。

「お前に拙者の何が理解できる!?　失うせろ！　剣の道に同情などいらん！」

　追いつめられて完全な自閉モードだ。

「……正まさ人と中ちゆう尉い、いかがいたしましょう？」

　ついさっきまで緩花のことをコテンパンにしていたスカディさんが空から降りてくる。エメラルド色のＭＴアームズを解除する。ということは俺の返答もすでに予測済みなのだろう。

「一休みしましょう。当人である緩花があのザマじゃ、どうにもなりません」

　緩花もしばらく一人にしてクールダウンさせた方がいいだろう。

「タピ岡、行くぞ」

「お、おうだＺＥ……」

　緩花にもその旨むねを告げて、俺たちは修しゆ行ぎよう場ばであるマッドエンペラー集会所の駐ちゆう車しや場じよう跡あとから一時離はなれる。

　俺とタピ岡とスカディさん、三人並ぶとその話題は、自然一人のことに集中するのだった。

「……なあ正人、総長は、モリガンを倒せるんだＺＥ？」

「無理だな」

「えっ？」

　俺の即そく答とうに、タピ岡はいかにも意外といった顔つきで俺のことを凝ぎよう視しする。

　しかしそんな「ナニソレッ!?」って顔をされてもこっちが困る。元々、ＭＴ値一〇〇〇以下の通常能力者が『千オーバー越・サウえザンド』に勝てないのはＭＴ世界における絶対法則。

　その常識が一週間足らずの訓練でどうにかなるはずがないのだ。

「で、でも、そこのカッチェー姐ねえさんもＭＴ値一〇〇〇以上あるんだＺＥ！　その姐さんに訓練相手になってもらえば……！」

「その件ですが、正人中尉……」

　話を振られ、スカディさんも議論に加わる。

「正人中尉は、いつまでこの無意味な訓練を続けるおつもりなのでしょうか？」

「えええぇッ!?」

　タピ岡がまた「ナンスカソレッ!?」という顔をした。

「『千オーバー越・サウえザンド』に対たい抗こうするためには、同じ『千オーバー越・サウえザンド』を相手に模も擬ぎ戦を重ねる。……その方法論は一見理にかなっていますが実は大きな間違いです。何な故ぜなら、一口に『千オーバー越・サウえザンド』と言ってもその特性は千せん差さ万ばん別べつなのですから」

　スカディさんの指摘はまったくもって正しい。

『千オーバー越・サウえザンド』とは、その力の源となるＭＴエネルギーが通常能力者より一桁けた違ちがう、膨ぼう大だいなキャパシティ保持者のことだ。

　その『千オーバー越・サウえザンド』たちの使うＭＴ能力――ＭＴアームズは、ＭＴスキルを遥はるかに越える高位能力。その威い力りよくは兵器アームズの名に相応ふさわしく強大で、しかも各人によってまったく特色が異なる。ＭＴ能力者がいかなる能力をもつかは、当人の性格、個性に影えい響きようを受けるからだ。

　結果、世界中でたった三人（＋規格外一人）しか確かく認にんされていない『千オーバー越・サウえザンド』も、まるで各自が別種の生き物であるかのように、それぞれ特性はまったく異なる。

　たとえば今俺の隣となりにいるスカディさんの能力『ブリュンヒルデの鎧よろい』は、膨大な『千オーバー越・サウえザンド』のエネルギーをすべて推進力に利用し、人の身でありながらジェット戦せん闘とう機き並みの超ちよう速そく移動を実現させた『最速』の能力者だ。

　そのトップスピードは理論値でマッハ三。ちなみにそれ以前、公式な実験において他のＭＴ能力者が出した世界最速記録は時速百五十キロメートルだ。これは、『千オーバー越・サウえザンド』と通常能力者との間にどれだけの差があるかを示す、明快な一例でもある。

　またちなみにマッハ三は、時速に直すと約三千七百キロメートルです。

　話が逸それた。つまりはスカディさんは常識を遥かに越えて速いＭＴ能力者なわけだが、それに対し、もう一人の『千オーバー越・サウえザンド』である美夜の『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』は、この世にあるすべてのエネルギーを吸収してしまう能力。ＭＴエネルギーはもちろん、熱エネルギー、運動エネルギー、電気エネルギー、光エネルギー。すべてを美夜はその身に受け入れ、無効化してしまう。

　それはつまり、いかなる力をもってしても美夜を傷つけることができないこと。

　防ぼう御ぎよという一点において完かん璧ぺきを実現させた能力。美夜の『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』の特性は『絶対防御』と言うことができる。

『最速』と『絶対防御』。『千オーバー越・サウえザンド』はそれぞれが独自の最強の形をもっている。

　ＭＴアームズは一つ一つがまったく別種と言わざるをえない。

「同じ『千オーバー越・サウえザンド』といえども小官のＭＴアームズと美夜女史のＭＴアームズでは何もかもが異質であるというのに、小官を仮想敵として美夜女史への対策を練るのは、砂さ漠ばくでソビエト攻こう略りやくの訓練をするようなものです。方向性を誤っていると判断せざるをえません」

　これまたスカディさんが正しい。

　スカディさんを相手にどれだけ訓練したとしても、それによって得られるのは『スカディさんの能力に対抗する経験』であって、美夜の能力への対策にはならない。

　何度も言うが、スカディさんの『最速』と美夜の『絶対防御』はまったく別種の最強なのだ。

「うぅ、だＺＥ……」

　話を聞いていたタピ岡は深刻そうなうめきを上げた。

　それにしても美夜は、味方としては頼たのもしいばかりだが、敵に回すと難なん攻こう不ふ落らくこの上ないな。イヤ、敵に回す必要は微み塵じんもないんだけど、緩花の願いを聞き届けてやる限りはそこを目指さなくちゃならない。

　しかし、まさか本当に美夜を倒させるわけにもいかないし、本気で倒そうと思っても不可能なので、こうしてお茶濁にごしな特訓で時間を稼かせぐしかないわけだけども。

　……ホントに何をやってんだろうね俺は？

「その場の雰ふん囲い気きに流されて目的を見失う！　いつもの正人さんクオリティです！」

「おや団長、今までどこにいたんですか？」

　そして物もの凄すごく不本意なことを言われた気がしたのだが。

「新しいゆるニャンさんの衣装を取りに行ってる間に休きゆう憩けいになってました！　見てください正人さん、今度はこのネコ耳を着けようと思うのです！」

「ネコ耳はオプションじゃないですか？」

「あえてメインがネコ耳なのですよ！　裸はだかネコ耳という新境地です！」

　鬼おにでしかなかった。

「波なみ美み、休憩に入りましたので一緒に遊びましょう」

「ホントーですかスカディちゃん!?　じゃあ向こうで『ロードトレーラーだ！　ごっこ』をやるのです！」

　などと言いつつ、団長とスカディさんは連れだって余よ所そへ行ってしまった。

　まあ休憩時間だから各自思い思いに過ごしてくれていいんだが、そうしたら俺はタピ岡と二人きりになり、なんか気まずい空気になってしまう。

「…………」

「……だＺＥ～♪」

　イヤ、別にタピ岡と仲悪いわけじゃないんだがな。しかし、初めて会った時に男装していて、百％男と認にん識しきしていたために、女だと判明してから対応に困るんだよ。

　緩花の場合は、本格的に親しくなる前に性別バレしたおかげで、そうギャップに苦しまずに済んだが、タピ岡の場合は三日経過した今でも慣れない。

「そういえばお前……」

「ん？　なんだＺＥ？」

　タピ岡が、男のころから変わらぬ人ひと懐なつっこげな瞳ひとみで見上げてくる。

「……男の格好やめたんだな」

　そう、今俺の隣に並んで歩くタピ岡は、外見も完全に『女』だった。

　出会った当初は、時じ代だい錯さく誤ごかと思わせる長ランに戦せん艦かんリーゼント。それが今はまったく様変わりして、キャミソールの上からデニムジャケットを羽織り、下はぴちぴちミニスカートと、ちょっぴりワイルドな女の子仕様になっている。

　下ろした髪かみはボトムに届く長さでほんのりウェーブがかかっていて、それだけがかつてのリーゼントの名な残ごりだった。

「……ん？　何見てんだＺＥ？」

　イカン、タピ岡にジロジロ見てるのを悟さとられた。意識してるとか思われたくないな。なんかうまい言い訳があるだろうか？

「………………ミニスカだから、パンツ見えそうだなって」

　何言ってんの俺!?

　俺は女Ｖｅｒバージヨンのタピ岡と並んで歩くことで、そこまでテンパっていたのか!?　動どう揺ようを隠かくそうとして、さらに事態が悪化してんじゃねーか！　ただのセクハラだ！

「それならダイジョーブだＺＥ！　オレ様レギンス穿いてるから、めくれても見えないＺＥ！」

「どちくしょうッ！」

　心の底からどちくしょうだよ男の夢を嘲あざけりやがって。

　短パンは許せる。スパッツも許せる。ブルマはむしろご褒ほう美びだ。しかしレギンスだけは許せねえ、レギンスなんか地上から滅ほろべ！

「ガッカリすんなだＺＥ！　これ見て元気出せだＺＥ」

　と言ってミニスカをみずから捲まくり上あげ、その中身をさらけ出す。

　おい。

「心配ナッシンだＺＥ！　パンツじゃなくてレギンスだから恥ずかしくないＺＥ！」

「お前、レギンス穿いてないぞ？」

「ＺＥ？」

　とタピ岡は自分の股こ間かんを見下ろす。そこにはフツーにミントブルーの縞しまパンが神聖なる輝きを放っていた。

「うにゃーーーッ!?　今朝穿くの忘れたっぽいＺＥーーーーーッ!?」

　何をやってんだろうこの子は!?

　イヤ、タピ岡だけでなく俺も当然ビックリだが。

「うう……、チョイ恥ずだけど、見たのが正人だけってことでセーフにするＺＥ……」

「なんでさっ？」

　何故俺だとセーフになる？

「だって、正人とオレ様はダチ公なんだＺＥ！　ダチんこ同士なら裸の付き合いという言葉もあるし、裸で付き合うぐらいならパンツぐらい何するものぞだＺＥ！　あ、むしろ裸の付き合いなら、ダチ公たる正人にパンツの中身も見せるべきかだＺＥ？」

「ここは遠えん慮りよしておきます！」

　俺は、今晩あたり『男女間での友情はありうるか？』というありがちな命題について本気で検討すべき必要性に駆られた。

「……て言うかさ。そんな間ま違ちがうぐらいなら男の格好のままの方がよかったんじゃないか？　でないと間違われるこっちの理性に負担が、と言うか……」

「いいや！　これは総長のために必要なことなんだＺＥ！」

　緩花のために？　どういうこった？

「だって、総長もいつかは女だってバレるかもだＺＥ？　だからその前にオレ様が正体明かしとけば、総長の時もそんなに騒さわぎにはならないはずだＺＥ！」

　なるほど、そういうことか。

　現在のところ、マッドエンペラーの総長たる鬼き人じんシヴァ＝緩花が可愛い女の子であることは組織では知られていない。知ってるのはせいぜい俺とスカディさん、団長、そしてこのタピ岡ぐらいだ。

　万が一、緩花の正体がメンバーにバレたとしても、タピ岡がこうして前例を作っていれば、多少は衝しよう撃げきを和やわらげることもできる、という配はい慮りよか。

「……正人、オレ様さ、総長のことが大好きなんだＺＥ！」

「ん？」

「前の、強くて怖こえェー総長もカッケーくて好きなんだけど、実は総長が女の子だってわかってもっと好きになれたんだＺＥ！」

　それは……ＬＩＫＥってことだよね？　ＬＯＶＥじゃないよね？
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「オレ様さ、自分がＭＴ能力者だってわかったとき、超ちよう燃もえたんだＺＥ！　選ばれた戦士っつーか、マンガのヒーローみたくなれた気がしたんだＺＥ！　……でもオレ様のＭＴ値は一〇〇ちょっとしかなくて、ＭＩＮＯＳミノスからも『こんなのイラネ』って言われて、期待してた分超ガッカリだったんだＺＥ！」

　ＭＴ能力にそんな夢を抱いだいているヤツは多い。

　現在都内には『ＭＴ能力を保有する未成年は正義の組織ＭＩＮＯＳに所属するべし』という条例が施し行こうされているが、それでも本当に例外なく、というわけではない。

　あまりにもＭＴ値が低い者、訓練によってＭＴ値が上がる見込みが薄うすい者は、ＭＴ適性なしとみなされＭＩＮＯＳへの入隊を認められない。

　タピ岡はそれに引っかかったのだろう。何せその弱いＭＴ能力には髪をセットする程度の使い道しかないのだから。

「それでもオレ様は諦あきらめきれなくて、悪の組織に入ることにしたんだＺＥ！　悪の組織でナ○トやル○ィみたいに大だい活かつ躍やくできたらと思ったんだＺＥ！」

　憧あこがれる対象がわかりやすいな。

「それで形から入って長ランやリーゼント決めて……。前は意識してないみたいなこと言ったけど、ホントは女だって隠したかったんだＺＥ！　バレたら舐なめられると思ってたから。でも、オレ様と同じでホントは女で、それなのにマッドエンペラーの総長やってるあの人は、超スゲーんだＺＥ！　あの人こそオレ様の目標だＺＥ！」

　タピ岡もタピ岡なりに、自分のリーダーを支えようとする想おもいをもっているのだろう。その想いがこの、先んじて自分が女であることを公表する配慮に繋がった。

「……あ、皆みんながいるＺＥ！」

　しばらく歩いて駐ちゆう車しや場じようスペースから外れると、屯たむろっているマッドエンペラーメンバーにも遭そう遇ぐうする。

「お、おう……」

「今日もきれ……、いい天気だな……」

　女の子モードのタピ岡に話しかけられるメンバーたちは一様にオドオドしていた。

　よかった。混乱してるの俺おれだけじゃなかった。

「……あ、副総長ちょりーーーっす！」

「「「ちょりーーーーーっすッッ!!」」」

　ゾクどもは挨あい拶さつに大層気合を入れます。

　ちなみに副総長というのは俺のことだ。成り行きでなってしまったマッドエンペラー副総長だが、今ではその肩かた書がきに随ずい分ぶん恩おん恵けいを貰もらってる気がする。

「副総長！　総長の特訓はどうスか!?」

「オレらマジ協力するッスから！　いつでも声かけてくださいよ！」

　とまあこんな具合だ。緩花の特訓をすると言って一いつ般ぱんメンバーを遠ざけられるのも、すべては副総長の権力ゆえだし、何かと助かるなあ。

「今は休憩中だ。……喉のど渇かわいたんだけど、水かお茶でもない？」

「……へっへっへ。副総長、ここは悪の組織ですぜ？　水とか茶とかぬりーッスよ」

　え？　そりゃまあ飲み物は『つめた～い』か『あたたか～い』の方がいいけど。

「悪には悪に似合った、ワルの飲み物があるッスよ！」

「ま、まさか酒……？」

　たしかに未成年の飲酒は悪だ。ここで酒を勧すすめられたら悪以外の何者でもないんだが、それはさすがにマズくない？　と思った俺の前にドスンと置かれた飲み物は、コーラだった。シュワシュワしていた。

「ジュースじゃねえか！　普ふ通つうにジュースじゃねえか!?　炭酸飲料が不良の飲み物なんていつの時代の価値観だよ!?」

「さ、さすが副総長、言うことが悪わりィスね。だったら、もっといいものを出ださせていただきまさぁ」

「な、何を出す気だ？」

「アンパンッスよ」

　アンパン!?　聞いたことがある、それは数十年前に不良の間で流行はやったというヤバイ薬物の隠いん語ごではなかったか？

「くらえ副総長！　これがアンパンだ！」

　ででん！

「マジモンのアンパンじゃねーか!?　小お倉ぐら餡あんを、練った小麦粉で包つつんでオーブンでチンしたパンじゃねーか！　なんでそんなもん出してドヤ顔できるんだよ!?」

「チッチッチ、わかってないッスね副総長。このアンパンをよく見てくんな。どっかで見たことのある形をしてませんかい？」

「ん？　……あぁ」

　メンバーが出してくれた正しよう真しん正しよう銘めいのアンパンは、その形が例のアンパンに由来する子供向けアニメヒーローの顔そのものだった。

「いいッスか副総長。あのヒーローは、毎回ピンチにオジサンから新しい顔を投げつけられて元気百倍ハンパねェー！　てなるじゃねえスか！　しかしここに新しい顔があるんスよ！　つまりオジサンの手元にはないんスよ！　ってことは、今週もうヒーローは新しい顔にチェンジできねえ！　悪役の勝利は確定だぜ！　パねぇッスよ!?　オレの悪の発想パねぇッスよ!?　ギャハハハハハハハ！」

「……フィクションなの」

「え？」

　俺の冷然たる一言に、高笑いしていたメンバーが、スッと静まる。

「あのヒーローはフィクションで、実際には存在しないの。セルに描かかれた絵にすぎないから実在のパンは必要ないし、第一そのパンは一種のキャラ商品だから物語の中の人物とは一いつ切さい関係ないの。パン屋にもたくさん並べてあっただろ？」

「だ……だったらオレの、毎週テレビに送っていた声せい援えんは？　バイバイキンの人勝てって一いつ生しよう懸けん命めい応おう援えんしてたのは……!?」

　お前そんなことしてたのか!?

　他のメンバーたちが、ショックを受ける一人を囲んで一生懸命慰なぐさめる。

「大だい丈じよう夫ぶだよダチ公！　お前の声はバイバイキンの人にちゃんと届いてるよ！」

「そうだよ！　お前の声援を受けてバイバイキンの人も今週こそバイバイＷｉｎって言うよ！」

　え？　なんで俺が一人悪役になったような雰囲気なの!?　ただ真実を告げただけだろ!?　と思う俺は『サンタクロースはいない』などと言って子供からガン嫌ぎらわれする父親になりそうな気がした。

「オ……、オレ様、代わりのカレーパン買ってくるＺＥ！」

　なんでだよ!?

　とにかく駆け去っていくタピ岡。取り残される俺。

　何だろうこの状じよう況きようは？

　敵であるはずのマッドエンペラーと親交を深め、味方であるはずの美夜の打だ倒とうに手を貸してしまっている。本当ならばおしり団の仲間たちのため、即そつ刻こくマッドエンペラーを潰つぶさなければいけないのに。

『その場の雰囲気に流されて目的を見失う』とか団長に言われるのも無理のないことじゃないか。

「そろそろ決断せんと…………」

　なんて黄昏たそがれていると、ふと背後に視線を感じた。背筋がゾクリとするような、悪意のこもった視線だ。

　振り向むくと、そこには見覚えのある顔……たしか戸ど袋ぶくろだったかいう人が、俺のことを無言で睨にらみつけていた。

　俺の周囲にいるメンバーたちもそれに気づいたか、煩わずらわしそうに唾つばを吐はく。

「……ケッ、戸袋のヤツ、またこっち見てるぜ？」

「ったくウゼェーよな、もう副総長じゃねえクセに……」

　戸袋は、俺が現れるまでマッドエンペラーの副総長だった男だ。

　成り行きから俺がアイツをぶちのめし、その流れで副総長の座が俺へシフトしてきたのだが。ならば睨みつけてくるのも当然か。さぞかし俺のことを恨うらんでいるのだろう。

　一応敵地の中で、俺を恨んでいるヤツがいると知り、とりあえずホッとする。

　よくわからない心理であったが、しかしホッとした時こそやってくるのかもしれない。最悪のトラブルが。そんな予感がした。




　――キキッ、とブレーキ音を上げて、一台の車が俺たちの前に停とまった。




「……なんだ？」

　俺もマッドエンペラーのメンバーたちも何事かと車に注目する。何の変へん哲てつもない日本車で、暴走集団であるマッドエンペラーの集会場に停まるにはあまりにも場ば違ちがいだ。

「道でも間違って迷い込んできたか？」

　しかし車体に刻みつけられたマークを発見した瞬しゆん間かん、俺の甘あまい憶おく測そくは吹ふき飛とばされる。剣けんと天てん秤びんをデフォルメしたそのマークは……。

「ＭＩＮＯＳのマーク……!?」

　正義の組織ＭＩＮＯＳ。ＭＴ能力という超ちよう常じようの力を取とり締しまるために、国が設立した治安維い持じ組織。

　俺たち悪の組織の天敵ともいうべき連中だ。

　つまり、あの車に乗っているのは……？

　後部座席のドアが開き、中年の男性が降車してくる。が、しかし……、え？　何アレ？

　降りてきた男は何というか、一目見て『人間か？』と疑いたくなるような風ふう体ていをしていた。

　まずでっぷりと太っている。蓄たくわえすぎた贅ぜい肉にくのせいで頬ほおは弛たるみ、目ま蓋ぶたは圧あつ迫ぱくされて糸のように細い。体全体のシルエットはウシガエルが直立しているかのようであり、歩き方もヨタヨタ頼たよりなげだ。間違いなく太りすぎ。

　しかし、そのでっぷりした体つきより俺の注意を引いたのは、ソイツの着ている白を基調とした制服だった。……アレはたしかにＭＩＮＯＳの制服!?

　この肥満体ウシガエル男は、細い目を眠ねむたそうに左右へ動かし、眼前に居並ぶ俺たちのことを見回す。

「ブェッヘッヘ……。思った通りのゴミの掃はき溜だめじゃのぉ」

　ウシガエル男は、アゴの贅肉をタプタプ揺ゆらす。

「人に仇あだなす悪の臭においじゃあ。人間の腐くさった心は、ソイツらの棲すみ家かまで腐ふ臭しゆうで満たすらしいのう。ブェッヘッヘッヘ……」

「んだとコラァッ！」

　キレて殴なぐりかかろうとするマッドエンペラーメンバーの一人を、肩かたを掴つかんで止める。

　俺は一同を代表し、ウシガエルの前へ歩み出た。

「……ここを悪の組織マッドエンペラーのアジトと知って入ってきたのか、ＭＩＮＯＳ？」

「気安く口を利きくでないわ、薄うす汚ぎたない悪人が。ワスは正義の組織ＭＩＮＯＳのお偉いさんじゃ。貴様らのような人間のクズをいつでも刑けい務む所しよ送りにできるんじゃ。口を慎つつしめい」

　……。

　イヤ、まだ怒おこるな俺。コイツが何しにマッドエンペラーのアジトへ来たか、それが明らかになるまではヘタに手出しすべきでない。

「まぁ貴様でもええわ。ここに緩花ちゃんがおるじゃろう。今すぐ連れてこい」

　え？

「聞こえんかったんか!?　難なん聴ちようか貴様は!?　このＭＩＮＯＳ広報部長、油あぶら多た奴ぬ目め夫おが命じとるんじゃあ。今すぐ緩花ちゃんを出さんかい！」




　　　　＊　＊　＊




「……おいッ！　大変だ緩花！」

　俺は慌てふためいて緩花の部屋へ飛び込んだ。

　鬼人シヴァの正体――緩花の存在は、彼かの女じよが統とう率そつするマッドエンペラー内部でもほとんど知る者がいない秘中の秘。それを何故ＭＩＮＯＳが掴んだのか、詳しよう細さいはわからないが由ゆ々ゆしき事態だ。

　ともかくも本人に知らせるべきと俺は走った。修行は休憩中で、緩花は集会場の一区画に設けられた私室にいることはわかっていたから。

　そのドアをノックもせずに開けると……。

「……ッ！　――――ッ!?　……ッッ!?」

　なんか鏡の前で蟷とう螂ろう拳けんしている緩花がいた？

　イヤ違ちがう。罰ばつゲームで着せられたヒラヒラワンピースのまま緩花は、自分のその姿を鏡で眺ながめ、興きよう味み津しん々しんだったり警けい戒かいしたりしていた。

「……ッ、…………ッ！　………ッファ!?」

　なんか、子こ猫ねこが鏡に映った自分を見て怯おびえているかのようだった。しかし緩花は、スカートの裾すそをツンと摘つまみ上げて、その場でクルッとターンしたりもしていた。

「…………」

　俺は、緩花の背後まで歩み寄ると、その後頭部をスパンとはたく。大声と共に乱入しても少しも気づきやしない緩花だったが、これでさすがに俺の存在に気がついた。

「ま、正人殿どの!?　拙せつ者しやに気配を悟らせずにここまで忍しのび寄るとは。貴き殿でん、穏行の達人か!?」

「お前がボサッとしとるだけだ！」

　ってかホントはお前その衣装気に入ってんじゃねえか!?　だからそうやって興味津々に鏡の自分を覗のぞいてるんだろう!?

　イヤ待て、今はそんなミニコントしてる場合じゃない！　現在起きている緊きん急きゆう事態を、早く当人に伝えなければ……！

「おーおー、こんなところにおったかい緩花ちゃん！」

「おわッ!?」

　俺の背を押おしのけて、あのウシガエルが部屋に乱入してきた。何勝手に入ってきてやがるコイツ!?　表で待ってろって言ったのに!?
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「ブェヘヘヘヘ！　なんじゃあ緩花ちゃん、やけにめんこい格好をしとるではないか♪　可愛かわいいのう、ヨダレが止まらんわいブェヘヘヘ！」

「なっ!?　油多殿!?」

　緩花は、ウシガエルの顔を見るなり、ゴキブリかナメクジにでも遭遇したかのような怯えた表情で、俺の後ろへ回る。

　何と言うか、緩花にしては珍めずらしい真っ当な女の子の表情だった。

「ブェッヘヘヘヘ！　その様子じゃとシャーウッドを潰すのは諦めたかいや？　まあそれでええわ。女の子は剣けん振ふり回まわすよりしおらしくしておった方が似合いじゃからのう！」

「油多殿！　ここへ何しに来た!?　ことが成じよう就じゆするまではできるだけ接せつ触しよくを控ひかえるべきと申したのは、おぬしであろう!?」

　……？　どういう意味だ？　まるで以前からこのＭＩＮＯＳ隊員と面識があるかのような口ぶり……？

「おうおう、そうじゃった。オイそこのゴミ、ここから出ていけ」

　ん？　俺のことか!?　ウシガエルは、その濁った目を俺に向け、シッシと動物を追おい払はらうような仕草をする。

「言われたことは一回で聞かんかこのクズが。ワスはこれから緩花ちゃんと大事な話をするけえ、二人きりになりたいんじゃ。それぐらい空気を読んで察さんかいボケ」

　いちいちヒトを見下すような態度であるが、どうすべきか俺は迷った。

　このまま、このブタＭＩＮＯＳに従って、緩花を残し退出するか。あくまで逆らい部屋に居い座すわるか。

「……………ッ！」

　ギュッと、体に強い圧迫感を覚えた。俺の背後に隠れる緩花が、俺の手を強く握にぎったのだ。

　まるで行くなと心で言うかのように。

「…………断る」

「ブェヘッ!?」

　俺の拒きよ絶ぜつの返事に、ウシガエルは逆さか捩ねじを食くらったかのように表情を歪ゆがめる。

「俺はこれでもマッドエンペラー副総長を務めているんだ。総長を補ほ佐さし、チームを守る者として、お前のように怪あやしいヤツと総長を二人きりにはできん」

「ブェヘヘッ！　何を言うかこのゴミが！　ワスぁＭＩＮＯＳじゃぞ！　貴様のようなクソガキがッ……！」

　荒あれ狂くるうウシガエルが、しかし急に静かになった。気づくと俺の背後にいる緩花が、鬼人と呼ばれるに相応ふさわしい眼光でウシガエルのことを睨みつけていた。

「……正人殿は、拙者がもっとも信しん頼らいを寄せる腹心。侮ぶ辱じよくは許さぬぞ」

　一言でも反論すれば真っ二つにされそうな剣気。その気き迫はくに圧おされたウシガエルは、冷ひや汗あせだか脂あぶら汗あせだかよくわからないモノを顔一面に浮うかべた。

「ブェヘ……。まあええわ、どうせ学のないガキなどワスらの高こう尚しような話は理解でけん。邪じや魔まな置き物があると思うとするわ。だが一応、ワスも礼れい儀ぎをわきまえておくから、名めい刺しの一つでもやっとくかのう」

　そう言うとウシガエルは、カード大の紙切れ一枚、俺に向かって投げつけてきた。

　空気圧に負けてあらぬ方向へ舞まい落ちていく紙切れを上う手まくキャッチし、その表面に書いてある文字を読むと……。




　市民の生活が第一

　　　ＭＩＮＯＳ広報部長　油多奴目夫




「広報部長…………!?」

　司令、十じゆう王おう厳げん破ぱに次ぐＭＩＮＯＳの権力者、五部長の一人。

　ＭＩＮＯＳを分ぶん割かつする五大部署の一つ、広報部はＭＩＮＯＳの外部折せつ衝しようを担当するセクションだ。

　テレビや新聞などに宣伝を出し、ＭＩＮＯＳのポジティブなイメージを世間に広める。逆に悪の組織に関して凶きよう暴ぼう、残ざん虐ぎやくといったイメージを刷り込み、社会の敵という価値観を一般市民に植え付ける。

「立ち話も何じゃから、まあ座すわらんかのう。ブェヘヘヘヘ！」

　自分の家であるかのような勝手な振ふる舞いである。

「…………」

　俺は緩花に目配せし、もうしばらくウシガエル――油多の出方を窺うかがうことにした。部屋に備え付けてあったソファへ、油多と対決するように座る。

「ブェヘヘ……。さっそく要件から切り出させてもらうが、今日ワスがここへ来たのは、そろそろ取引の結果を見せてほしいと思ったからじゃ」

「ッ!?」

　緩花の体が震ふるえた。

「ワスは気の長い人間じゃが、やはり物事には期限と言うものがあってのう。そろそろ待てんという心境なんじゃ。緩花ちゃんは、いつになったら結果を出してくれるんかのう？」

「……もうすぐ、もうすぐだ！　あと数日以内にシャーウッドを壊かい滅めつさせてやる！」

　ッ!?　緩花が言い放つ言葉に、俺は耳を疑う。どういう意味かと。

「シャーウッドは潰れて、今は何とかいう別の組織だそうじゃがなあ。いいかや緩花ちゃん？　ワスと君との約束は、シャーウッドを潰すこと。それを別の組織に先越こされた時点で契けい約やくは不履行となるはずじゃが、標的をシャーウッドから、それを潰した別組織に変へん更こうして約束を継けい続ぞくさせとるのはワスの情けじゃ。その情けを無む駄だにし、新興組織の壊滅に手をこまねいておるのは緩花ちゃんの落ち度じゃろう」

「貴殿と拙者の最初の約束は、悪の組織を百潰すことであろう!?　それなのに貴殿が、途と中ちゆうから潰す組織を指定してきて……!?」

「ザコばかり潰しても大した意味はないからのう。それに多少ハードルを上げただけで音を上げるとは、大だい武ぶ連れんの天才とはその程度の強さかいの？」

　嘲るような油多の口調に、緩花は悔くやしげに肩を震わせた。

　どういうことだ？　この会話から察するに、緩花……マッドエンペラーが、悪同士の抗こう争そうでシャーウッドを執しつ拗ように狙ねらい続けたのは、ここにいる油多の指示と言うことなのか？

　だが一体どうして？　悪の五大組織の一つと、正義のＭＩＮＯＳの広報部長が、何処どこで繋つながるっていうんだ!?

「緩花……？」

　俺の目配せを察し、緩花がポツポツと語りだす。

「あれは一年前……、拙者が乱らん征せい大だい武ぶ連れんを除名されてすぐのこと……。拙者は失意のドン底にあった。それまでの拙者にとって剣はすべて。それが無に帰し、拙者は何をしていいかもわからなくなった。そこへ、この油多殿が現れたのでござる」

「なに？」

「油多殿は仰おつしやられた。巷ちまたを騒がす悪の組織、それを百潰すことができたら拙者を大武連に復帰させてやると」

「ブェヘヘヘ。緩花ちゃんは、近年稀まれに見る天才剣けん士しじゃからのう。その才能が惜おしいと思ったんじゃ。真性ゴミクズで迷めい惑わくにしかならん悪の組織を潰しまくれば、その功績で大武連の上層部に掛かけ合あい、緩花ちゃんの復活も実現できるっちゅー寸法じゃ」

　それは、結構物凄い事実の発覚だった。つまり緩花率いるマッドエンペラーが辺り構わず暴れまわり、ライバルとなる悪の組織を潰しまくっていたのは、正義の組織である油多の差し金と言うことなのか!?

　マッドエンペラーは、その凶暴さによって今まで九十九の組織を潰してきたと言うのは有名な話だ。

　そして緩花と油多との間にかわされた約束では、潰した組織が百に達したら緩花を大武連に復帰させてやると言う。つまり……。

「じゃが最後の百個目の組織、シャーウッドはどうあっても落とせぬようじゃのう緩花ちゃん？　こないだ、元シャーウッドのモリガンにコテンパンにされたという情報は、ワスの耳にも入っておるぞブェヘヘヘ……」

「待ってくれ！」

　緩花が、縋すがり付つくように身を乗り出す。彼女の乱征大武連への未練は、これほどまでに強いものだったのか。

「もう少しだ！　もう少しだけ待ってほしい！　必ずモリガンを倒たおし、シャーウッドとそれを吸収した組織を跡あと形かたも残さず消し去って見せる！　だからもう少しだけ猶ゆう予よを！」

「しかしのう、これまでも充じゆう分ぶん待ったんじゃしー……」

「待ってくれるというなら拙者はなんでもする！　だから…………ッ！」

　なんでもする。

　緩花の口から発せられたその言葉に、油多の目が怪しく光った。

「そうか、そこまでの覚かく悟ごがあるちゅうなら、考えても…………」

「待て」

　油多の語りを遮さえぎる者がいた。

　俺だ。ここまで油多と緩花とのやりとりを傍ぼう観かんしていた俺。ここで口出ししなければ何のためにここにいるのかわからない。

「正人殿……？」

「なんじゃあ!?　ゴミ人間が、ワスらが大事な話をしておるというのに茶々を入れるでないわ！　刑務所にブチ込むぞブェヘヘッ！」

　油多が、まるでチンピラのような軽けい薄はくさで俺のことを恫どう喝かつしてくる。しかし俺は、この程度ではどうにも動揺できない性しよう分ぶんになってしまった。

「騙だまされるな緩花。コイツの言ってることは全部ウソだ」

「ブヘヘッ!?」

　キッパリと言い切る俺に、油多の表情が凍こおりつく。俺はかまわず続ける。

「まず、悪の組織を百潰せば、緩花を大武連に復帰させてやるって取引だが、まず百という数字からしておかしいな。正義の組織ＭＩＮＯＳが、悪として指定している組織の数が約百。つまりコイツは、緩花に悪を根絶やしにしろと言っているのと同じだ」

「ブフッ……!?」

「もし緩花がそれを達成できたら、ＭＩＮＯＳなんか最初からいらないって話になるよな？　しかし緩花が実際に狩かっていったのは構成員数四～五人程度の、ＭＩＮＯＳからも無視されるような泡ほう沫まつ組織だったんだろう。それなら都内に数百と存在するし。だからこそ九十九まで狩りつくすことができた」

「ブ、ブヘヘ……!?」

「そこでこのブタガエルは、慌あわてて条件を設定し直した。悪の中でも最強クラスに属するシャーウッドを最終ターゲットに指定して、それ以外は潰しても受け付けないようにした。さすがの緩花でも、ロビン・フッドと魔ま女じよモリガンが率いてきた最強組織シャーウッドを落とすのは容易じゃない。……油多さん、アンタ最初から緩花に、条件を達成させる気なんかなかったんだろ？」

「ブヒッ!?」

　俺の核かく心しん的てきな一言に、油多は目に見えて動揺し、脂汗をかき出した。平気で人を騙そうとするクセに、それを隠すのがヘタなヤツだ。

「そうでなければ、このハードすぎる条件の数々に説明がつかない。大体、条件達成の報ほう酬しゆうとしての大武連復帰。それだって真実かどうか怪しいな」

「なにっ!?」

　俺の言葉に激しく動揺したのは、緩花の方だった。

「どういうことでござるか正人殿!?　拙者は、悪の組織を百潰せば、大武連に戻もどれるのでは……!?」

「俺もお前の話を聞いてから色々調べてみた。大武連の超ちよう能のう力りよくアレルギーは凄すさまじいな。ＨＰのトップにＭＴ能力の廃はい絶ぜつ宣言とか載のせてあったぜ」

　それだけ、ＭＴ能力によって競技の公平性が崩くずれるのを恐おそれているのだろう。ＭＴ能力保持者をドーピング使用者と同類に捉とらえ、卑ひ怯きよう者もの、道から外れた者と罵ののしっている。

　それはどうも大武連そのものの体質的問題とも思えるが……。

「とにかく、そんな大武連が、ＭＴ能力者である緩花を復帰させるなんて考えられない。油多さん、ＭＩＮＯＳ広報部長ってのは、そんな不可能を可能にするような権限をもっているのか？」

「ブ……、ブブ……！」

　さっきまであんなにブヒブヒ鳴いてたのに、すっかり静かになりやがったよ。この沈ちん黙もくが、俺の推察の正しさを雄ゆう弁べんに物語っている。

「むしろ、お前の出した条件は緩花を大武連復帰から遠ざけるんじゃないのか？」

「ブヒッ!?」

「剣けん術じゆつに限らず、どんな格かく闘とう技ぎでもケンカ沙ざ汰たを嫌きらうもんな。門下生なんかが外でケンカでもして、警察沙汰になったら大きなイメージダウンだ。そんな連中にとって、ＭＴ能力者である以前に、マッドエンペラー総長として暴れまくっている緩花は、どうなるのか？」

「ブヒュ～～～～……!?」

「お前まさか、それを踏ふまえて緩花の弱みを増やそうとしてたんじゃ……」

「知らんわぁ！　黙だまれ！　クズ人間ブホホォ！」

　ついに油多が逆ギレしだした。

「黙って聞いとりゃ貴様ァ！　誰だれに口を利いとるのかわかっとるんかいブェヘホォ！　ワスはＭＩＮＯＳ広報部長じゃぞ！　貴様ら悪タレどもを更こう生せいさせる貴とうとい職務をもっとるんじゃあ！　貴様なんぞいつでもしょっぴいて、縛しばり首くびにも火あぶりにもできるんじゃぞブヒヒィ！」

「そういう陳ちん腐ぷな脅おどし文もん句くしか出ないってことは。俺の指し摘てきは事実ってことか」

「ワスの言うことを聞かんかいブヘェ！　……そうか、貴様はアホじゃからワスの恐ろしさがまだわからんのじゃな？　ならこうしてやろう、貴様にも親がおるじゃろう。その親の勤め先に、息子むすこが悪の組織に所属する犯罪者じゃいう電話の一本でも入れたらどうなるじゃろうぉなぁ！　ブェッヘヘヘ！」

「へぇ……」

　油多の提案に、自分の目が細くなるのを感じた。

「ＭＩＮＯＳの力を甘く見みるでないぞぉ？　真っ昼間に職場に押しかけてやろうかのぉ？　毎日ＭＩＮＯＳ支部に呼びつけてやろうかのぉ？　その末は会社をクビ。路頭に迷って一家揃そろって首くび吊つりじゃブェヘヘェ！」

「面おも白しろいな、やってみろよ」

　俺は、喚わめき散らす油多に薄うす笑わらいをもって対した。俺の父親を脅すか、本当に面白い。

「ブェヘ、やせ我が慢まんなぞ無駄じゃぞ？　ＭＩＮＯＳの力を使えば、貴様の身元なんぞすぐ割れるんじゃからな。さすれば貴様の父親が、誰でどこに勤めているかなど途と端たんに……」

「調べる必要なんかない。教えてやるよ。……俺は十王正人。お前たちが敬愛するＭＩＮＯＳ司令、十王厳破の長男だ」

「ブヘ……？」

　油多の糸みたいに細い目が、真ん丸に見開かれた。

　本当はこんな親の七光りを利用する行こう為い、俺の矜きよう恃じに反するが、今はこのブタモドキをコテンパンにやり込めたいという欲求が勝まさった。使えるものはなんでも使ってやる。

「脅きよう迫はく電話でも怪かい文ぶん書しよでも、好きなだけ送りつければいいさ。俺のオヤジの職場。つまりお前らの巣そう窟くつたるＭＩＮＯＳ本部にな。どれだけの混乱になるか見ものだぜ？」

「う、ウソじゃろ？　十王司令の、むす、むすむす……？」

「ウソだと思うなら、お前のお友だちのホーア執しつ務む部長にでも聞いてみるんだな。イヤそれ以前に、お前が騒ぎたいって言うんならこっちもトコトン付き合うぜ？　お前がここで言ったことやったこと、ＭＩＮＯＳ中に言いふらして……」

　と、こっちもノリ始めたその時だった。

　ドン、と刀が床ゆかに突つき刺ささった。油多の真正面、足元から三センチといった至近距きよ離りに。緩花のもった太た刀ちが落ちる。

「ブヒィッ!?」

「緩花……!?」

　油多も俺も、太刀の切っ先から視線をたどり、その持ち主を注視する。太刀を床から引き抜ぬいた緩花が、ボソボソと力なく何か呟つぶやいている。

「…………拙者は、大武連には戻れないのか？」

　緩花の目に、妖よう気きが宿っていた。鬼き人じんシヴァである時よりもずっと禍まが々まがしい妖気だ。その鋭するどい視線が、油多だけを捉えて離はなさない。

「拙者を、謀はかったのか……!?」

「イヤ、違うんじゃ緩花ちゃん。落ち着いて話をブヘヒヘホヘェーーーッッ！」

　油多は前後を失って逃にげ出した。

　緩花が太刀を振りかざして襲おそい掛かろうとしたからだ。

「死ねぇ！　この下げ郎ろうがァーーーーーッ！」

「バカッ、やめろ緩花!?」

　俺はそれを、後ろから羽は交がい締じめにして止める。このままでは本当に油多を斬ざん殺さつすると思われたからだ。さすがにそれは後がマズイ。

「ブッヘヒホォォーーーッ!?」

　そして生命の危機にさらされた油多は、恐きよう怖ふで腰こしが抜けたのか四つん這いになって、部屋の外へ這い出ていった。その様がまるでゴキブリそのものだったが、今はそんなことに構えない。

「こんなところでＭＩＮＯＳの幹部を殺したら色々厄やつ介かいなことになるぞ！　イヤそれ以前に人殺しが大問題なのだが……ッ！　とにかく落ち着けッ！」

　俺が必死に呼びかけていると、しばらく俺の腕うでの中で暴れていた緩花が、ある時を境にフッツリと、まるで憑き物が落ちたかのように大人しくなった。太刀が手から離れ、トスッと床に突き刺さる。

「拙者は……、もう……」

　掠れるような声。これまでの無根拠な自信に満ち溢れた、しっかりした声こわ音ねは影かげもない。

　そして、その力なき声は、やがて別の激情によって押し流される。

「…………うぇ……」

　潤む声。

「うぇぇ……、うぇ～～～～～～ッ！」

　騙されたこと、希望を打うち砕くだかれたことへの絶望が、泣き声となって緩花から溢れ出す。

　彼女にとって、それほどまでに大武連復帰への夢が大きかったということか。

　緩花は泣く。俺の腕の中で縋るように。

　真実を突き付けられたことで刻まれた心の傷は、俺の想像する以上に深い。







――Ｊｕｓｔｉｃｅ　Ｓｉｄｅ――







「ブェッフォフォォォン！　なんじゃあの若造は!?」

　ＭＩＮＯＳ広報部長・油多奴目夫は荒れていた。

　刃は物ものを振り回すバカ女から命からがら逃げだして、もう追ってくる気配はない。安心すると同時に、怒り憎しみがふつふつとわき上がるのだった。

　彼かれは、自分の思い通りにならないことが大嫌いだった。二〇〇以下の低ＭＴ値ながらコネでＭＩＮＯＳへと潜り込み、得意の舌先三寸で広報部長まで上り詰つめたのも、すべてはその権能で好き放題に欲望を満たすためだ。

　事実、広報部長になった現在、彼の望みはなんでも叶かなう。上手く司令や同僚の目を盗めば、金、女、権力、あらゆるものが彼の手中に舞い込んでくる。

「なのに……！　ブフォフォフォフォ！」

　思い出すだけで肥満体から汗がにじみ出る。

　あのクソ生意気なガキ、まともな教育を受けていないのか、年上への礼節もまともに知らないガキ。何な故ぜあのガキは自分を邪魔するのだ、と油多は憤ふん懣まんが収まらない。

　そもそも、油多がここまで岸がん我が緩花に関わってきたのは、当たり前のように彼女の体目当てだ。公的機関の権力によって合法的に未成年を楽しむことができる。

　しかし、ＭＩＮＯＳの中では司令・十王厳破の目が厳しく、迂う闊かつに隊員などに手を出だせばすぐにバレてしまう。

　だからこそ岸我緩花には、ＭＩＮＯＳへ勧誘せず面倒な取引をもちかけたのだ。隊内での不適切行為は司令の目が怖こわいが、組織の外であればある程度の誤ご魔ま化かしは利く。

　まず緩花に達成不可能な条件を突き付け、それに挫折して泣きついてきたところで肉体を要求する。拒きよ否ひしても、その頃には幾多の悪人と抗争を繰くり返かえしてきた、もう一つの弱みができているというわけだ。

　それらをダシにしてバカ女を蹂じゆう躙りんし、遊び飽きたらＭＴ犯罪者ということで刑務所か少年院にでも放ほうり込めばいい。口封じという意味も込めて。

　彼が緩花と交わした取引は、そこまで計算された完かん璧ぺきなものだった。

　それなのに……。

「ブヘハホヘッ！」

　思い出すほどに苛いら立だちは燃え上がる。十王厳破さえいなければ、こんな回りくどい計画を立てずともすぐ緩花を手て籠ごめにできたのに。その計画すら息子によってブチ壊しにされてしまった。

「あんのバカ親子どもがッ！　なんでいちいちワスの邪魔しやがるんじゃあッ!?」

　こうなったら、十王厳破の息子が悪の組織に加担しているという事実を触れ回り、十王厳破を辞職へ追い込んでやろうか、とも思う油多だったが、彼は保身については人一倍敏さとい男だ。

　十王厳破の失脚は、即ちＭＩＮＯＳの終しゆう焉えんを意味する。未成年にイタズラできなくても、好きなだけ広告費を横領できたり、広告代理店から接待を受けられたりするＭＩＮＯＳ広報部長のポストを失うのは面白くない。

　それに今回の件を明るみに出せば、自分がここで何をしていたかにも触れざるをえない。

「なんてフザけた世の中じゃあ。正義が悪に屈するんかい!?」

　しかし、これ以上緩花に執着していても実りがなさそうなのは事実。

　岸我緩花は、最近見た中では稀まれなほど大当たりな美少女であったが、何もアレだけが女というわけではない。体は大人でも脳ミソは子供。脅しに屈くつして簡単に体を開くバカ娘むすめは掃いて捨てるほどにいるのだ。

　わざわざ一人の女に固執して危険を冒すことなどない。

「……だったら、新しい獲え物ものを探す方が賢けん明めいというヤツじゃのう。ブェッヘヘヘ……」

　そう結論に至った矢先だった。いまだマッドエンペラーのアジトでグズグズしていた彼の前に、魅み力りよくたっぷりな獲物が現れたのは。

「ふぇ～、やっとカレーパン買ってきたＺＥ！」

　その少女は、言動こそバカっぽいものの見てくれはなかなかのものだった。バカそうな大きい瞳ひとみ、ミニスカートからニュッと伸びた太もも。胸などは岸我緩花より大きそうだ。

「ブェッヘッヘッヘ。これもワスが正義の味方として、日頃の行いがよい結果じゃな」

　油多は下卑た薄笑いを浮かべて、少女へと近づく。

　見たところ少女はマッドエンペラーの下位メンバーらしいが、それこそ油多にとっては好都合だった。

　悪の組織に所属するＭＴ能力者ならそれだけでＭＩＮＯＳの拘こう束そく対象になるし、取るに足らぬヒラメンバーであれば十王正人も煩うるさく言うまい。

「前向きに生きていれば必ず良いことがある。ワスは善人の鏡じゃのう」

　ほくそ笑む油多の手には、緩花に使うつもりで忍ばせておいた、麻酔薬入りの注射器があった。

――Ｊｕｓｔｉｃｅ　Ｓｉｄｅ　Ｅｎｄ――







第五章　愛と結束のふんどし尻じり







「…………タピ岡おかがいない？」

　という報告を俺おれが聞いたのは、油あぶら多たを叩たたき出してからまだ十五分と経っていない頃だった。

　失意の緩ゆるや花かは部屋の中に閉じこもり、遊びから帰ってきた団長やスカディさんとどうしようと額をあわせていた最中の、続けざまのトラブルだ。

「ああ、アイツ、なんかカレーパン買いに行くとか言って出てっちまっただろ？　それから戻ってくる気配が全然ねーんだ」

　まず、何故カレーパンなのかが意図不明であるのだが。

「ケータイには連絡したのか？」

「あたぼーよ！　そしたらさ……」

　マッドエンペラーに所属する一いつ般ぱんメンバーは、外見こそ世紀末ヒャッハーだが話してみると案外普ふ通つうだ。

　そのヒャッハーがポケットからやたらと可愛いピンク色の折り畳みケータイを出した。

「タピ岡の番号にかけてみたら周りからピピピッて鳴ってよ。探してみたらコレが草むらに落ちてた」

「これは……本格的に予断を許さぬ事態になってきましたね正まさ人と中ちゆう尉い」

　スカディさんも気配をピリピリさせる。

　……いかにタピ岡でも、ケータイを落としたままどこぞをほっつき歩いているというのはないと思う。多分。

　だとしたら拉ら致ちされたと見るのが濃厚か？　何故？　マッドエンペラーの中でも取るに足らない一般メンバーのタピ岡を？

　そして拉致としたら誰による犯行だ？　外部の仕し業わざか？　だとしたら、この前後に集会場を出入りした部外者といえば……。

　俺の脳裏を、あからさまに好色そうなカエル顔がよぎった。

「わかった。シヴァには俺から伝えておくから、手の空いているメンバー全員に声をかけておいてくれ。区域を割り振って一斉捜索を掛ける。それからさっき来たＭＩＮＯＳミノスの車、写真は撮ってあるか？」

「おう！　副総長の指示どーり前後左右から一枚ずつ、ナンバーもバッチリ写ってるゼ！」

「ならその写メを全メンバーに一斉送信だ。多分これが最大の手掛かりだからな」

「そこまで読んで写真撮らせてたのかよ!?　さすが副総長、そこに痺れる憧あこがれるぅ！」

　今にして思えば発信機でも取り付けときゃよかったと後悔してるくらいだがな。しかし一介の高校生たる俺にそんなハイテク装備のもちあわせはないわけで。……クソ、地道に捜さがすしかない。

　メンバーが俺の指示を実行するため駆かけ去っていく。駐ちゆう車しや場じように残るのは再び俺とスカディさんと団長のみだ。

「そういうわけで、スカディさんもお願いできますか？」

「問うまでもありません。小官は正人中尉の命令を遂行するためにいるのです」

　スカディさんはすぐさま『ブリュンヒルデの鎧よろい』を発現させる。タピ岡捜索のためだ。空を飛べるスカディさんの能力なら、普通とは違う角度で捜索を進めることができる。

「私も行きますです！」

　団長がスカディさんの背にピョコンと飛び乗った。目が増えればそれだけ捜索効率も上がるだろう。俺は飛び去っていく二人を見送った。

「…………」

　今日遭そう遇ぐうした油多という男。同じ部長格でも前回戦った執務部長ホーアのような周到さは感じられない。だからといって侮っていいかと言えばそんなこともなく、むしろあの肥満体に宿る、ホーアとは別種の不気味さが、俺の本能に警けい鐘しようを鳴らしていた。

　あの、自分の欲望に何より忠実であるという瞳の色。生存本能のままにどこまでも広がっていく単細胞生物アメーバみたいな貪欲さが怖い。

　アイツは、自分の欲求を満たすためなら何だって踏みにじれるのではないか？

「………………」

　俺もすぐさま捜索を開始すべきだろうが、その前に気になることがあった。

　目の前にある、総長専用部屋のドアを開ける。室内は、これまでにないほど激しく荒れ果て、家具という家具は倒れ、ガラスの破は片へんは飛び散り、ソファはひっくり返っていた。

　その中心に、緩花は体育座りで蹲うずくまっていた。

　まるで生気を感じられない。注意しないと、そこらに転がっているガラクタと見分けがつかないぐらいに。

「ゆるや、っ……!?」

　話しかけようとした俺の喉のど笛ぶえに、太刀の切っ先が突き付けられた。

　想像を絶する早はや業わざ。太刀を鞘さやから抜く瞬しゆん間かんも俺は気づくことができなかった。

「……こんな技わざがあっても、何の役にも立たない」

　緩花はもっていた太刀をゴミのように投げ捨てた。

「下がれ正人殿どの。今の拙せつ者しやは、寄る者あらばどうするかわからぬ」

「……もう修しゆ行ぎようはいいのか？」

　我ながらバカな質問をしているのはわかっている。

　悪の組織を百潰つぶせば、大だい武ぶ連れんに復帰させる。それが油多の吹かした大ボラであることがわかった以上、緩花はシャーウッドを潰す必要も、美み夜やを倒す意味もなくなったのだ。

　だからコイツは、対美夜の無む謀ぼうな戦いに挑まなくてもいいし、そのための過か酷こくな修行を積まなくてもいい。

　本来おしり団に所属する俺にとっては、むしろ都合のいいことでもあるのだが……。

「うるさいッ！」

　緩花が案の定、爆発した。どうしていいのかわからないであろう負の感情が、抑えきれずに溢れ出す。

「お前などに何がわかる!?　剣けんは拙者の夢だった！　物心ついた時から剣を振って、その道を窮きわめるためにずっと頑がん張ばってきたんだ！　……なのに、変な力があるというだけで大武連から締しめ出されて。あんなヤツに騙されていた。拙者の惨めな気持ちが、お前なんかにわかるか!?」

「わからないよ」

　俺は即そく答とうした。あるいは冷れい酷こくとも取られかねないほどキッパリと。

　でもそれは事実だ。俺は緩花の言う剣の道とか、天下無む双そうとか、そんなものに微み塵じんの興味ももてない。……もてないが。

「それでも頑張って、頑張って。ずっと努力を重ねてきて。その果てに『お前の努力は全部無駄だった』って言われる気持ちはわかるよ」

「正人殿……？」

　俺にはかつて入りたい組織があった。なりたいモノがあった。

　どんなに努力しても、望みは叶わないとわかった時、もう自分には何の価値もないと思っていた時、一片の価値を自分に見み出いだすことができたのは、過去に関わりなく俺のことを認めてくれる仲間たちがいたからだった。

「……緩花。さっき報告があってな、タピ岡が行方不明になったらしい」

「えっ!?」

　緩花の瞳に、さっきまでとは違ちがう感情の色が浮かぶ。

「タピ岡……!?　谷たに岡おかのことでござるか!?　ヤツは一体……!?」

「アイツは、お前にえらく懐なついてたよ。同じように、性別偽いつわって悪の組織にいた親近感かな。お前みたいになりたいって言ってた」

　だからこそ緩花の特訓に付き合い、自分の性別を先にバラしてまで緩花の立場を守ろうとした。

「強さってのには目的が必要なんだと思う。どんなに強くても、何のために強いのかがわからないと強くある意味なんかない」

　俺にも、ＭＩＮＯＳに入るために多少なりとも積み上げてきた知識と力がある。その夢は断たれ、すべては無意味に帰してしまったが、今俺の大切な仲間を守るために、俺の積み上げてきた過去が少しでも役に立つなら、俺は俺自身に、一ミリ程度の価値を見出すことができる。

「だからさ、俺はタピ岡を捜さなきゃならないから、今日の特訓は中止だ。それを言いたかっただけ」

「あっ、正人殿……ッ!?」

　俺は、振り向きもせず緩花の部屋を出た。

　これだけでいい。夢絶たれたばかりの傷心の緩花に、あまり無理を要求したくない。

　緩花にはただ、俺の素す直なおな気持ちを伝えたかっただけだ。これから行われるタピ岡捜索。その先にどんな危険が待ち受けているかわからないから。

　あっちでは、既すでにマッドエンペラーのメンバーたちが集まって捜索隊の割り振りをしているだろう。

　早くその指揮を執とって、本格的な捜索を開始しないと……！
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　外に出て足早に歩いていると、さっそく群集に行き当たった。タピ岡捜索のために集まってくれたマッドエンペラーのメンバーたちだ。

　……だが、なんだ？　様子がおかしい？

「だからよぉ!?　なんでオレらが下したっ端ぱなんぞの捜索に駆り出されないといけねぇんだよ!?」

　というダミ声の後に、二、三人の罵ば声せいが続く。……揉もめているのか？

「どうした？　何があった？」

　俺が群集まで行き着くと、そこには先代マッドエンペラー副総長の戸ど袋ぶくろが物もの凄すごい顔でメンチきっていた。

　その戸袋にメンチきり返していたメンバーが、俺に気づいて駆け寄よってくる。

「副総長！　いいところにっ……。コイツらが、タピ岡捜すのがイヤだとか言い出すんだよ！」

「何言ってんだクソがッ！　元々マッドエンペラーの副総長はオレだろうがよぉ!?」

　自分に向けられた言葉でもないのに、言いがかりレベルで噛かみついてくる戸袋。これはまともに取り合っていたらラチが明かんな。

「いいさ。イヤだと言うヤツに無理やり付き合わせる気はない。タピ岡のことが心配なヤツだけ、俺と一いつ緒しよに来てくれ」

　そこに集まったメンバーの中でも、かなりの数が「おおっ！」と俺に賛同してくれる。しかし……。

「待てよ……！」

　それでも戸袋がしつこく食い下がってきた。……いい加減鬱うつ陶とうしいな。

「なんだ？　俺はお前たちに強制する気はない。だからお前らも俺たちの邪じや魔まをするな」

「テメー何いい気になってんだよ？　元々のマッドエンペラー副総長はオレだぜ？　たった一回まぐれ勝ちしたぐれぇで、何我わが物顔してくれてんの？　バカじゃね？」

　クソ、よりにもよってこんな時に絡んでくるとは……！

「……不満があるならいつでも辞めろ。シヴァが美……モリガンに負けた直後、失望して脱退したヤツは何人もいた。イヤになったヤツは去り、納なつ得とくできるヤツだけが残ったんだ。お前もその辺のケジメ、きっちりつけた方がいいんじゃないか？」

「うるせぇ無能力者が！　オレさえ副総長のままなら、シャーウッドごときに無様に負けなかったんだよ！」

　戸袋の激げつ昂こうに、その後ろにいた数十人のメンバーが鉄パイプやらチェーンやらの武器を構える。それに反応する形で、俺の後ろにいるメンバーたちも殺気だつ。

「オレぁよ無能力者、もう我慢の限界だぜ。テメーをブッ殺してオレがまた副総長になんだよ。そして最強マッドエンペラーの復活だ！」

　その脅し文句に緊きん張ちようが高まる。

　……マズイな、戸袋に従って武器をもつ連中は、ザッと二十人程度。今俺たちの側にいる人数の三分の一ってところか。

　衝突して鎮圧できなくもないが、目下の第一の問題、失踪したタピ岡の捜索に大きく支障が出てしまう。

　こうしている間にも時間はどんどん過ぎていく。最悪の予想が的中しているのなら、ここで戸袋なんかに手間取ってる場合じゃないのに。

「――――静まれっ！」

　獅し子し吼くにも似た裂れつ帛ぱくの咆ほう哮こうが、そこにいる全員の間を駆け抜けていった。

　その声の主は……。

「ゆ、緩花……!?」

　剣けん道どう着ぎ姿の、そのあどけない素す顔がおを晒さらした緩花がそこにいた。

　何な故ぜ素す顔がおのまま……!?　という言葉を俺は寸前で呑のみ込こんだ。ここには、マッドエンペラーのメンバー全員が集まっているのだから。

「え？　何あの女の子!?」

「可愛かわいい……!?」

「つか誰？　なんでアジトにあんなマヴい子いんだよ……!?」

　案の定メンバーたちは突とつ如じよとして現れた美少女に戸と惑まどうばかりだ。彼かの女じよの正体が、自分たちの畏い怖ふするリーダーであろうと想像できるはずもない。しかし……。

「……出てきたな、鬼人シヴァ」

　何故か戸袋だけが、緩花が何者であるかを正確に言い当てた。

　俺は驚おどろいたし、俺以外の全メンバーも驚いた。驚きのベクトルは正反対だったが。

「……シヴァさんよぉ。ガッカリだぜ、アンタがそんな弱っちそうな小こ娘むすめだったとはよぉ」

　緩花は、一言も応えない。

　俺は、戸袋が何な故ぜシヴァ……緩花の正体を知っているのかに驚いたし、メンバーたちはシヴァの正体自体に驚いていた。様々な驚きよう愕がくを置き去りにして、事態はどんどん進んで行く。

「オレはよ、女の下なんざ真っ平だ。魔女モリガンなんかに従ってるシャーウッドの連中をいつもバカにしてたのに、まさか自分がアイツらの同類だとは思わなかったぜ。いいや、それだけじゃねえ！　オレは知ってっぞ！　テメーが正義の組織ＭＩＮＯＳと裏取引してるってことを！」

　なっ!?　それは油多がもちかけた取引のこと!?　何故戸袋がそんなことまで知ってる!?　イヤそれ以前に、こんな情報が組織内に広まったら……！

「ＭＩＮＯＳにパシられて悪の組織を百潰せば、ごほーびでいい目を見られるんだろ！　オレたちはよ、この小娘に騙されてたんだ！　ふざけんじゃねえぜ！　いいように利用してくれてよ！　今日からマッドエンペラーはオレが仕切る！　オレの手で、完全無欠の最強組織にしてやるぜ！」

　好き放題に言う戸袋に、しかし緩花は何も反論しようとしなかった。何かを受け入れるかのようにジッと目を閉じ、戸袋の言うことに耳を傾けていた。

　そして、ついに口を開いた。

「…………たしかに、拙者は女だ」

　どういうことだ!?　こういう時、いつもの緩花だったら「拙者は男だ！」と轟然と噛みついてくるのに。

　緩花の中で、何か変化が起きている？

「それを覆い隠かくそうとしたのは、現実を受け入れられぬ己おのれが弱さゆえ。あの油多という奸かん物ぶつに付け入られたのも心の弱さゆえだ。貴様らがそれを厭いとい、拙者を見放すというのなら、それも致し方なきこと。……だが、正人殿に危害を加えることは許さぬ」

　緩花は、その手に携えていた太刀を鞘から抜き放った。新雪のような輝かがやきを放つ真しん剣けんを、正眼に構える。

「正人殿は拙者の恩人。そしてこれから谷岡を救うに、欠くべからざる才覚をもつお方だ。戸袋よ。お前も知っているはずだ。このマッドエンペラーでは強さこそがすべてであると。……総長の座が欲しいなら、この鬼人シヴァから力ずくで奪うばってみよ！」

「へっ、へへへ……！　上等じゃねえかこのアマァ！　男の力を見せてやるぜ！」

　激昂した戸袋が、緩花へ向かって突進する。その拳こぶしは、ＭＴ値三〇〇以上のエネルギーのこもった凶器だ。脳天に当たれば頭蓋骨を割るだろう。

「おぉおらぁぁーー！　女は無様に負けてろやぁーーー！」

「たしかに拙者は女だが、貴様は忘れてしまったらしいな。……貴様たちが恐れていたのは拙者の性別ではないということを」

　緩花の背中に鬼おにが見えた。たとえ少女の外見をしていても、五大組織の中でもっとも凶きよう暴ぼうなマッドエンペラーを取りまとめていたのが彼女だという事実は変わらない。あのバカは、緩花の外見を侮って、たしかに大切なことを忘れていたんだ。

「はがぁッ!?」

　それは一いつ瞬しゆんの出来事だった。力任せの戸袋の攻こう撃げきを、緩花は流れる水のごとき緩やかさでかわす。かわす動作でそのままに、上段に振り上げた太刀を稲妻のように叩き落とす。

　戸袋の右みぎ肩かたに食い込んだ刀身は、そのまま股また下したへと一直線に駆け抜けていった。

「正せい伝でん多た木ぎ水すい明めい流りゆう、一の秘太刀、『瀧たき裂ざき』」

　戸袋は真っ二つだ。比喩でもなんでもなく本当に一刀両断だった。緩花の刃やいばが、戸袋の体の内側を通り過ぎて行ったのを、俺たちはたしかに目撃した。

　それなのに…………!?

「おげぇ……？　なんだオレ、生きてる？」

　両断されたはずの戸袋は、五体満足のまま存命していた。分ぶん割かつされたはずの体は元のままどころか傷一つなく、血の一滴も流していない。

「動くな」

　緩花がピシャリと言い放つ。

「我がＭＴスキル『鬼人十具マハー・カーラ』によって鋭さを増した太刀は、斬ったモノに斬られた事実を忘れさせる」

　……！　そうか！

　聞いたことがある。人間は事故などで手足が切断されるような大ケガを負っても、今の医療なら外科手術によって切れた手足を接合することが可能だという。

　しかもそれは、患かん部ぶの切断面が綺麗であればあるほど、つまりスッパリ切断されていればいるほど、接合は容易だとか。

　緩花のＭＴスキル『鬼人十具マハー・カーラ』は、装備した武器を強化するＭＴ能力だ。それによって限界以上に斬れ味の増した緩花の剣は、相手の細胞をまったく傷つけずに肉体を両断した。そのために細胞の接合能力が生きて、戸袋の体を繋つなぎ続けているんだ。

「貴様の体は今、両断されながら辛かろうじて繋がっている状態に過ぎぬ。激しく動けばポロリと外れ、二度と元には戻らんぞ。二刻も動かずにいれば自然に傷も繋がるであろう」

「ひぃぃぃぃぃぃ!?」

　戸袋は、涙なみだながらにみずから彫像となった。

　強い。わかっていたことだが緩花は激強だ。剣けん技ぎを極め、ＭＴ能力八〇〇以上の高位能力者。その圧あつ倒とう的な強さに、戸袋に従っていた離反組も一気に戦意を削ぎ落された。

　そこへ、

「――――ＭＴアームズ『ジークの魔ま剣けん』」

　エメラルド色の疾しつ風ぷうが、離反組二十名の頭上へと降り注ぐ。

「ぎょええええええええ!?」

　たったそれだけで、マッドエンペラーの離反者たちは全滅してしまった。

　アレはスカディさん。超ちようスピードで疾走する彼女のＭＴアームズで、離反組を一瞬のうちに蹴散らしたのか。

「遅れて申し訳ありません、正人中尉」

「私もいるですよー！」

　空から、エメラルド色の鎧を着たスカディさんとそれに掴まる団長が下りてきた。タピ岡捜索のために飛び立ったはずなのだが……。

「不穏な気配を察して戻もどってまいりました。まさかこんな事態に陥っていたとは……！」

　そうだ、本来俺たちはこんなことをしてる場合じゃねえ。姿を消したタピ岡を捜さなければならないのに、こんなことで時間を食われてしまうとは！

「……皆みなの者」

　緩花は、一仕事終えた太刀を鞘に納めながら、翻って群集たちに語りかけた。離反組がスカディさんによって一掃された今、残っているのはすべて彼女についていくことを承認した者たちだ。

「見ての通りだ。拙者はお前たちを謀たばかっていた。それが許せぬというなら今からでも遅くない。マッドエンペラーを去るがいい。拙者は止めることも罰ばつすることもしない」

　ザワザワッ、と聴衆たちにどよめきが起こる。

　それも当然か、総長みずから部下たちへ突き放すような物言いをしたのだから。

「……しかし、それでもなおマッドエンペラーに残ってくれるのなら、改めて頼みたい。谷岡を捜すのを手伝ってほしい」

　そう言って緩花は深々と頭を下げた。

「拙者は愚かだった。モリガンに敗北してから、誰だれより拙者の近くに寄り添い、励ましてくれたのは彼女だった。なのに拙者はそれに気づかず、自分のことだけを考えて……。先ほど正人殿に叱られ、拙者はそのことに気づいた。谷岡を救うため、力を貸してくれ！　頼たのむ！」

　狂きよう気きの組織マッドエンペラーの総長が舎弟に対して頭を下げる。それは組織の旗揚げ以来恐おそらく初めてのことだろう。

　そして緩花へ返ってきたのは……。

　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッッ！

　大いなる歓声だった。

「当たり前っスよ総長！」

「仲間をサラわれて黙だまってるよーじゃマッドエンペラーの名折れだぜ！」

「タピ岡拉ら致ちったヤツにたっぷり後悔させてやろうゼ！」

　暴走族やヒャッハーどもが、同じ目的に対して心を一つにしている。

「かたじけない、かたじけない……！」

　その光景に、緩花は目を潤ませてもう一度頭を下げた。

　……よし！　なんとかなりそうな感じがしてきた！　俺ですらそう思ってしまうほどにマッドエンペラーの雄お叫たけびは凄すさまじい。

　しかし、その地を響かせんばかりの大歓声を、プルルルル、プルルルと、電話のコール音が遮った。そうさせるだけの怪あやしい気配があった。

「……もしもし？　油多さんですか？　オレです、戸袋です。助けてください」

　気づくと、緩花に猶ゆう予よ付き両断されていた戸袋が、携けい帯たい電話を取り出していた。
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　傷が癒着するまで動けない状態にされていたが、それでも何とか携帯をポケットから取出し、発信ボタンを押すぐらいの動きはできるようだ。

「すみません、しくじりました。オレ、裏切った仲間に囲まれて、このままじゃ殺されます！　油多さん！　助けてくださいよ！　オレ、アンタの言うとおりに働いたでしょ!?」

　電話の相手は、コイツを裏で操っていた黒幕か？　捨てられた子犬のように哀あい願がんする戸袋へ電話口から突き付けられた声は……。

『ブェッヘッヘッヘ。だったら死ねばええわ役立たずが。用済みになったアホは焼却処分が一番じゃあ』

　間ま違ちがいなくその声は油多だ。俺は、戸袋の手から携帯電話を奪い取とった。戸袋の絶望の表情も、今は構っていられない。

「貴様……、油多だな!?　戸袋を焚き付けたのはお前か!?」

『ブェヘヘヘ、その声は御曹司様か？　何のことかのう？』

「とぼけるなッ!?　大方、タピ岡をさらったところに偶ぐう然ぜん戸袋が通りかかって、金か何かで懐柔したんだろう!?　それでスパイとしてマッドエンペラーに混乱を起こさせ、自分が隠れおおせるまでの時間稼ぎにしたんだ。つまりは捨て石！」

『捨て石』というフレーズに戸袋がビクリと震ふるえた。同時にそれで、コイツが何故緩花の正体を知り得たかなど、多くの謎が一気に氷解した。

『ブェヘヘヘ！　ブェヘヘヘ！　さすが御曹司様は賢いのう。そこのアホ、ワスがＭＩＮＯＳ入隊を約束したらホイホイ乗ってきおったわい。ほんに汚らしい裏切り者じゃ。八つ裂きにするなり生き埋うめにするなり、好きにするがええぞ？』

「タピ岡は無事なんだろうな？　お前がさらったのはわかってるんだ！」

『娘なら貴様からの迷めい惑わく料としていただいてやったわ。大人に逆らったら罰を受けるという教訓じゃな。勉強になったのう。ブェヒー』

「ふざけるな！　いいか、必ずお前のことを見つけ出してやるぞ！　それまでにタピ岡に傷一つつけてみろ、お前のデブ腹をカンナで削って強制ダイエットさせてやる！」

『ブェッヘヘヘヘヘ！　だったら見つけてみるがええわ。アホな捨て石のお陰かげでもう充じゆう分ぶんに逃げおおせたからのう。広い都内を手掛かりなしで捜し回るがいいわ！　言っとくが若造、正義はワスで貴様は悪じゃあ。戦いは常に正義が勝つっちゅーことを覚えておくんじゃぞ？　ブェヘヘヘヘヘ！』

　携帯電話を切ると、すぐさまそこに居合わせる全員に呼びかける。

「みんな！　戦せん闘とう開始だ！　タピ岡をあのブタから取り返すぞ！」

「「「「おおおおおおおおぉぉーーーーーーーーーッッッ！」」」」

　返答は、再びの大歓声だった。悪の五大組織の中で、凶暴さにおいてもっとも恐れられる狂きよう犬けん組織が、一つの目的に向かって動き出す。

「お待ちください正人中尉」

　傍かたわらからスカディさんが話しかけてくる。

「このまま動くのは、あまりに無謀です。敵の言う通り、どこに潜んだかわからぬターゲットを見つけ出すのに手掛かりなし。事態も切迫してる以上、虱しらみ潰つぶしに捜すのではあまりに非効率すぎます」

　スカディさんの指し摘てきももっともだ。だが俺にも考えがあった。

　俺は、胸むな元もとからスマホを取り出し、アドレスを開く。




　　　　＊　＊　＊




　とぅるるるるる。

『はい、こちらサラダの国の鈴すず木き様。ただ今自家農園で丹たん波ば黒大豆枝豆を我が子のごとく愛情注いで育成中』

　電話の相手は、元シャーウッド古参三人組の一人、鈴木さんだった。悪の組織に所属する傍ら自営農家で生計を立てているらしい。この時間帯なら畑仕事に勤いそしんでいるはずだ。

「鈴木さん！　俺です！　正人です！」

『ああ参さん謀ぼうか、どした？　最近アジトに顔出だしてないけど……』

「鈴木さん、元ＭＩＮＯＳ隊員なんですよね!?　油多奴ぬ目め夫おって知りませんか!?」

　そう言った瞬間、受話器の向こうから沈ちん黙もくの冷気が漂ってきた。緊張感が段違いに跳ね上がったのがわかる。

『……………参謀、なんでソイツの名前を知ってる？』

「色々あって、これからやりあうことになりました」

『なっ!?　……お前、こないだ執しつ務む部に一泡吹かせたばかりだろ。なんでそんなに好戦的なんだ？　血に飢うえてるのか!?』

　どちらも望んだケンカじゃないんですけどねぇ。ともかくも鈴木さんが油多のことを知っているなら、残さず情報を引き出したいところだ。

『油多奴目夫……。広報部長としての職権をフルで悪用してるやつだな』

「フルですか……」

『広報部の仕事ってのは、主にテレビや新聞にスポンサー料を支払って宣伝を打つことだ。油多はその一部をピンハネし、ちょろまかしてザギンやギロッポンで豪遊したり、マンションや車を買ったり、やりたい放題なわけ。スポンサー料ってのは多額なクセに相場も決まってないから、そういうことをしやすいんだよ』

　聞きたくない社会の裏エピソードを聞いてしまった……。

『しかしそんなのはまだ可愛い方なんだよ。広報部は、新人補充も担当しててな。高校生以上のＭＴ能力者を強制的にＭＩＮＯＳへ入隊させる。それを直接行ってるのも油多なんだ』

「…………」

『もちろんＭＴ能力者だからって誰もがＭＩＮＯＳに入りたいわけじゃない。それはもう参謀だって知ってるだろ？　油多はそれに付け込んで、ＭＩＮＯＳ入隊を見逃す代わりに金銭を要求する。相手が可愛い女の子だった場合は肉体関係を迫せまる。…………芯からのゲス野郎だ』

　イヤ、油多のクズエピソードはもういいです。

　俺は、現在進行中のタピ岡拉致事件について、かいつまんで鈴木さんに説明した。

『……つまり参謀はオレに、油多の居場所について心当たりはないか？　と聞きたいわけだな？』

「すみません。でも今頼れるのは鈴木さんしかいなくて、どんな小さな手がかりでもいいんです。何か知りませんか!?」

　受話器の向こうから再び、張り詰つめた沈黙が漂ってきた。鈴木さんは何な故ぜそこまで、この質疑に剣けん呑のんさをにじませるのか。俺はもしかしたら、鈴木さんのナイーブな部分を踏ふみ荒らしているのではないか？

　それでも俺は、この人の援助にすがるしかない。

『……わかった、わかったよ！　まったく参謀、お前はホントに十じゆう王おう司令ソックリだな。人助けに出し惜しみを許さないとことか！』

「えぇー？」

『油多の隠れ家を教えてやる。アイツは都内にいくつも他人名義でマンションを購こう入にゆうしていて、裏取引やら愛人との密会場所に使ってんだ。参謀の話からして、油多はその女の子をＭＩＮＯＳ支部には運ばんだろう。仮に運んだら、その子は自動的にＭＴ犯罪者として拘こう束そくされ、油多の自由にはできなくなる。アイツの目的がいつも通りの下卑たもんなら、必ず隠れ家のどこかに行くはずだ』

「鈴木さん！」

『詳くわしい情報はメールで送る。……んじゃ、健闘を祈るぜ』

　ピッ。

　通話を切るとほぼ同時にメールの受信音がピピッと鳴った。鈴木さん仕事速はえェ。

　メールに添付されたデータを開くと、すぐさま起動したスマホの地図アプリに五本ものピンがドロップされる。

「五ヵ所もあんのか!?」

　油多の隠れ家多すぎんだろ。どんだけマンション買ってるんだよ、どんだけ着服してんだよ!?

　マズイな。こっちはマッドエンペラーが一丸となって人員的には豊富だが、それでも都内に散らばる五ヵ所を同時に押おさえるとなると心こころ許もとない。

「……とにかく、スカディさんは一番遠いところから当たってください！」

『ブリュンヒルデの鎧』を着たスカディさんの速度なら、東京の東の県境から西の県境までを一時間ほどで往復できるからな。候補の一番多くを彼女に担当してもらうことになるだろう。

「了りよう解かいです正人中尉、波なみ美みもこちらへ」

「ハイです！　行きますですよスカディちゃん！」

　団長がスカディさんに掴まり、天に向けて指を差す。二人は再び空へ飛び立っていく。

　団長はその方がいいだろう。ＭＴ値一〇万という超数値をもちながら、その原動力はお尻しりへの愛だから、戦闘中は発動条件が厳しいんだよな。戦いながらお尻萌えーとか、まあ無理だし。

　いつかみたいに暴走させるのも団長の人権を無視するようでイヤだし、だとしたら『千オーバー越・サウえザンド』のスカディさんの傍そばで守ってもらう方が万ばん全ぜんだろう。

「俺おれたちは隊を三つに分けて、それぞれ近いところから潰していくぞ！　必ずブタからタピ岡を取り返すんだ！　行けェ！」

「「「「「「よっしゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッッ！」」」」」」

　掛かけ声ごえとともに、マッドエンペラーの荒あらくれ者ものたちはうねる濁流となって激走する。元が暴走族みたいな組織だけあって、全員がバイクなり改造車なりのアシをもっていることが、この際幸いした。

　俺も、離反組のものだったバイクを一台失敬し跨またがる。こないだ十六歳さいの誕生日を迎えた途と端たんにバイク免許取らせてくれた佐さ藤とうさんに感謝だな。

「緩花！　横に乗れ！」

「しょ、承知！」

　俺が選んだバイクはサイドカーだった。横座席に緩花を乗せて、三つに分けた隊のうちの一つを俺たちで率いる。

　一いつ般ぱん道どうを激走だ。すみません普ふ通つうのドライバーの皆さん！

「……ま、正人殿、僭せん越えつながら申し上げるが、拙者は正人殿と同乗してもいいのだろうか!?」

「どういう意味だ？」

「拙者たちは、マッドエンペラーの総長と副総長だ。隊を三つに分けたのなら、我らそれぞれに一隊ずつ率い、指揮力を強化した方がよいのではないか!?」

　緩花のクセにいい質問をするじゃねーか。

　コイツの言うことももっともだ。だが俺は承知の上であえて自分のバイクに緩花を乗せた。それだけじゃない、実は隊の分割も二：二：六と非常に不ふ均きん衡こうなものにしてある、もちろん六の隊が今俺たちの率いているものだ。

　何故そこまでに戦力を偏らせているかというと……。

「副総長！　来たぜ！」

　先頭を走っているメンバーからの緊きん急きゆう報告。やはり来たか。激走する俺たちを遮さえぎるように白い集団が湧わいて出る。白とは、ヤツらの着ている制服の色だ。

「……正義の組織ＭＩＮＯＳ！」

　俺たち悪の組織が街中で暴れれば、それを取り締まるためにヤツらが出てくるのは必然。しかも今回後ろにいるのがＭＩＮＯＳ広報部長の油多であることを考えれば、この迅速な対応も頷ける。

　集団で現れたＭＩＮＯＳ隊員は、俺たちの進行ルートにバリケードを築きつつ、拡声器で呼びかけてくる。

『そこの暴走集団！　止まりなさい！　君たちは社会のルールに違反している！　すみやかに暴走行こう為いをやめなさい！』

　こちとら、んなことは百も承知だ。

『お前たちの目的はわかっているぞマッドエンペラー！　お前たちは暴走によって善良な一般市民を大量虐殺し、国会を制圧して核ミサイルを発射するつもりなのだろう!?　油多部長の報告にはそうあった！　そんなことは我々ＭＩＮＯＳが許さん！』

「そんなしょーもないウソに騙だまされんなぁぁぁぁぁッ!?」

　油多のヤツ、そんな大ウソでＭＩＮＯＳと俺たちをかち合うように仕向けたのか!?　なんで正義の人たちはそんなウソにもなっていないウソを簡単に信じちゃうの？　バカなの!?

「……なるほど、正人殿の遠望察したぞ！」

　緩花は、武士娘むすめなためか戦いのときは察しがいい。

「均衡を崩してまで一隊に戦力を集中させたのは、ここへ正義の目を向けさせるためだな。つまりは囮おとり！」

　そういうことです。ここで俺たちができる限りＭＩＮＯＳを引き付ければ、それだけ残り二隊の油多捜索が容易になる。

「ならば思いきり暴れさせてもらおう！　マッドエンペラー参る！」

「「「「「「「「「おっしゃぁぁぁぁーーーーーー！」」」」」」」」」

　緩花はサイドカーの側座席から飛ひ翔しようする。

　進行ルートには、既にＭＩＮＯＳ特製の装甲車やら、盾たてをもった隊員などでバリケードが構築され、ネズミ一匹通さぬ構えだ。

　その厚い壁へ、緩花は太た刀ちを一いつ閃せん。それだけでバリケードを構成する装甲車が一台、真っ二つになって車道を転がる。

「相変わらず凄すげぇ!?」

　美夜やスカディさんと比べてザコ扱あつかいされがちな緩花だが、ＭＴ値一〇〇〇以内の通常能力者中では間違いなく最強クラス。その実力が遺い憾かんなく発揮される。

　俺の周囲でも、マッドエンペラーの一般メンバーとＭＩＮＯＳの激げき突とつが始まる。

「ヒャッハー！　死ねやコラァァァ！」

「ケツの穴に指つっこんで奥歯ガタガタ言わせたるぞァ！」

「ブッ殺す！　と思った時には、もう殺し終えてるんだぜぇー！」

　怖こわい怖い。五大組織中最凶と呼ばれるだけあってコイツらの戦いは猛烈でかつ無む秩ちつ序じよだ。

　俺がいちいち指揮しなくても、イナゴが作物を食い荒すように敵へ襲おそい掛かっては狂喜しながらバットなり角材なりを振ふり下おろす。

　こんなのと正面から戦わされるＭＩＮＯＳ隊員さんたちは小便チビるほど怖いだろう。

「クッ、……応おう援えん、応援をッ!?」

　マッドエンペラーの狂気に押され、ＭＩＮＯＳ隊員たちは無線で救援を要よう請せいする。そして時置かずして増ぞう援えんは現れる。最初にいたのと同じ数のＭＩＮＯＳ隊員が、新たな敵として現場に到着したのだ。

「ウソだろッ!?」

　コレがＭＩＮＯＳの国家機関としての強味ということか。豊富な予算と設備をもつアイツらは、いくらでも人員を投入することができる。

　たかだかレジスタンスの延長程度でしかない悪の組織とは規模が次元から違うのだ。戦えば戦うほど、現場になだれ込んでくる敵の数は増していく。

「おのれっ、斬きっても斬っても……！」

　当初はばったばったと敵を斬きり伏せていた緩花にも疲労の色が見え始めてきた。他ほかのメンバーたちもジリジリ押されつつある。

　ＭＩＮＯＳ隊員は遠えん距きよ離りからゴム弾だんをつるべ撃ちし、怯ひるんだところへケプラー製のプロテクターやポリカーボネートの盾で完全武装した突撃隊を送り込んでくる。

　潤沢な設備と人的資源をフル活用した戦法だ。

　そんなことを繰り返されたら、さしもの狂犬集団だって疲労を免れない。

「く、クソッ！　放しやがれ……！」

　マッドエンペラーメンバーの一人が敵から馬乗りにされていた。横から蹴りを放って助ける。

「す、すまねえ副総長！」

「ヤベエ副総長！　右側面から新手だ！」

「左側が孤立してる！　助けてくれ！」

　戦況は刻一刻とこちらの不利へ傾いている。だがまだ崩くずれるわけにはいかない。俺たちが踏ん張れば、それだけ別働隊の油多捜索がやりやすくなるのだから。

　その時、俺の胸元でスマホが鳴った。メール受信音だ。

【件名：こちら別働隊　本文：ＭＩＮＯＳの襲しゆう撃げきにあって進めねえ！　助けてくれ！】

　別働隊までＭＩＮＯＳの妨害にあっているのか!?

「正人殿どの！　危なっ……!?」

　緩花の金切り声で、俺は自身に迫る危機を知る。たった十メートルもしない至近に、ライフルを構えたＭＩＮＯＳ隊員が壁のように立ち並んでいた。銃口はすべて俺へ向けられている。

「殺す気かッ!?」

　とツッコんでしまうほど物々しい布ふ陣じんだった。吐き出される銃弾は、ゴム弾であるもののＭＴ能力で強化されて実弾並みの威い力りよくをもつ。

　咆哮を上げる銃口。耳をつんざく。

　あっ、ヤバ、死ぬ。

　そう思った瞬しゆん間かんだった。




「――――ＭＴアームズ『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』」




　突如、俺の眼前に広げられた純白の翼つばさが、放たれた銃弾のすべてを押おしとどめた。

　弾丸は、込められたＭＴエネルギーと運動エネルギーすべてを吸収され、軽い音をたてて地面に落ちる。

「え？　え……？」

　俺も緩花も、何が起こったのか即座に理解できない。

　俺たちの前に降り立った、白い天女。

「美夜ッ!?　なんで!?」

　ＭＴアームズ『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』を着た美夜が、俺を守ってくれたのか。でも何故美夜がここに？

「なんでじゃねーよ」

「え？」

　振り返かえると、そこには西洋甲かつ冑ちゆうの一団がＭＩＮＯＳを制圧している姿があった。それは間違いない、マッドエンペラーと並ぶかつての五大組織シャーウッドの勇姿だった。その先頭に、見知った顔の三人がいた。

「佐藤さん、鈴木さん、田た中なかさんまでッ!?　一体どうして……？　いだッ!?」

　いきなり頭をガツンとされた。何故!?

「どうしてじゃねーよ。こんなデカい出入りに何故オレらを呼ばん？」

「しかも鈴木くんに電話してるんだから、ついでに『助けて』の一言があってもよくない？」

　とか佐藤さん、田中さんに言われるけど、けど今回はマッドエンペラーのゴタゴタだからシャーウッドの皆さんに助けを頼むのはお門かど違ちがいなんじゃ……？

　ガツン！　痛い!?　また叩たたかれた!?

「言ったろ参謀？　お前は十王司令と同じで人助けに出し惜しみを許さないんだから。仲間のオレらに出し惜しみさせるんじゃねーよ」

「鈴木さん…………」

　ガツン！　えっ、また叩かれた!?　いつまで俺おれ叩かれ続けるの!?

　ガガガン、ガガガン、ガガガガガガガン！

　三、三、七拍子すんな!?

「「「ぃよ～おっ！」」」

　ガツン！

　一本締しめもやめてッ!?

　俺が叩かれ続ける横では、美夜と緩花が対峙していた。魔ま女じよモリガンと鬼き人じんシヴァ。悪の戦史を彩るライバルが今こうして相あい見まみえる。

「み、美夜殿……？　美夜殿がモリガンだったのか？」

　いつだったかデパートで邂かい逅こうした二人。さすがの緩花も、今回は気づいたようだ。

「な、何故シャーウッドが拙せつ者しやたちを助ける？　我々マッドエンペラーは貴き殿でんらを何度も襲おそってきたのに……？」

「そうですね。私たちは、アナタたちと何度も何度もケンカをしてきました。もっとも仕掛けてきたのは大たい抵ていアナタたちの方からですが……」

　真っ正直な物言いに、緩花は怯んだ。

「でもね、だからと言って理念を曲げるわけにはいかないのです。シャーウッドの『正義から自由と独立を守る』という理念を。たとえ敵対する相手だからと言って、ＭＩＮＯＳから脅おびやかされようとするアナタたちを見殺しにすれば、私は初代に顔向けできません」

「美夜殿……」

「そして、今の私の主あるじである正人さんがアナタたちを助けようとしている。この二つの事実だけで、私たちの動く理由は充分です」

　美夜が『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』の翼を広げ、ＭＩＮＯＳの前に歩み出る。それはあらゆるエネルギーを吸収して無効化する絶対不破の防壁だ。

『千オーバー越・サウえザンド』。すべての常識が通じぬ超ちよう越えつ能力者。それを敵として、正義も怯まざるをえない。

「……お、恐れるな！　あの白いヤツの情報は執務部から得ている。アレは吸収したエネルギーを応用して攻撃してくるんだ。つまり、こちらから攻撃しなければ恐れるに足りない！」

　ＭＩＮＯＳの指揮官クラスらしい人間がそう叱しつ咤たする。その指摘に対し、美夜は薄く笑った。

「アナタ方はその程度で私を封じたつもりなのですか？　アナタたちが十王あてなをして、今まで散々私たちを苦しめる道具としてきた『千オーバー越・サウえザンド』を……」

　美夜の双翼から、細かな羽がまるで牡ぼ丹たん雪ゆきのように舞い飛ぶ。

　それは空気に乗ってフワフワと移動し、敵対するＭＩＮＯＳ隊員まで届き、その体表に付着したと思ったらポワンッと弾け、白い光となって美夜の肢体に駆かけ戻っていく。

「……な、なんだコレは？」

「吸い取られる!?　白い羽から力を吸い取られてるぞ!?」

「銃に込めたＭＴエネルギーがっ……？」

　ああいう形でもエネルギーを吸収することができたのか。そうして充分にエネルギーを吸収した美夜から、エネルギーを吸い尽つくされて無防備なＭＩＮＯＳ隊員へ、無慈悲な鉄てつ槌ついが下される。

「――ＭＴアームズ『白しら鶴づる報ほう恩おん』！」

　ほとばしる白い閃光。美夜の翼がまたたくたび、ＭＩＮＯＳ隊員どもらの半死体がダース単位で増えていく。

　……うん、もう全部あの子一人でいいんじゃないかな。美夜無む双そうだ。

「参謀、油多の隠れ家の捜索はどうなってる？」

「ちょっと待ってください……。スカディさんからメールが来てる。遠方三ヵ所はハズレだそうです」

　鈴木さんに尋ねられ。俺はスマホに集まる情報を整理する。

　スカディさんには、その高速飛行の特性から比ひ較かく的てき遠いところを担当してもらっていた。たった一人で三ヵ所も受けもってくれているのだから大だい活かつ躍やくだ。

　油多が隠れているかもしれない潜伏地候補は全部で五ヵ所。残るは二ヵ所だ。そちらには双そう方ほうマッドエンペラーの別働隊が向かっているはずだ。鈴木さんたちによると、シャーウッドからも援軍が動いてくれているらしいので、力を合わせればＭＩＮＯＳの防衛線を突破できるはず。

　程なくしてスマホからメール受信音が鳴る。

【件名：ハズレ　本文：こっちにはタピ岡はいなかった。指示くれ！】

【件名：いねーよ！　本文：ここにはいねえ。他はどうだ？】

　全部ハズレ!?

　鈴木さんが挙げてくれた五ヵ所の隠かくれ家、そのいずれにも油多とタピ岡はいなかった。

　すがるように鈴木さんの方を見る。彼かれもまた、必死の思いで記き憶おくの底を洗い出しているようだった。

　そして、何か思い当たるような表情を浮うかべた。

「……海だ」

「え？」

「油多は、やはりＭＩＮＯＳから横領した金でクルーザーを購入してた。中に寝しん室しつやらバーやらを備えた豪勢なヤツだ。アイツは時折それに乗って、海の上でどんちゃん騒さわぎをしてたんだ」

　クルーザーだって？　あの金持ちがもってる豪華なヨットのことか？

「隠れ家が全部ハズレなら、あとはもうそこしかねえ！　急げ参謀、海上に出られたら面倒なことになるぞ！」

　行けと言われても。つまりは海に向かってひた走れってことか？　ここから一番近い海は東とう京きよう湾わん。全力で走ってどれくらいかかる!?

「ここは私たちが食い止めます！　正人さんは緩花さんと行ってください！」

　美夜がＭＩＮＯＳたちを吹き飛ばしつつ言う。

「緩花さん！　必ずお友だちを助けて差し上げなさい！　彼かの女じよはきっと、アナタが来るのを待っています！」

「美夜殿……！　すまぬ、かたじけない、すまぬ……！」

　涙なみだ声ごえの緩花の手を取り、サイドカーの側座席に乗せる。

　随ずい分ぶんと時間を無む駄だにしてしまった。油多の隠れ家ハズレ五ヵ所の捜索、ＭＩＮＯＳ本隊の妨害。

　でもそれらは、マッドエンペラーとシャーウッド、スカディさんや団長、皆の協力によって突破することができた。

　彼らの助けが、ゲス野郎、油多までの距離を縮めてくれた。必ず俺たちという刃やいばを、油多のどてっ腹に深く突き刺さしてやる！

「飛ばすぞ緩花！」

「承知した！」

　邪じや魔ま者ものを薙なぎ払ったおかげで無人の野となった道路を、バイクは駆ける。
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　そしてついに辿たどり着いた。ラストステージだ。

　目の前に見えるのは広大な海。油多とそれに囚とらわれたタピ岡を追ってこんなところまで来ることになろうとは。

　鈴木さんから教えてもらった。油多がよく利用しているというヨットハーバー。そこへ急行する俺たち。

　海が、俺たちを呑のみ込まんとするかのように間近へ迫ってくる。

「正人殿！　アレを！」

　緩花が指差す先。一見どこまでも平らに広がる海原に、ポツンと一点浮かぶものがある。

　アレは……船か？

　既すでに海岸を離れ、陸から五十メートルは間隔を取っている一艘そうのクルーザー。その甲板からのっそりと現れた贅ぜい肉にくの塊かたまりは……。

「油多……!?」

　離はなれていようと、あの醜い外見は見誤りようがない。

　クソッ、鈴木さんの推測は正しかったが、既に離岸していたのか！　俺たちとヤツの間は、越えることのできない大海によって隔てられてしまっていた。

「間に合わなかったか……！」

　焦りと悔しさが滲み出る。その時だった。ポケットからプルルル、と着信音が鳴る。俺のスマホじゃない。この乱戦が始まる前に離反組の戸袋から没収していた携帯電話だ。

『ブェッヘッヘ、見送り御苦労じゃあ』

　電話から聞こえてきたのは耳みみ障ざわりな粘ねん着ちやく声だった。声の主は俺の視界にしっかり入っている。たった五十メートルの距離なのに、追い詰めて殴ることができない。

『ここまで追ってくるとは思わなんだが、ワスの言った通りじゃろう、正義は勝つとな。ブェッヘヘヘ！　ワスは正義で貴様らは悪！　ワスが勝つのは最初から決まっておったんじゃあ！』

「……ッ！」

　緩花がサイドカーから飛び降り、海岸へと向かう。

「待て！　どうするつもりだ緩花!?」

「止めてくださるな正人殿！　こうなったら泳いで船に乗り込み、あの下げ郎ろうを斬り捨ててくれる！」

　無む茶ちや言うな！　そんなそぶり見せたら、あの船はすぐにでもエンジン掛けて逃げ去っちまうぞ！　ああしてプカプカ浮いてるのは、俺たちをおちょくろうって意図以外の何物でもないんだ！

『安心せい、この娘はワスが美味しくいただいた後、ＭＴ犯罪者として少年院送りにしてやるわ。貴様らもいずれ同じ末路じゃ。貴様らのもちもんは全部ワスのものなんじゃ。悪が金や女をもっとってもロクなことに使わんから、正義のワシが有効に使ってやる。これぞ正しい世の中のシステムじゃブェッヘッヘッヘ！』

「クソッ！」

　緩花が地面を叩く。埋め立て地である東京湾の海岸は、そのほとんどがコンクリートかアスファルトだ。そんなものを殴なぐりつけたら、拳こぶしが傷つくのは目に見えているのに。

「なんで……？　なんで拙者はこんなに不甲斐ないんだ？　仲間たちや正人殿、スカディ師範、美夜殿までが力添えしてくれたのに。谷岡の下もとへ届かない！　拙者は強いのではなかったのか!?　剣けんの天才ではなかったのか!?」

「緩花……！」

　彼女の悔しさはよくわかる。俺だって同じ思いなのだから。だけど、俺たちにはもう何もできない。この海を渡り、あのクルーザーに追いつくだけの能力が、俺たちにはないのだから。

　万事休すか、そう思われた時だった。

　緩花の体に、異変が現れ始めた。

「正人殿の言う通りだ。使い道のない強さに意味なんてないんだ！　拙者は今、谷岡を助けられる強さがほしい！　それが叶わないなら、どんなに強くなっても意味なんかない！」

　おかしい、目の錯覚か？　緩花の体が透けていく。腕うでやお腹なかが透明になって、向こうの景色が見える。

　なんだこの不可思議現象は？　緩花の身に何が起こった？　……まさか。

　俺は、奪うばった戸袋の携帯をその辺に投げ捨て、今度は自分のスマートフォンを取り出す。そしてＭＴ値計測アプリを立ち上げる。

　……。

「緩花……聞け」

「え？」

　俺は、計測器に表示される緩花のＭＴ値を眺ながめつつ、語りかける。

「自分の心に問いかけろ。お前は、新しい力に目覚めようとしている。タピ岡を助けるための力に」

　それは大いなる賭けだった。

　イヤ、賭けなんて呼べるほど大層なものではない。ただ縋っただけだ。目の前で起ころうとしている、奇き跡せきかもしれないものに。

　どんどん透明化していく緩花の体。彼女は俺の言う通り、表情を穏やかに目を瞑つぶった。瞑想する剣けん士しのように。己おのれと向かい合うことで悟りを開く禅僧のように。

「その力を完全に引き出すために自分自身に尋たずねるんだ。その力の名前を」

「……拙者の、新しい力。……新しい名前」

　そうだ、聞かせてくれ。新しい緩花を……！

　彼女に向けられたＭＴ計測器。そこに表示された数値は……三五一三。




「――――ＭＴアームズ『母なる大河アムリタ』」




　突とつ如じよ緩花の足元から膨ぼう大だいな水が湧き出した。

「ゆ、緩花!?」

　なんだこの水は!?　湧き出す水はどんどん量を増やしていく。俺も緩花もまとめて呑み込むほどに。

「ちょっと!?　ちょっとちょっとちょっとちょっと…………!?」

　俺は完全に水没してしまった。

　苦しい、息ができない！　と水中でもがく俺だったが……。

『……正人殿、正人殿』

　どこからか声が聞こえてきた。水中だというのにやけにクリアに聞こえる。イヤ、この水そのものが声を発しているのか？

「緩花！　その声は緩花か!?」

　声はするけど姿は見えない。どこを向いても透明な水があるだけだ。

『……御意、正人殿の言われたとおり、拙者は新たな力に目覚めた。それがこのＭＴアームズ「母なる大河アムリタ」』

　じゃあやっぱり緩花は『千オーバー越・サウえザンド』に進化したのか。なんか俺は進化に立ち会ってばかりの気もするが、じゃあこの大量の水も緩花のＭＴアームズによるものなのか？

『この水こそ、拙者のまとう衣ころもにござる。水は、拙者の鎧よろいにして拙者自身。「母なる大河アムリタ」を発動させている間、拙者はこの水と同化して思う通りに操あやつることができる』

　水をまとい、水と同化するＭＴアームズ!?

　それで、どんなに捜さがしても緩花の姿が見えないのか。今緩花はこの水に同化している。緩花は水と化して、この水そのものが緩花なんだ。

　俺が水中にいながら窒息しないのも、これがＭＴアームズだからだろう。ＭＴアームズとは超ちよう膨ぼう大だいなＭＴエネルギーが凝縮されて物質化したもの。その形状は水であっても、性質そのものまで水であるとは限らない。

　どういう仕組みかは知らないが、内部にいる者へちゃんと酸素を送り込める仕組みになっているのか？

『先ほど正人殿からご助言をいただいた折、何故か思い出したのでござる。本当の強さは水に似ると。形ないゆえに、決して砕けることがないと……』

　それが、本当の強さを求める緩花に、このＭＴアームズを与えたのか。自分が女であることを受け止め、自分以外の人のために力を使うことを知った緩花が、硬化した心を柔やわらにしたとき手に入れた力……。

『積もる話はあろうが。……いざ参る！』

　俺のことを包つつみ込む水が、うねりを上げて流れ出す。まるで津波のようだ。

「一体どれだけの量あるんだ？」

『百七十石といったところでござる』

　何故昔の単位で発表する？　えーと、百七十石は重さに変えると……約三十トン!?　小さいダム一個分くらいあるじゃないか！

　それほどの膨大な水が、海岸線を越えて大海原へと流れ込む。水中にある俺も一いつ緒しよだ。

　緩花が生み出だしたＭＴアームズ『母なる大河アムリタ』は水。眼前に広がる大海原も水。本来ならば二つが合わされば混じり合って区別がつかなくなるだろうが、そうはならなかった。

「水の上を……、水が走っている!?」

『母なる大河アムリタ』は水の形状をしているが、その本質はあくまでＭＴエネルギーが凝縮し物質化したもの。『水のようで水でないもの』だ。

　だから自然界にある本来の水と混ざり合うこともないのだろう。水と油が反発し合うように『母なる大河アムリタ』は海面上を滑るように流れていく。

　それは、海上で起こる洪水だった。あるいは逆方向の津波というべきだった。

　天災における鉄てつ砲ぽう水みずや土石流は、そのスピードは速いもので時速五十キロに達するらしい。

　緩花が創り出した三十トンもの水もまた、それに近い速度で迫るのだ。海上に浮かんでいる油多のクルーザーへ。

「ななななな、なんじゃあ!?」

　安あん全ぜん圏けんにいるとばかり思っていたのだろう油多は、この変事に心の底から驚おどろいているようだった。

　ヤツのクルーザーは、エンジンを切っていたのが岸からでもわかっていた。今から逃げようとしても絶対に間に合わないぞ！

「ええいッ！　何をしとるか、撃て撃て、あのアホどもを近づけるなブヘヘェッ!?」

　どうやらクルーザーには油多以外にもＭＩＮＯＳ隊員が乗り込んでいるようだった。ライフル片手に甲板へ飛び出し、そのまま狙ねらいも定めず撃ちまくる。

　放たれた銃弾は、緩花の変化した水へ命中したが、しかしそれに何の意味があろう。水には元々形がない。水面を穿うがつ銃弾は、ただ水中に没して終わりなのだ。

　つまりそれが、『千オーバー越・サウえザンド』となった緩花が獲得した最強の形。スカディさんが『最速』、美夜が『絶対防ぼう御ぎよ』、そして緩花のもつ最強の形は水のごとき『無形』だった。

　元から形がなければ、斬られようが砕かれようが何の意味もない。決まりきった形を手放すことで得た最強。それが緩花のＭＴアームズなんだ。

「ブヘーーー!?　来るな来るな、こっちに来るなぁーーー!?」

　油多と俺たちの距離はついに十メートル弱。充じゆう分ぶんな射程距離だ。

　ここで緩花のＭＴアームズの新たな力が発動する。緩花自体が変化した三十トンの水、その内部に緩花の少女の姿が浮かび上がる。

『母なる大河アムリタ』の中にいる俺は、それを間近で確かく認にんすることができた。

「緩花……？　一体……!?」

　水中に現れた緩花は、やはり体全体が半透明で、しかもビキニめいた衣装を着ているだけの半はん裸ら状態だった。

　さらにその右手には、何か武器のようなものが握られている？




『――――ＭＴアームズ「河が流りゆう点てん勢せい」』




　それは太刀の柄えだった。刀身がなく、柄だけが緩花の手中に握られていた。その柄だけの剣を、上段に高く振り上げる。

『……下郎、これまで貴様に虐しいたげられた人々の嘆き、恨みを知るがいい。成敗！』

　振り下ろされる柄。それと同時に、ないはずの刀身が柄の中から現れた。さながらレーザー光線のような水の刃が。

「なぁっ!?」

　膨大に流れ拡がる濁流ではなく、細い細い水の刃だ。圧縮された水はそれだけ水圧を増し、凄すさまじい速度で放射される。それがあの柄から放たれた!?

　聞くところによると、マッハ三で放たれるジェット水流は鋼鉄をも切断するという。緩花が放つ水閃はまさにそれそのものだ。
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「これが緩花の攻こう撃げきのＭＴアームズ!?」

　通常『千オーバー越・サウえザンド』は超越能力者として二種一対のＭＴアームズを所有している。それぞれ攻撃と防御に対応するためだが、緩花の場合『母なる大河アムリタ』が防御のＭＴアームズに相当するのだろう。

　スカディさんの『ブリュンヒルデの鎧』、美夜の『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』と同じ、鎧と呼ぶには少々規格外の『母なる大河アムリタ』だが、それでも能力者を包み守っているという点では同じだ。

　それに対し、大量の水を高圧縮し水流カッターとして撃ち出す『河が流りゆう点てん勢せい』は攻撃のＭＴアームズ、剣のＭＴアームズだ。

　その名に恥はじぬ、海神の怒いかりを彷ほう彿ふつさせる大だい水すい刃じんが、容よう赦しやなく油多のクルーザーへ振り下ろされる。

「ブホヘェェェーーーー!?」

　一刀両断。そんな形容がシックリくるほどにクルーザーは真っ二つに斬り裂かれた。そして間をおかずに押し寄せる『母なる大河アムリタ』の津波。

　もはや船としての原形を失ったクルーザーは、その乗員もろとも海の藻も屑くずとなって沈むのだった。
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　なすすべなく海面を漂う俺おれへ、ボェ～と汽笛を上げながら、一艘の船が近づいてきた。ポンと縄付き浮き輪が投げ入れられる。

「参さん謀ぼうー、大だい丈じよう夫ぶかー」

「佐藤さん!?　俺はいいんでコイツをまず引き上げてください！」

　俺は、抱かかえたタピ岡に浮き輪を被かぶせ、船上の佐藤さんたちに引っ張り上げてもらう。

　タピ岡は薬でも嗅がされているのか、こんな騒ぎを経へてなお眠りっぱなしだった。俺が抱え泳ぎしていなければ、海の底に沈しずんでいたかもしれない。

　佐藤さんにタピ岡を任せる間、俺は自力で船の外壁をよじ登るが、……一体何だろう佐藤さんたちが乗ってきたこの船は？　船首に『大漁』とか書いた旗がなびいている。

「シャーウッドの卒業生に築地で働いてるヤツがいてさ。空いてる漁船出してもらったんだ」

　なんと、シャーウッドにはそんな人脈まであるというのか？

　恐おそらく佐藤さんたちは、油多が海上逃とう走そうに成功した際に備えてこの漁船を用意してくれたのだろう。そのおかげで海上に投げ出された俺たちをサルベッてもらえたのだから、佐藤さんたちの配はい慮りよには脱帽するばかりだ。

「谷岡！　谷岡！　目覚めろ谷岡!?」

『母なる大河アムリタ』を解除し、元の姿へ戻もどった緩花も、田中さんに引上げられ、びしょ濡れのままでタピ岡に駆け寄よっていた。

「谷岡！　……やだ、このまま起きないとか、やだぁ！」

「う……ん？」

　緩花の思いが通じたのか、死人のようだったタピ岡が俄にわかに生気を取とり戻した。重たげな目ま蓋ぶたを僅わずかに上げて、ゆっくりと瞳ひとみを左右に動かす。

「総長……？」

「谷岡！　よかった！　よかったぁー！」

「な、なんだＺＥ!?　総長がオレ様に抱きついてるＺＥ!?　こ、これはもしやキマシタワーというヤツかだＺＥ!?」

　ここまで来てなお続くタピ岡のマイペースっぷりは天あつ晴ぱれであった。

　まったく、コイツにはお手上げだ。マンガのようなヒーローになりたいと言っときながら、囚われのお姫様役を完かん璧ぺきにこなすとはな。

　とにかくタピ岡を無事救出することができて、ホッと一息だ。
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　しかし、まだ完全な終わりには至っていない。俺が船上でホッと一息ついてる間も、佐藤さんたちはサルベージ作業を進めていた。

　海に浮かんでいるのはほとんど木っ端微み塵じんにされたクルーザーの残骸。その中に、さらに汚きたないゴミが混じっていた。

「ブェヘホ……、ブルルルル……！」

　今回の元凶。ＭＩＮＯＳ広報部長、油多。ウシガエルのような肥満体をぐっしょり濡らし、漁船の甲板にへたり込んでいた。

「こ……このバカ者がぁ！　何な故ぜもっと早く助けん!?　ワスは体重が九十五キロもあるんじゃぞ！　真っ先に助けんと沈んでしまうじゃろうがぁ！」

　自分勝手な主張をするヤツだ。しかしこうなっては、今度はヤツこそが袋の鼠ねずみ。これまで積もり積もった恨みをどう晴らしてやろうか？　と俺が目一杯悪い思考を巡らせていると、そんな俺を押しのけ、ある人物が油多の前に立った。

　それは鈴木さんだった。元ＭＩＮＯＳ隊員という経歴を揺さぶられ、俺から散々有益なアドバイスを引き出された鈴木さんだ。

　ある意味今回一番の功労者と言っていい人。

　それまでクレーマーのようにがなり散らしていた油多が、鈴木さんの顔を見た途と端たん、ピタリと静かになった。

「……り、竜りゆう豪ごう寺じ？」

「お久しぶりです油多部長。オレがＭＩＮＯＳを懲戒解雇になって以来ですね」

　鈴木さんは、細波のように穏やかな声で言う。

「……竜豪寺？」

「アレ、参謀知らなかったっけ？　鈴木の本名だよ」

　首を捻る俺に、佐藤さんが説明してくれる。

「え、本名？　つまり鈴木さんの『鈴木』って偽名だったんですか!?」

「そりゃそーだよ。オレら悪の組織の札付きなのに、正義に追いかけられながら本名使う度胸なんてねーよ」

　考えてみればその通りだ。だから美夜や緩花も、モリガンだのシヴァだのと偽名を使用していた。正義に追われる悪人として、偽名に頼るのは当然のことか。

「ちなみに鈴木の真フルネームは竜豪寺豪ごう竜りゆうって言うんだ」

「本名の方が偽名っぽい!?」

　もしかして偽名使ってた本当の理由はそこにあるのでは!?

「恥ずかしーよなー。そんなキラキラネーム恥ずかしいわ。アイツもう宅配便受け取る時ですら鈴木でサインしてるもん。どんだけ偽名好きなんだよアイツは！」

「それは君もヒトのこと言えないよねー？　佐藤クンこと本名、虎こ王おう院いん王おう虎こくん？」

「何かな田中こと本名、鳳ほう凰おう堂どう輪りん悟ごくん？」

　キラキラネームの大盤振ぶる舞まいだった。

　それはともかく、今問題なのは鈴木さんと油多の対決だ。元はＭＩＮＯＳ隊員であった鈴木さんと広報部長油多との間に、どんな因いん縁ねんがあるのか？

「ブェヘ、ブェヘヘヘヘ……。そうか竜豪寺、貴様悪の組織に入っとったか。裏切り者の犯罪者に相応ふさわしい末路じゃのぉ？」

　油多は急に余よ裕ゆうを取り戻し、ニタニタと笑いだす。

「報むくいじゃよ。横領、着服、帳簿への虚偽記載。悪どいことを様々やってＭＩＮＯＳを追い出された貴様が、掃はき溜だめまで身を落とすのは当然の報いというもんじゃ。哀あわれじゃのう竜豪寺。かつて機動部のエリートだった貴様が、今の生活は耐たえられんじゃろう。ＭＩＮＯＳに戻りたいというんであればワスが便宜を図ってやってもよいぞ？　ワスをここから助け出せば……」

　ガジャンッッ！

　油多の目と鼻の先で、木の棒が甲板をしたたかに叩いた。

「ヘブェヘッ……!?」

　油多の顔が即座に青ざめる。

「昔の罪、か……」

　鈴木さんが、手にした木の棒を再び振り上げる。

「油多部長、教えてくれませんか？　オレに悔くいるべきどんな罪があるのか。悪の組織なんて掃き溜めに堕ちたオレは、頭の出来も悪くなったのか、まったくわからんのですよ。アナタに教えてもらえば理解できるかもしれんな……」

「ブ、ブェヘ…………」

　途端、油多が押し黙だまった。今までマシンガンのように喋しやべり続け、口から先に生まれたんじゃないかと思いたくなるブタ男が。

「……答えてくれませんか？　いいですよ、時間はたっぷりある。ここは海上で逃げ場などないし、アナタが喋りたくなるまでたっぷり遊んで時間を潰つぶしましょう。ここは漁船だからオモチャもたくさんありますしね」

「「ハイハイハイ！　油多部長と遊び隊でーす！」」

　物もの凄すごくいいタイミングで佐藤さんと田中さんが飛び出した。

「よーし、じゃあ何使って遊ぶかな？　オーソドックスに釣り針なんてどうだ!?　あの厚ぼったい唇くちびるに何本刺さるか試してみるぞ！」

「釣り糸も地味にイケんじゃないー？　両手の指の付け根を縛って、紫を経て真っ黒に変色していく過程を観察するのー」

「ヘブヒッ!?」

　油多が真っ青になって後ずさる。佐藤さんと田中さんが嬉々としながら相談しているのは、遊びなんてとんでもない、拷問の方法以外の何物でもなかった。

「あ！　面おも白しろいこと考えた！　ここ海の上じゃん？　釣り道具揃そろってるじゃん？　お魚釣って油多さんに召し上がってもらうというのはどーでしょう？」

「それの何が楽しいんだよ？」

「わからないかなあ佐藤くん？　フツーの人は普ふ段だん、お店に並んでいる魚しか食べないわけでしょう？　ここは、産地直送ならではの、お店には並ばないモノを食してもらおうというのだよ！」

「たとえば？」

「内臓」

「あー、はいはいはい」

　佐藤さんが納なつ得とくしたように頷く。ってかそんな仕草すら怖こわいんですけど？

「魚の内臓ワタって、大抵寄生虫がわんさかいるから食べずに捨てるんだよな」

「そうだよお。フツーは食中毒を起こさないように、丹念に内臓ワタを取り除いて、その上で加熱したり冷凍したりして、僅かに残ってるかもしれない細菌や寄生虫を念入りに殺すの。しかし今回油多さんには、その細菌や寄生虫の宝庫である魚の内臓ワタを！　ナマで！　召し上がっていただきまーす！」

　油多の表情がブヒッと凍こおりつく、顔中から脂あぶら汗あせを流して、まさしくガマガエルのようだ。

「まー魚系で一番当たりそうなのはアニサキスかなー。回虫目アニサキス科の寄生虫。体内に入るとー、腸を内側から食い荒す虫です。その痛みは地じ獄ごくなアレです」

「虫下しも効かなくて、腹開くか内視鏡で直接取り除くしかないんだっけ？」

「しかも寄生虫だから見た目もグロいよー。見てみるー？　こんな時はブロードバンドが大活躍！」

　田中さんは持参していたノートパソコンをカタカタ叩たたく。何かしらの画像を検索しているようだが……。

「はいドーン、コレが今から油多さんのお腹に入るよー。グロ注意！」

　油多の眼前に、ノーパソの画面を突き付ける。

　…………。

　……………………。

　………………………………。




「ブヘフヘフヘェェェェェェェーーーーーーーーッッッ!?」




　油多が壊れた。無様に腰こしを抜かし、甲板の端まで後退するものの、それ以上は行けない。行けば船から落ちて、海の藻屑となるだけだ。

「金なら！　金ならいくらでも払う！　じゃから助けてくれぇ！　ワスは無抵てい抗こうじゃ！　こんなか弱い人間を苛めて人として恥ずかしくないんかぁーーー!?」

「部長、オレはさっきから聞いてるんですがね。オレの犯した罪はなんだ、と」

　鈴木さんが表情を変えず、質問を繰くり返かえす。その粛然さに観念したのか、油多はついにその質問に答えた。

「……ワスじゃ、ワスがやったんじゃ。マスコミに払うスポンサー料をピンハネしたのも、賄賂を要求したのも、それらを誤ご魔ま化かすために帳簿を書き換えさせたのも全部ワスなんじゃ！　その罪を竜豪寺に着せて、ワスがＭＩＮＯＳから追い出したんじゃぁぁぁぁぁ！」

「なっ……!?」

　正義の組織ＭＩＮＯＳでそんなことが行われていたのか。その話が真実なら、ＭＩＮＯＳを辞めさせられた鈴木さんは、完全に陰いん謀ぼうの被ひ害がい者しやじゃないか……!?

「だ、だがな竜豪寺。貴様とてまったく罪がないとは言えんぞ!?」

　油多が俄かに強気になる。

「貴様も罪を犯しておる。ＭＩＮＯＳの内部情報を、悪の組織に渡したという罪がな！　そればかりは貴様がその手でやった、言い逃れできん罪じゃ！　だからこそそこに付け込まれ、他の罪もおっかぶされたんじゃ！　じゃから貴様がＭＩＮＯＳをクビになったのは身から出た錆さび、自業自得であってワスを恨むなど筋違ちがいじゃあ！」

「……そうだ、たしかにオレはＭＩＮＯＳの内部情報をシャーウッドに売った。そしてそのおかげでアンタに脅され、金をむしりとられたり処女を散らされそうになったりした少年少女をシャーウッドに救ってもらえた」

「ブェヒ……ッ!?」

「油多。アンタはＭＩＮＯＳにあるまじき汚お吏りだ。アンタの存在自体がＭＩＮＯＳの恥はじと言っていい。……だから、オレはずっと前からアンタに聞きたいことがあった。アンタのようなクズを、何故十王司令は野放しにしている？」

　十王司令。今まで冷徹だった鈴木さんの声こわ音ねに、そこで初めて熱い感情が絡まった。俺もその名を聞いて平静ではいられなかった。それは、俺の父親の名前だからだ。

「ブェヘヘ……。そうか、貴様は十王司令が嫌きらいだったからのう。いいじゃろう教えてやる。もちろんワスが十王司令に袖そでの下を……ブヒッ!?」

　鈴木さんが再び、木の棒を、油多の鼻先を掠めるように振り下ろした。ガチンと甲板が鳴る。

「わかった！　わかった！　本当のことを言う！　……ワスが、警視庁出向の監察官だからじゃよ！」

「警視庁……？」

「ケーサツはな、ＭＩＮＯＳが目め障ざわりでたまらんのじゃよ。犯罪者を逮たい捕ほするというヤツら唯ゆい一いつの仕事を、一部とはいえ横取りされたんじゃからの。ケーサツは何かきっかけさえあればＭＩＮＯＳを潰したいと目論んどる。……そのために送り込まれたのがワスじゃ。ケーサツにいながら、たまたま僅かにＭＴ能力をもっとったんが功を奏したんじゃ！」

「ＭＩＮＯＳへの監視役」

「その通りじゃ！　ワスはＭＩＮＯＳに不穏の動きあればすぐ報告する任を帯びておる。十王司令も簡単にワスを排除できん。確たる理由もなくワスを除けば、それはケーサツに対する敵意の表明になるからじゃ。じゃから、多少悪いことをしてもワスはＭＩＮＯＳをクビにならんのじゃ！　ブェヘヘヘヘヘヘヘヘ！」

　油多は笑う。何がおかしいのか？　二つの権力の狭はざ間まを渡り歩き、私利私欲を貪むさぼってきた。自分はそんな汚らわしい人間だと認めているようなものじゃないか!?

「ケーサツも十王司令もバカなんじゃよ。そしてワスのような利口な人間が、バカどもの争いに乗じて面白く生きていけるんじゃ！　竜豪寺！　貴様もまだ若いからわからんかもしれんが、賢い者こそが人生を勝つんじゃぞ！　だから今からでも遅くない、ワスを助けるんじゃ竜豪寺！　ワスと一緒に十王司令を倒たおそうではないか！　なぁ竜豪寺！」

「いいだろう助けてやる、命はな」

　鈴木さんの声からは再び感情が消えていた。氷のように冷たい声だった。




　　　　＊　＊　＊




「助けてぇーーー!?　助けてくれぇーーーー!?」

　岸へと戻るために船を発進させた俺たちは、だんだんと離れていく油多の肥満体をボンボヤージュと見送った。

　今の油多は、ブリーフ一丁の裸はだかにされ、ヤツの自供した犯罪すべてを列記した札を首にぶら下げられたまま。航路標識のブイに括りつけられていた。

「この制服は、あのブタには相応ふさわしくない」

　そう言って鈴木さんは、油多から剥ぎ取った制服を、縛り上げたＭＩＮＯＳ隊員へ被せる。油多のクルーザーに同乗し、俺たちが追いすがるのを妨害していたヤツらだ。

「陸おかに上がったら放してやる。お前らから本部へ返却しておけ」

　油多の臭そうなズボンを頭から被せたＭＩＮＯＳ隊員は、それでも愛想笑いを鈴木さんへ返した。

　自分さえ助かれば上司の油多などどうでもいい、といった表情だ。

「……沈みませんかね、アレ？」

「大だい丈じよう夫ぶだろ、ブイは沈まないようにできてるんだし。仮に沈んだらドンマイで」

　俺たちはどんどん小さくなっていく油多の姿を船尾から眺める。

「…………悪いな、参謀」

「え？」

「油多は、ここまでお前が追いつめたのに、おいしいとこをオレがもってっちまった」

「いえ……、どうせ俺がとどめ役になっても、あそこまで徹てつ底てい的てきにはできませんでした」

　今思い出すだけでも怖かった。鈴木さんの冷然とした態度。佐藤さん田中さんの息の合った脅おどし文もん句く。さすがは悪のベテランというべきか。

「……オレは、十王厳げん破ぱが嫌いなんだ」

　鈴木さんがポツリと呟つぶやいた。

「十王司令には人間の心がわからない。そんな人間が司令になるなんて世の中おかしいと思ってた。ヤツに頼るのがイヤで、オレは油多の罪を上層部に訴えず、悪の組織シャーウッドに流し続けた。……ま、それが祟ってＭＩＮＯＳをクビになったんだが」

「鈴木さん……」

「でもな、結局オレが司令を嫌いなのは、オレの個人的な感情にすぎないんだよ。オレはそれが悔しくてな。オレがアイツを嫌いなのは、アイツ自身に原因があるからだって、そう思いたかった。でないとオレは、偉大な人間をひがむだけの小人間になってしまう」

　鈴木さんの気持ちは、俺にもわかる。俺もオヤジのことは嫌いだ。俺に正義の道を強い、期待通りにならぬとわかって即座に捨てたオヤジなど、大嫌いだ。

　でもそれは、やっぱりオヤジの世間的評価とは無関係なんだな。

「オレの感情とは無関係に、十王厳破は立派な人間なんだよ。公正で差別せず、人格の高潔さのみを評価の基準とし、決断力があり、決断すれば必ず実行し、自分に賛同する者をけっして見捨てることはない。富むことを嫌い、与あたえることを好む。…………極めつけに、その息子むすこはこんなに骨のあるヤツときたもんだ」

　鈴木さんは俺の頭をグリグリと撫で付けた。

「うわっ!?」

「まったく、英傑の二代目なら苦労知らずの坊ちゃんが定番だろうに……。そして今回、油多の件も、やむにやまれぬ事情があった。結局オレは、十王司令を見下せる最後のチャンスを失ったってことだな」

　鈴木さんの諦あきらめきった横顔を、俺が茫ぼう然ぜんと眺めていたその時だった。

「鈴木く～ん、鈴木く～ん、動画の編集終わったよ～!?」

　田中さんがノートパソコンを抱えてこちらに来た。動画？　田中さんがノーパソを開くと、そこにはさっきお別れしたばかりの油多の暑苦しい顔が。

『…………それらを誤魔化すために帳簿を書き換えさせたのも全部ワスなんじゃ！　その罪を（ピーー）に着せて、ワスがＭＩＮＯＳから追い出し…………！』

　これは!?

　さっき油多が自分の悪事を白状した様子を動画に撮っていたのか!?

「鈴木クンのオッケ出たら、このまま動画サイトに投稿しちゃうけど、どっすか？」

　そこまですんのか……!?　これが世に出れば、油多が社会的に死ぬのは当然ながら、ＭＩＮＯＳどころか警察、マスコミ、その他モロモロがひっくり返る大スキャンダルになる。凄すげえな悪。俺は佐藤さんたち三人の悪っぷりに改めて戦せん慄りつした。

　だが俺は、この動画の不自然なところに気付いた。

『…………面白く生きていけるんじゃ！　（ピーー）！　貴様もまだ若いからわからんかもしれんが、賢い者こそが人生を勝つんじゃぞ！　だから今からでも遅くない、ワスを助けるんじゃ（ピーー）！　ワスと一緒に十王司令を倒そうではないか！　なぁ（ピーー）！』

　さっきからところどころにピー音が入っている。それは音声中の何かを隠かくすためか……。

「ひょっとして、鈴木さんの名前消したんですか!?」

「そだよぉ。本人たっての希望でね」

　と実行した田中さんが答える。

「なんで!?　この動画を実名入りで公表すれば、鈴木さんの冤えん罪ざいは立証できるじゃないですか！　鈴木さんの名誉も回復できる……!?」

　俺の訴えを、鈴木さんは手で制する。

「参謀、オレは昔正義の味方だったことに誇りをもっているがな、今悪人だってことにも誇りをもってるんだよ」

　その一言に、俺は黙らされてしまった。知識があり能力がある、しかしそれらにはまったく左右されない人間の価値みたいなものを、この人たちに見た気がした。

「……正人さーん、正人さーん」

　ん？　ここは大海原のド真ん中だというのに、何処どこからか声が聞こえてきた。見み渡わたしてみると、陸側の方から、大きなお尻しりがどんぶらこ、どんぶらこと……。

「うわっ、何だアレ？」

　思わず声に出してしまうほど何だアレな物体だった。

　デカい尻である。遠近法でよくわからないが、目測で恐らく全長十メートルはある巨きよ大だいな尻が、どんぶらこっこーどんぶらこっこーと流れてくる。きっと川で洗濯していたお婆ばあさんも、あまりの珍ちん妙みようさにスルーしてしまったんだろう。だから海まで流れてきたんだ!?

　しかも、そのデカい尻の上には……。

「正人さん！　やっとお会いできたのですよ！」

「団長!?　一体何故ここに!?」

　尻の上には、案の定というか団長が乗っかっていて、優雅に舟ふな遊あそびを楽しんでいる風ふ情ぜいだった。

　たしか団長は、油多の隠れ家を潰すため東奔西走するスカディさんに同行していたはずだが……。

「はい！　ブタさんの隠れ家三ヵ所をちょっぱやで回ったため、スカディちゃんがスタミナ切れで倒れちゃったのですよ！　肝かん心じんなところで一歩及およばないのがスカディちゃんクオリティです！」

　えらい言われようであるスカディさん。よく見てみると、そのスカディさんも巨きよ大だい尻じりの上で大の字に寝ね転がり、ぜーはー息切れしまくっていた。

　スカディさんの能力はエネルギー消費が激しいからな。よっぽどペース配分に気を付けないと、すぐガス欠を起こしてしまう。

「ケータイ電話で正人さんたちの行方を知りましたので、近くに川が流れていたのをいいことにスカディちゃんのおしりに齧かじりついて煩悩を高め、『でっかいおしり・水蜜桃Ｖｅｒ』を作り出して、どんぶらこー、どんぶらこーと荒川のブリッジのアンダーをくぐって川下りしてきたのですよ！　すべての川は海に通ずるのです！　気分はモモタロさんなのです！　オレ最強です！」

　とにかく団長も、緩花たちを案じてここまで駆かけつけてきてくれたってことだ。

「それでは正人さん！　このエクスカリヴァーで最後の締しめくくりをしてください！」

「え？　その出で刃ば包ぼう丁ちようでですか？」

　エクスカリヴァーと名付けられた出刃包丁を、団長から受け取る俺。それ以上特に指示もなかったが、俺はなんとなく何かに誘われるかのように、巨大尻の割れ目に包丁を差し込んだ。

　すると海に浮かぶ巨大尻は、パカッと気持ちの良いぐらいに真っ二つに割れ、中には尻から生まれた尻太郎がいる……わけでもなく。

　巨大尻の断面には、メロンの種みたく小さな尻が沢たく山さんビッシリ敷き詰つめられていた。

「きもッ!?」

　しかもその小さいおしりたちは、イージス艦に装備された垂直発射ミサイルのごとく白煙上げて飛ひ翔しようした。全ぜん弾だん空を駆け巡り、水平線の向こうへ消えて行って、

　ドドドドドッ！

　という爆音を立てたと思ったら、

「ブヘヒェ～～～～～ッッ!?」

　という汚い悲鳴まで一緒に聞こえてきた。ダメ押おし？

　うーむ、やっぱり俺たちはこういうギャグ的な締めで終わるのか。

　海面には、全弾撃ち尽つくしてカラになった巨大尻の外殻と、それに乗ってお椀をこぐ一寸法師みたいになった団長と、へばったスカディさんが残った。







――Ｊｕｓｔｉｃｅ　Ｓｉｄｅ――







『…………それらを誤魔化すために帳簿を書き換えさせたのも全部ワスなんじゃ！　その罪を（ピーー）に着せて、ワスがＭＩＮＯＳから追い出し…………！』

　とあるサイトに投稿された動画を視聴し、ＭＩＮＯＳ執しつ務む部長ホーア・エゲスは堪えきれぬ苦笑をこぼした。

　その苦笑のうち、『苦』の部分は正義の権けん威いが貶められたことへの苦く渋じゆう。『笑』の部分は、かねてより目障りだった同輩がその身に相応しい末路をたどったことへの嘲笑、といったところか。

「……アブラタ部長は罷ひ免めんですな」

　ブラウザを確認するに、動画の再生回数は既すでに三十万を越こえている。既に複製コピーも取られ、サイトに動画削除を訴えても後の祭りだろう。拡散を止めることはできない。

　油多のＭＩＮＯＳ広報部長としての命運も尽きた。

「ま、悪あく魔まは貸し付けた負債を必ず取り立てると言いますからな。これもアブラタ部長の運命でしょう。……それで司令、この始末どうするつもりですかな？」

　ホーアは自分の隣となりに座し、同じように動画を視聴する人物に尋ねた。

　その人物こそＭＩＮＯＳ司令・十王厳破。正人たちおしり団が撮さつ影えいした、広報部長油多の不正を暴く動画を、しかめ面のまま視聴している。

　もっとも、彼かれの場合はしかめ面こそが平時の表情だから、この不祥事に心証を害しているとは一概に言えないが。

「……広報部は、解体する」

　厳破がボソリと言った。

「思い切った処置をしますな。長たるアブラタが不正を働いたと言えど、その責を広報部全体にまで担わせることはないでしょう。厳げん罰ばつにすぎると批判を受けかねませんぞ？」

「広報部の解体は、かねてより考えていたことだ。本来、広報とは事務職であり、ＭＩＮＯＳの事務を総括する執務部――ホーア部長、君の管轄のはずだった」

　それをワザワザ執務部から切り離し、広報部を一部署として独立させたのは、ＭＩＮＯＳ設立時の、ある事情がゆえだった。

　ＭＩＮＯＳ設立の当初。まだ世間に広く知られていなかったＭＴ能力は、一いつ般ぱん市民にとっては正体不明の、危険な妖術や天災といった認にん識しきだった。

　その認識を払ふつ拭しよくするためにも、市民に正しくＭＴ能力を知ってもらわねばならない。そのための専門機関として広報部をあえて独立させた。

　しかしＭＩＮＯＳ設立から約二十年。ＭＴ能力は広く知れ渡り、広報部ももはや役目を終えた。

　油多のごとき汚吏を肥え太らせる温おん床しようとなるなら、その苗床ごと潰してしまった方がよい。

「まああの豚シユヴアインは、私腹を肥やすことばかりに精力的で、警察からの監視者という本来の役目を果たそうともしませんでしたからな。その分我々はやりやすかったと言えますが……」

　とホーアはせせら笑うが、それでも十王厳破は忸じく怩じたる思いが絶えない。

　元々警察官僚出身である彼は、ＭＴ犯罪取り締まり機関であるＭＩＮＯＳを立ち上げる際、多くの不義理を古巣である警視庁に叩き付けてきた。

　それが、同じ法治機関である警察とＭＩＮＯＳの間に軋あつ轢れきを生み、油多のようなスパイモドキを送りあう結果となる。

　油多はそうした自分の立ち位置を熟知し、私腹を肥やすためにフル活用していたが、それを止めることができなかったのは、正義の司令として十王厳破の痛恨事だった。

　彼を告発すれば警察の威信に傷がつく。油多とて、仮にも桜の代紋を背せ負おっているのだから、いつかは改心してくれるだろう、とことあるたびに穏便に済ませてきたが……。

　縁えんなき衆しゆ生じようは度し難し。

「油多元部長は未成年の少女に暴行を働こうとした。市民に直接危害を加えることだけは断じて許せぬ」

「かしこまりましたフエアシユテーエ。仰おつしやる通り本来広報活動は、ＭＩＮＯＳの裏方を取り仕切る我ら執務部の職域です。早急に統合作業を完了させ、オーギュスト・ロダンも絶賛するほどの黄金比率的組織体をご覧に入れましょう」

　ホーア部長の返答に厳破は満足した。

　なんのことはない、ホーア部長は厳破の意思をしっかりと酌んでくれていたのだ。広報部解体に難色を示したのは、一般論を示すためのポーズに過ぎなかった。

「……警察も文句は言ってきますまい。何せ我々の不祥事を見つけ出だすために送り出した監視役の方が、言い訳のしようもないほど決定的な不祥事を乱発してくれたのです。こちらとしては、シャイロックの魔まの手から解放されたアントニオーニの気分ですな。……それもこれも、彼のおかげというべきでしょう」

　その言葉に、厳破はピクリと反応した。

「ホーア部長は、そこまでアレを買っているのか？」

　アレとは他でもない。悪の組織に身を堕とした厳破の息子、十王正人のことだ。

「その通りですゲナオ！　彼のもつ力こそ、これから迎えるＭＴ新時代に必要なものです。彼は今回、また一人『千オーバー越・サウえザンド』を生み出したというではないですか！　彼の能力は本物です。今すぐにでも彼をＭＩＮＯＳに迎えるべきでしょう！　今回の、アブラタ排除の功を鑑みれば、充じゆう分ぶんに可能なことです！」

　たしかにそうだ。だがそれだけではあるまい。

　油多排除は正人一人で成なし遂とげたことではない。ＭＩＮＯＳの内情に通じていない正人だけでは、ここまで的確に油多を追い詰めることはできなかったはずだ。正人以外に、油多の罪をよく知る誰だれかがいた。それも大人だろう。世の清濁を見てきた、酸いも甘あまいも噛かみ分けた大人。

　その者は、正人をよく教えてくれているだろうか。今回の手際を見るに、きっと正人にとって良い教師になってくれるだろう。

　そう、よい師と言えば……。

「ホーア部長」

　厳破は改めて声を厳かにした。

「私は君ほど、アレを過大評価できない。アレは子供だ、自分で自分の価値も計れぬほどにな。だからアレの価値は、見識をもった大人が計ってやらねばならん」

「この上にまだ彼を試すと？　やれやれ厳しい父上フアーターですな。……で、その役を誰が演じるのですかな？　司令みずから？」

「私より適任の者がいる」

「………………諜報部長、フラウ・メノウですかな？」

　ＭＩＮＯＳ中核メンバーたる五部長の中でも、諜報部長、馬め能のう佐さ有ゆ子こはもっとも厳破司令の信任厚い忠臣として知られている。部長格が二人も破れた今、司令の懐ふところ刀がたながついに動くのか、とホーアは緊きん張ちように包まれていたが……。

「……違う」

　厳破はそれすら否定した。

「では誰を使うというのです？　私イヒとアブラタが負け、フラウ・メノウも動かさぬでは、残っているのは機動部の小こ娘むすめと警けい邏ら部ぶのプロテイン中毒者……。まさか御息女、『千オーバー越・サウえザンド』のジュウオウ・アテナを再びぶつけるつもりですかな？」

「アレはもう使い物にならん」

「ならばますます彼の力が必要でしょうに……。わかりませんな。一体誰を御子息のダンスパートナーに指名するおつもりですかな？」

「ホーア部長。アレを計る者が、正義の人間でなくてはならぬという法はない」

　そうだ。何しろ正人は今その身を悪側に置いている。であれば正人の真価を問うには、悪の人間こそが適切であるだろう。

「ヤツは、いずれ必ずアレの前に現れる」

　厳破が何かをするまでもなく、正人はあの男とブチ当たることになる。

　正義の側に十王厳破という高き山があるように、悪の側にも、まだ誰も踏破したことのない大山がそびえ立っている。

　正人はそれに挑まなくてはならない。悪の頂点を目指すなら、避さけて通ることのできぬ関門であるからだ。

　それは正人にとって人生最大の戦いになるだろう。あまりにも困難すぎる障害を前に、正人は挫け、膝ひざ折れ、自分というものを見失ってしまうかもしれない。

　しかしそういう時こそ自分というものの本質が見えてくるものなのだ。

「アレが、モノの役に立つのか否か……」

　清であるか濁であるか。美であるか醜であるか。剛であるか柔であるか。幸であるか不幸であるか。愛すべきものであるか愛されるべきものであるか。

　それを、あの男なら計ることができる。

「アレが、何者であるか……」







　…………斑鳩いかるが青あお盛もりに見極めさせる。







――Ｊｕｓｔｉｃｅ　Ｓｉｄｅ　Ｅｎｄ――







エピローグ　ふんどし尻じりが娘になった







「ヒャーハハハ！　ガキどもチンタラ歩いてんじゃねぇぞぉ～！」

「急がねえと青信号がチカチカ点滅しちまうゼェー？」

「おっと、そこの車ァ。こっから先は通行止めだ。通りたきゃ信号変わるの待つんだなキャハハハハ！」

　今日も横断歩道でマッドエンペラーどもがボランティアしている。小学校の登下校時刻に合わせて通学路の交通整理をする仕事だ。

　俺おれはそのシュールな風景を、一いつ緒しよにコンビニ帰りの佐さ藤とうさんと眺ながめていた。

「……佐藤さん、マッドエンペラーの連中って本当にアホですね」

「あんなのに一時壊かい滅めつの危機にまで追い込まれたって過去を認めたくねえな」

　あのザマはどういうことかというと、それはあの『タピ岡おか拉ら致ち事件』の後日談となる。

　あの後、悪の最凶組織マッドエンペラーは、解散することになった。

　何せマッドエンペラーは、『悪の組織を百潰したら大だい武ぶ連れんに復帰させる』というウソ条件を信じた緩ゆるや花かが、それを実行するうちに群集化した戦せん闘とう組織だ。

　緩花がそれをやめてしまえば、存在する理由はなくなる。

　そうして要かなめを失い、散り散りになったマッドエンペラーのメンバーたち。彼らを統とう率そつも欠いたまま野放しにはできないので、結局ウチ……おしり団が引き取ることになった。

　元々おしり団の母体であるシャーウッドは、マッドエンペラー長年の宿敵だったのだから融和なんてそう簡単にできるの？　という懸念もあったが、そこまで凶きよう暴ぼうなメンバーは緩花の最初の敗退、戸ど袋ぶくろの反乱などで脱退し、残っているのは本当の意味で緩花を慕う連中ばかりだった。

　彼らは意外におしり団という新体制にスンナリ馴染み、ああしたボランティア活動にも精を出してくれてる。

　アレが意外と大事なんですよ。地域との繋がりをしっかりして正義に対たい抗こうするためには。

「っていうか参さん謀ぼう、アイツらが来たってことは、せっかく終わった組織の再編作業も……？」

「はい、一からやり直しです。マッドエンペラーの人員やら組織やらを取り込んで、合理的な組織体を築き上げる作業を延々と……！」

　また徹てつ夜やの毎日が続くぜ。一日三十分寝てるから徹夜じゃないけどな。

　そしてマッドエンペラーといえば、その総長であった緩花についても語らぬわけにはいかない。

　結果だけ見れば、油あぶら多たのウソに散々振ふり回まわされた形となった緩花。大武連復帰も夢と散り、目標を失った彼かの女じよがどうしたかというと……。

「正まさ人と殿どの、おかえりなさいませ！」

　今、おしり団アジトの玄げん関かん前で薪まき割りをしていた。

「イヤ待て、何な故ぜ薪割りしている？」

　いくらウチのアジトが山奥にあるとはいえ、薪の必要な設備ってアジト内にはない。ガスも電気もちゃんと通ってるぞ。なのに何故薪？

「修しゆ行ぎようの一環でござる！　敵の急所へ的確に上段を打ち込むのに、薪割りは適した鍛たん錬れんでござるからなあ！」

　ござるからなじゃねーよ。その薪、原料たる木材、山ん中から切り出してきたんだろ。特に意味もなく環境破は壊かいするな！

「まあまあ、後で木炭にでもして近所にお裾すそ分けしよう」

　佐藤さんの提案で、地球の貴重な資源が無む駄だにならずに済んだ。

　で、何故緩花がここにいるかという話だ。

　実を言うと緩花もおしり団の一員となったのだ。だからこそ解散後のマッドエンペラーたちも、緩花を慕っておしり団について来てくれたわけだが。

　で、緩花がなんでおしり団に入ったかというと。

「正人殿、今日こそ正人殿の下で修行することをお許しいただきたく候そうろう！」

　ということらしい。なんでさ？

「油多ごとき奸かん人じんのために大武連へ戻もどる望みは潰ついえたものの、天下無む双そうの武人となるという我わが生涯の目標はいまだ揺るぎなし！　そこで正人殿、拙者のことを父のごとくお導きくだされ！」

　ますますなんでだよ!?　修行するなら俺にかまわず勝手にやればいいじゃないか。俺は師匠的なことなんてまったくできないぞ！

「正人殿は、拙者をこれまでとはまったく違う境地に導いてくださった。本当の強さとは、ただ勝つためにあるのではなく、何かを守り、取とり戻すためのものだと。そのお陰で拙者は、『母なる大河アムリタ』や『河が流りゆう点てん勢せい』に開眼することができたのでござる！」

「あー、イヤそれは、あくまで緩花が自分の力で……」

「そんなことはござらぬ！　かつて集会場でつけてくださった修行は、すべて意義あるものでござった！　スカディ師範に徹底的に打ちのめさせることで、それまで拙者が執着していた強さの定義を砕くだき、そして女物の衣装を着せることで拙者の本来の性を意識させた。それらすべて、大武連のみに囚とらわれた拙者の蒙もうを啓ひらき、視野を広げるためであろう!?」

「買い被るんじゃねえぇぇぇぇぇ!?」

　いえ、やることなすこと全部テキトーでしたが。緩花が『千オーバー越・サウえザンド』へ進化したのはあくまで緩花自身が精神的成長をしたからであって、そこは俺とは無関係だよ。

　偶ぐう然ぜんに結び付けて、俺のことを買い被るな！

「……まぁ、そう言うなよ参謀」

　隣にいた佐藤さんが、いきなり俺の頭をワシャワシャと撫でた。なんだいきなり？

「たしかに買い被りかもしれねえよ。お前にはＭＴ能力がないから、美み夜やにも緩花ちゃんにもスカディちゃんにも勝てねえ。多少腕うでっぷしが強くても何の意味もねえ。この子らのアホみたいな力に比べたら、お前なんかいてもいなくても同じかもしれねえな」

　イヤ、たとえ事実でもそんなハッキリ言わんでも。

「でもな、たとえ弱々役立たずなお前でも、これまでの戦いでちゃんとできてた役割がある。それは、女を守るってことだ。それこそ原始時代から決まってる男の役目なんだ。ナヨナヨでもムキムキでも関係ねえ。女を守れない男こそ男じゃねえ。お前は、それをちゃんとやった。お前は買い被られるだけのことをやり抜ぬいたんだ」

「佐藤さん……」

「それでもな、もしお前が、自分自身のことを認められないと言うなら……。斑鳩いかるがさんに会ってみるか？」

「誰ですソレ？」

　俺が尋ね返すと、佐藤さんは自分で自分の言葉にげっそりとする。

「……オレがこんなこと口走っちまったってことは、斑鳩さんがお前に会おうとしてるってことだろうなあ。……多分よそでも誰かが同じようなこと言ってんだろうなあ」

「？」

　俺と佐藤さんが話し込んでいると、アジトの建物の方から足音が聞こえてきた。両手にミトンを付けた美夜が出てくる。

「緩花さん、緩花さ～ん？　……あ、ここにいたんですか？　おやつができましたよ。お茶にするから上がってらっしゃい」

「マジでござるか!?　今行くのでしばし待たれよ！」

　かつてライバル同士だった美夜と緩花も、同じおしり団となってからの関係は良好だ。

　むしろ小こ柄がらで可愛かわいい緩花は、美夜の母性本能を無闇にくすぐるらしく、若干キャット可愛がりの懸念が出始めている。

「緩花さん？　ちゃんと手を洗うんですよ。……あっ、頬ほおに泥が。ジッとしてなさい。今拭ふき取りますから」

「美夜殿！　気遣い無用にござる！　これぐらい一人でできるでござる！」

　しかし美夜は、手持ちの絹ハンカチで緩花の頬ほっぺをぐにぐに拭う。本人の遠えん慮りよなどお構いなしだ。

「……美夜、ちょっと過保護すぎるんじゃ……？」

　俺がやんわり意見的なものを述べてみる。すると美夜は、軽いサーブをスマッシュで打ち返してくる卓球選手のように、

「ダメです正人さん！　この子は長いこと不良さんとして過ごしてきたんですから、今からしっかり世間様の仕来りを身に付かせていかないと、ロクな大人になりません！　コレはこの子のためなんですよ!?　正人さんも仕事ばかりにかまけてないで、この子の将来をちゃんと考えてあげてください！」

　と捲し立てるのだった！

「イヤでもね？　この年頃の子は、もっとのびのび遊ばせてやりたいというか……」

「それでも最低限の躾は必要です！」

　最近、俺と美夜との間でたびたび噴出する口論がまた始まるのだった。周囲からは「子供の教育方針で引き起こされる夫婦喧嘩かっ」と言われるが、俺には何のことかわからないなっ。

　そして次に……。

「総長～、おやつができたんだＺＥ！　……って何してんだＺＥ!?」

　タピ岡までがやってきた。もはや見慣れた女の子Ｖｅｒで、しかもエプロンまでしている。

「ちょっ、美夜姐ねえズルいんだＺＥ!?　オレ様が総長のためにレインボーホットケーキ焼いてる間に総長のこと可愛がりまくリングなんてルール違反だＺＥ！　ルールを守って楽しくデュエルだＺＥ！　オレ様も総長をモフるんだＺＥ！」

「言いがかりはよしてくださいタピ岡さん！　私も緩花さんのために十万石ホットケーキを焼きました！　……ああダメですそんな乱暴に撫でたら！　お髪ぐしが乱れる……！」

　なんかタピ岡と美夜との間で緩花争奪戦が始まった。小柄で可愛い緩花は、団長に次ぐおしり団マスコットキャラクターの地位を確立したらしい。胸はスカディさんより大きいけれど。

「ちょっ!?　二人ともやめるのでござる!?　これ以上は、息が……!?」

「うぎゃー!?　総長が美夜姐のおっぱいに潰つぶされて窒息してるんだＺＥ!?　こうなったらせめて、オレ様のおっぱいで窒息させてやるんだＺＥＥＥーー！」

「うつけ者か谷たに岡おか!?　どうしてそういう結論に……ぐぼぼぼぼぼッ!?」

　緩花が、美夜の九十五センチＨカップ魔乳とタピ岡の八十七センチＦカップ隠れ巨乳に挟まれて沈しずんだ!?

　今までは美夜とスカディさんでおしり団のツートップを担っていたが、マッドエンペラー陣じん営えいが加わった今、美夜とタピ岡でおしり団おっぱいツートップが結成されてしまった。

　おしり団でおっぱいツートップもおかしな話であるが、とにかくあんなシロモノに挟まれては緩花も死ぬしかあるまい。剣けんの道を窮きわめる天才少女も、二組の巨乳の挟み撃ちには無力だったか。

「……おっぱいは剣よりも強し、か」

　何故かそんな謎標語が出てしまった。

「だったらおしりはロケットランチャーより強しなのですよ！」

　イカン、俺の迂う闊かつな一言が荒ぶる団長を呼び出してしまった。相変わらず次元跳躍しているとしか思えない神出鬼き没ぼつの団長は、あっちの美夜、緩花、タピ岡の塊に猛然と向かっていく。

「こりゃー！　我がおしり団でおっぱい遊びはご法度なのですよー！　挟むならおしりでサンドウィッチするのですー！」

「波なみ美み、こちらにいたのですか」

　団長に誘われてスカディさんまで!?

　たちまちアジトの玄関先は、五人の美少女たちでくんずほぐれつの桃源空間と化してしまった。

　おしり団は今日もおおむね平和だ。

　この穏やかさが、いつまでも続けばいいのだが……。

ＥＮＤ







あとがき







　岡おか沢ざわ六ろく十じゆう四よんです。

　長年愛用してきたまごの手を誤って踏み折ってしまいました。

　……超ブルーだ。これから俺はどうやって湧き起こる背中のかゆみを鎮めていけばいいんだ。




　さて三巻です。『悪に堕ちたら美少女まみれで大勝利!!』がここまで来られたこと。読者様方の応援のおかげ以外の何物でもありません。ただひたすらに感謝です。

　二巻のあとがきで「ハーレムモノの展開と言ったら既存キャラを強化するか、新キャラ出すかのどっちかだよね？」と書きましたが、今回は新キャラでハーレム要員を増強する選択をしました。

　ふんどし尻です。

　実はこの作品を投稿作としてＨＪ文庫編集部様に送った後、僕は非常な後悔に襲われたのです。

　何故おしりをテーマにした作品をＨＪ文庫様に送りながら、ふんどしを出さなかったのかと。

　ＨＪ文庫といえばふんどしではないか。本編中で波なみ美みも語っている通り、アニメ化されるほど人気なＨＪ作品にはほとんど魅力的なふんどし少女が登場しているのです。

　巫女武者ト○エさん然り、服部○子さん然り、後藤又○衛ことベ○タさん然り、戦神の侍イ○ミちゃん然り。

　この作品が入選から漏れたのは、ふんどし少女がいなかったからではないか!?　と一時期思ったぐらいです。しかし、このたび三巻にしてついに我がおしり団謹製ふんどし少女、緩ゆるや花かが登場しました。これでＨＪ文庫におけるおしりノベルとして死角なしです！

　これからも『悪に堕ちたら美少女まみれで大勝利!!』の応援をよろしくお願いいたします！




　では次は、二巻のあとがきでやった『作者が勝手につける次回のサブタイトル』のコーナーを今回もやってみたいと思います。

　ちなみに今回、三巻の勝手なサブタイトルは『明鏡止水の狂気帝』でした。

　あとがきを先に読むタイプの読者様にはネタバレになるかもしれませんが、『狂気帝』はもちろん今回メインで活躍する悪の組織マッドエンペラーのこと。そして『明鏡止水』はマッドエンペラー総長たる緩花のＭＴアームズを表現しています。

　そして次回、四巻の勝手サブタイは『六十四卦の支配者』です。

　まあ斑鳩いかるがさんのことなんですけどね。次回、悪の頂点が巻き起こす水着回にご期待ください。




　最後に謝辞を。担当の南部様。イラストのむつみまさと様。ＨＪ文庫編集部様とこの本の制作にかかわったすべての皆様。そしてこの本を読んでくださるすべての読者様に心より感謝申し上げます。

　ところで折れたまごの手は短くなったけど、まだまだ現役です。
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

岡沢六十四先生／むつみまさと先生
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